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心 の 糧

七十人最高評議員会会員

ハ ー ト マ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア

時 と して 私 た ち は次 の よ うな考 え を抱 くよ うで あ る。 死 ん

で霊 界 に入 る と全 く異 な っ た者 に な る。 死 ぬ と， そ の性 格 は

突 如 と して 奇 跡 的 な変 化 を とげ る と。 しか し こ うい った考 え

ほ ど， 真 実 か らは るか へ だ た っ た もの は な い。 魂 は死 に よ っ

て変 化 す る もので は ない 。 私 た ち は 同 じ存 在 で あ る。(ア ル

マ34：33-34参 照)

聖 典 は， 霊 界 に二 つ の異 な っ た場 所 が あ る と語 っ て い る。

あ る時 は パ ラ ダイ ス と して ， ま た他 の時 に は ひ とや と して 。

しか し， 事 実 は霊 界 は ま こ とに一 つ の場 所 で あ り， それ が 私

た ち に と つて 何 で あ るか は， そ こ に入 る時 の状 態 に よ る にす

ぎな い 。 麻 薬 に 溺 れ た り， 悪 い 習 慣 や よ こ しま な欲 望 を抱 い

た ま ま逝 け ば ， そ こは ひ とや とな るで あ ろ う。

ま さ し く霊 界 に お い て 悔 い 改 め る こ と は可 能 で あ るが ， も

ち ろん そ こで の悔 い 改 め は ， 私 た ちを 助 け る肉 体 を 持 た な い

が 故 に 一 層 困難 で あ る こ とは よ く知 られ て い る。 また悔 い 改

め の欠 くべ か らざ る部 分 は ，償 い を せ ね ば な らな い こ とで あ

る。霊 界 で これ を な す の は極 め て む ず か しい で あ ろ う。

復 活 は主 イ エ ス ・キ リス トとパ ウ ロの言 葉 に よ れ ば ， 「眠

って い る者 の初 穂 」 に よ り現 実 に可 能 とな った 。主 が復 活 し

た も うたが 故 に， この地 上 に生 き ， ま た これ か ら生 き ん とす

る あ らゆ る人 類 もま た復 活 す る の で あ る。(1コ リン ト15：

20-22)好 む と好 ま ざ る とに か か わ らず， 人 類 は再 び生 き ，

そ の なせ る業 に よ って 裁 か れ る。 そ して そ の復 活 の 時 に お け

る お の お の の状 態 は， 大 い に そ の報 い を決 定 す る で あ ろ う。

汚 れ た る者 はや は り汚 れ た ま まで あ り， 義 しい者 は や は り義

しい。(皿 ニ ー フ ァ イ9：16参 照)そ して お の お のが 受 くべ

く備 え た ま まを 受 け るで あ ろ う。

私 は イ エ スが キ リス トで あ り， 生 きて ま しま し， 悔 い改 め

を可 能 に し， す べ て の者 に要 求 され る こ と を可 能 に され た と

証 す る。神 の戒 め は 愛 す る天 父 に よ り， 私 た ちが こ の地 上 と

霊 界 とで 自由 とな り，抑 圧 され な い魂 を もって 霊 界 に逝 き，

そ こで 新 しい知 識 を受 くべ く備 え ，正 義 の 復 活 を 通 して さ ら

に よ り偉 大 に して永 遠 な る栄 光 を得 べ き状 態 とな るた め に与

え られ た もの で あ る こ とを証 す る。 これ らを主 で あ り救 い主

で あ る イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り証 す る もの で あ る。 ア

ー メ ン
。
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フ ェ ザ ー ス ト ー ン

ス テ ー キ 部 ・伝 道 本 部 住 所

東 京.ス テ ー キ 部 〒107東 京 都 港 区 北 青 山3の6の4

TEL(03-407-2465)

大 阪 ス デ ー キ部 〒560大 阪 府 豊 中 市 岡 町北1の2の3

TE：L(068-52-3723)

日 本 東 伝 道 本 部 〒063札 幌 市 中央 区北2条 西24の245

TEL(011-611-3697)

日 本 伝 道 本 部 〒106東 京 都 港 区 南 麻 布5の8の10

一 、TEL(03-442-7438)

日本 中 央 伝 道 本 部 〒657神 戸 市 灘 区 篠 原 本 町4の6の28

TEL(078-88-2712-3)

日本 西 部 伝 道 本 部 〒810福 岡 市 中央 区平 尾 浄 水 町46

TEL(Q92-52-6048)

編 集 部 よ り

多 くの人が新年にあたり，年頭の決意をする。悪い習慣を

やめ，よい態度や習慣を身につけようという決心である。も

ちろんそのことはよいことである。 しか し年頭の決意が三 日

坊主に終りやすいことは衆知のことで もある。

決意が破 られる大きな理由は，一度に1日 ではなく，一度

に1年 を生活 しようとするからである。絶えざる努力奮闘の

1年 を考えれば気落ちすることもあろうが，一度に1日 ，悪

い習慣をやめてよい態度をとることはそうむずか しくない。

それを行なう人は，生活をよい方向へ変えてい くのがあまり

に簡単なのに驚 くであろう。

決意が破 られるもう一つの理由は，毎日繰 り返される決ま

りきった生活に没頭 して，決意を忘れて しまうか，それに集

中できな くなるためである。この障害を克服できる一つの方

法は，毎日の祈りの前に短い黙想の時間をとることである。

私たちは朝，1分 間だけ自分の目標や決意について考え，そ

れか ら実行する力を祈 ることができよう。夜 はそれがどのよ

うに実行できたか1日 を反省 し，主の援助を感謝するのであ

る。

特に悔い改めの原則を忘れずに，よいことは翌年の初めま

で待たな くともよいということを知っていなくて は な らな

い。自己改善を始めるにはいつでもよい。主が私たち皆を祝

福 し助けたもうて，新 しい年が，完全へ向かう進歩の年とな

るように願っている。

今月の聖徒の道

今月号には，12月 号に説教が掲載されたフェザース.トーン

監督を除き，表紙の教会幹部の大会説教が載せ られている。

またプロボ神殿献堂の祈 りも掲載されている。全世界め聖徒

を代表す るスミス大管長の祈りは精読すべきものである。

1



プ ロ ボ 神 殿 献 堂 の 祈 り

1972年2月9日

響

今年 は1カ 月に2度 に及ぶ神殿 の献堂 が行 なわれ たが， その2番 目にあた るプ ロボ神殿

の献堂式 が，2月9日 ， 同神殿 の 日の栄光 の部屋 で行なわれ弛。(オ グデ ン神 殿は1月18

日か ら20日 にか けて行なわれた集会の 中で献堂 され た。)

プ ロボ神 殿ρ献 堂式 に は7万 人を越 える人 々が参列bた 。儀式 は 日の栄光の部屋で行 な

われ，神殿 の他 の場所 とブ リガ ム ・ヤ ング大学構 内の数 か所 に閉回路でテ レ ビ放送(う ラ

ー)さ れ た。

ジ ョセ ブ ・フィールデ ィ ングrス ミス大管長 の献堂 の祈 りは大 管長の要請 によ りハ ロル

ド・B・ リー第一 副管長 によ り代読 され た。

献堂式 は伝統的 にいう も歌 われ るホザナの聖歌 「感謝 を神に、ざさげん」 と 「ホザ ナの

叫 び」 を もって終 了 した。献堂 の祈 りは次 の とお りであ る。

働

天地 とその万物の創造主に し

て永遠の父なる神よ，汝のかた

ちにかたどりて我 ら汝の子 らを

創りたまし琳 嘩 勿 ζ髄
，

意志を与冬たも.5灯 聖ぢ弓木馬

よ，・万事を卸：り#も .ラて，、南ち

ゆる力，勢力，支配力を持ちた

もう汝よ，宇宙を創造 し，汝の

手になるあらゆる業を正義 と公

平 と慈悲により治め た も う神

よ，汝の大いなる聖 きみ名をあ

がめさせたまえ。

我 らは汝の生みたまい し独 り

子なる 「人の子」'のみ名によ り

汝のみ前に来た り， この聖なる

み名によ1りて我 らが汝に近づ く

ガ

タう汝が定夢たまい しみ名によ

り，我 らが声をあげて汝をたた

え感謝を表わ し，汝卑手より祝

.褥を零鞭 うにあた り，我 らの上

に聖 きみた まのあゑれん ことを

願 し〕奉 る。」、 。

我 らは知 る。 汝 は我 らが父 に ご;、

して，我 らは汝 の手 に成 る者 ジ

汝 に飼 われ た る羊，汝1め聖徒 な.♂

り。我 らは授 け られて い1る命，・こ_.

こに在 る ことまた地 の人 々に不 、、

滅 の福音 を完全 に与 えた もφ た、.

.ζの時代 に生 まれ る特権 を得 さ 一

せ焼 うたことを騨 俸 る16「

汝の儲 が万人にとりて蜘-』

の計画なるとと，汝の愛 し選び 一

たる者 壷願い主，救い主に選び

た もうて大いなる計画を力強 く

生か した もうたことに我 らの心

は騨 に脚 るなり・我らは汝

の愛子によ』る麟いの犠牲に感謝

し奉る。すなわち御子は世の罪

：：の些め}『ナ字架にかかりて死に

たまいジ残 らを肉体と睾の死よ

り噴い，その打たれ し傷により.

て我 らはいやされたればなり。

また我 らは互いに喜ばしき愛を

持ち，旗の御子イエス ・キ リス

.トの血 によりてあらゆる罪より

清め らるべ く啓示され し真理の
"
光のうちを歩まんとの誓約を交

：わ した り。
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そ して今や汝の憐みにより我

らはイスラエルの聖者をた孝え

奉 らん。我 らの父祖 ア ブ ラハ

ム，イサク，ヤコブの神なるエ

ホバよ， 「ほふ られ1そ の血を

もて諸 の々 族，国語，民，国の

中よ り人 々を神のために買い，

これを我 らの神のために王 とな

し，祭司とな したまいて我 らが

汝 と共に一千年の間住 まうよう

なしたもうた神よ，汝は 「力 と

富 と知恵 と勢いととうときと栄

光 とさんびとを受 くるにふさわ

しかれ」 と言わ しめたまえ。 ・

・天父なる神 よ
，我 らをとこし

えにカある義の民のうちに数え

共に讃美せ しめたまえ。 「願わ

くは御座に座 したもうものと小

癌羊とに，讃美 ととうときと栄光
とちからとが世々限 りな くあら

んことを。」 ・

父よ，我 らは汝が子 らにした

まいし愛 と慈悲 と謙譲 に対 し心

にある感謝を表わす力なき者な

り。御子を信 じる者がみな永遠

の生命を受け得 るよう汝の生み

たまいし独 り子をつかわ したも

うた愛 と慈悲に我 らは た だ驚

く。また この神権時代に汝の し

もべ彦ヨセブ ・ス ミス(二代 目)

を通 じ，完全なる永遠の福音を

回復 したもうた汝をほめたたえ

奉 る。

汝が愛子 と共にこの最俵の福

普の神権時代を開 くべ く1820犀

春 に現 われた も うた こと，汝が

モ ロナ イをつかわ しモルモ ン経

を現 わ した もうた こと，バ プテ

スマの ヨハネ，ペテ ロ，ヤ コブ，

ヨハネが ジ ョセ ブ ・ス ミスとオ

リバ ー ・カウ ドリに神権を与え

たまい しこと，モ ーセ，エ ライ

ジヤ， エ ライヤ ス， カ ブ リエ

ル， ラフアエル，.現在に至 るま

での天使 が栄光 の宮 よ り来 た り

て， 「その神権の時 代，その権

能， その鍵 そ の 誉，そ の 威

厳， その栄， その神権の権 能を

宣言 し，規則 に規則 を加 え，則

に則 を加 え」，救 いの全計画 を

そのあ らゆ る美 と栄光 と共 に現

在再 び地上 に もた ら した もうた

ことに感謝 し奉 る。

主 よ，我 らの時代 に更新 され

明 らか に され し救 いの真理 に感

謝 し奉 る。.この末 日に汝 の大 い

なる業 を行 な うた め高貴 に して

偉大な る霊た ちがつ かわ され し

ことに感謝 し奉 る。我ち は予言

者 ジ ョLセブ ・，ス ミス と大祝福師

ハイラム9
、ス ミ子②使命 と業に

喜び郵5量 人}まこの鞭 の神

樺時代の鍵を有 悔.血 に二より不

証を結び固めたるなり。.

我 らはこれまでに召されたす

べての予言者が強い信仰を持ち

献身 した ことを，また忠実な聖

徒が数多 くいた ことを感謝し奉

る。願わ くはこれ ら先達に伴っ

たと同 じ力が我 らにも与えられ

ん ことを。

我 らは汝の神権を，実に結び

固める力を予言者エライジャの

手により顕わ したもうたことを

感謝 し奉る。 この力により汝の

忠実な聖徒たちはこの神殿及び

他 のすべての聖なる宮で，いと

高きところより権能を賜わ り，

永遠の誓約に入ることを得るな

り。而 して この誓約によりアブ

ラハム，イサク，ヤコブ及びす

べての聖なる予言者の祝福を こ

とごとく受 くる扉開かるなり。

我 らは汝の御子の生涯になら

わんことを求むるなりρ我 らと

我 らの子 ら，子 らの子 らに義を

願 い， この聖なる宮居に顔を向

け汝の聖なる神殿のみに見出さ

れる完き祝福，すなわち家族が

とこ.しえに祝福を學け継 ぐにふ

さわ し・き者 とな らんζ・とを願 い

奉 る。

傘牢，、汝は残 らが自弓と子孫

に⑱み塗5ず ，
.禅年 にもこれ ら

ρ祝福炉午え らμるこ.～≡を幸め
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鴫

でいることを知りたもうなり。

何 とならば，汝はシオン山の救

い手たる我 らが美 しき死者を救

い照 う力を有す ると言いたまい

たればなり。我 らがこの業を進

め行 く時汝の導 きと光があ らん

ことを求む るなり。 こは地の初

めより人の子 らに啓示 され しう

ち最も大いなるもの な れ ば な

り。

神よ，汝の聖徒がその数を増

し，義 しきにかないて汝に仕え

あらゆる国々に神殿を建つるよ

う汝が命 じたもう日々を待ち望

むものな り。我 らは全人類が汝

の子なるを知る。 この宮居に来

るすべての者が自由に来た りて

命の水をとり，全心を尽 して汝

を愛 し仕える者のために備えら

れたる完き祝福を得 んことを祈

り奉る。

主よ，耳を傾けたまえ。憐み

をもて我 らを見，我 らの願いを

聞きたまいて，我 らがシオ ンの
チ

安寧とその関心を願 う時，義な

る望みを聞き届けたまえ。 こは

汝の教会な り。汝が建て，「人に

知 られぬ所よりまた暗き所より

全地の面に於 ける唯一 の真にし

て生命ある」教会な り。今や汝

は教会を 「明 らかなること日の

如 く，清 らかなること月の如 く

万国の民を してその旗を怖れ」

しめた り。そは，あらゆる地に

住む者たちが， こは汝の業にし

4

て，彼 らが御子のもとに来たり

て律法に従い，汝の永遠の王国

にて救いを得べきことを知 らし

めんためなればなり。

全：地にシオンへの関心が広ま

り，我 らに勝利を得 させたまえ。

願わ くは，汝の教会なる汝の王

国が， 「天の王国の来 らんため

まず神の王国を出で行かせたま

え。神よ，か くして天に於ける

如 く，地に於て も栄光あ らせた

まえ。またかくして，汝の敵を

征服 したまえ。誉 と能力と栄光

とは， ときはかきはに神のもの

なればなり。」

父なる神よ，サタンが支配の

力を持ち，サタンの軍勢が汝の

業を滅ぼさんとす るこの苦難 と

悪の時代にありて，我 らは御子

が「その聖徒 らを支配 し，その真

中にありてこれを統治せん」 と

汝が命 じたもうたことにより，

力を得，慰めと勇気を与え られ

たるなり。我 らは主が我 らの真

中にありて支配 したもうことを

知 り，その恵みに我 らは汝の聖

きみ名をとこしえにたたえんこ

とを証す るものな り。

汝が約束 したまい しごとく，

汝の聖徒 らに刃向かうやいばは

栄ゆることな く，何人にても声

を挙げて聖徒 らに逆 らう者は，

主の時節至 りて言い破 られんこ

とを我 らはおぼゆるなり。

我 らの神よ，汝がこの目的の

し

神 殿 の 花 嫁 の 部 屋

ために挙げた る賢き人々の手に

よりて合衆国の憲法を制定せ し

めたもうた ことに感謝 し奉 る。

この神聖な文書において保証 さ

れたる自由，権利，特権に感謝

し， これ らが とこしえに永 らえ

んことを祈 り奉 る。 この国の頭

たる者の心に我 らと子孫のため

にこの 自由の制度を維持す る望

みと決意を抱かしめたもうよう

求むるものな り。願わ くは国の

行政府，立法府，司法府を祝福

したもうて，各々その分野にお

いて賢明に勇敢に機能を果たさ



写真版権=1972年 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会大管長 の協力 による。

せたまい，立憲政府を維持せ し

めたまえ。

父よ，汝の忠実なる聖徒は今

や地のあ らゆる国々 に あ る な

り。我 らは彼 らの物心両面の幸

福に深い感心を寄せ る も の な

り。あらゆる民の支配者が聖き

みたまの導 きを受けあ らゆる人

に正 しい自由の権利を与え，汝

の前に正当とせ らるる自由を与

える政体を採 るようしむけたま

え。

主よ，願わ くはあらゆる地に、

住む汝の聖徒に我 らの宣言，ナ

なわち 「われ らは，王，大統領

統治者，長官に従 うべきを信 じ

また法律を守 り，敬い，支 うべ

きを信ず」を厳格 に守る望みと

決意を抱か しめたまえ。願わ く

は彼 らが善良に して義なる道を

選びてさらに義の 業 を 進 め，

「今ある権力に服従 し
，統治す

べき権能を持ちてすべての敵を

脚下に踏みつ くる者の統治す る

時の至るを待」たしめたまえ。

我 らの心は世の邪悪 とあらゆ

る国に満ちたる悪のゆえに苦悩

し悲 しむなり。我 らはシオンの

若人，次代を にな う青年層，時

至 らば王国の支え手 とな る者 た

ちのために心 よ り祈 りを捧 げ奉

る。彼 らを悪 よ り守 りた まえ。

罪 に陥 り，世 に打 ち負か され る

ことのな きよう支えた まえ。主

よ， シオ ンの若人 と我 ら指導者

を祝福 した もうて，彼 らを正 し

く導 かせ た まえ。

我 らは知 る。汝 の王 国は進 み

行 き，次代を にな う者 たちの群

は汝のみ名 の証 し人 として， ま

た汝の律 法の教師 として，力 と

栄 光 もて立つな り。神 よ，彼 ら

を守 りた まえ。 彼 らの心を啓発

し，彼 らの上 に与 え らるる大 い

なる仕事 のため彼 らが 自らを備

え る時，汝 の聖 きみたまを注 ぎ

た まえ。

大いな る学び の宮 なるブ リガ

ム ・ヤ ング大学及び それ に携わ

る者， その他 すべての教会の学

校， インステ ィチ ュー ト，セ ミ

ナ リーを栄 え させた まえ。 教え

る者，教 え らるる者 の上に汝 の

力が とどまり，彼 らに 「研究 と

信仰 とによ りて学 問を求 め」 し

めた まえ。

主 よ，我 らを祝福 した もうて

汝の命 じた るご と く， 我 らが

「互 い に王国 の教義 を教 え」得

ん ことを。願 わ くは我 らが勤勉

に これ を行 ない， それ によ りて

汝 の恵みが もた らされ，我 らが

「理 論 と原則 と，教義 と福音の
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律法 と，神の王国 に就 けるすべ

ての事が更 に完全 に教 え ら」れ

ん ことを。

あ らゆる学究 の分野で教 え学

ぶ者 が霊 にかかわる知識 によ り

心 を照 らされ，彼 らが他 のいか

な る所で得 る ものに もま さる祝

福 と知識 と学 問を求 めんため，

宮居に もうで させ た まえ。

我 らの父 よ，我 らは汝 に感謝

し奉 る。汝 の聖徒 らの うち恵 ま

れぬ者 ，不幸 な者 に関心を寄せ

るよ う命 じた も うことを。汝 は

我 らに命 じた も うて，すべて の

人が地を従 わせ，.顔に汗 してパ

ンを食すべ き ことを知 る。 さり 噛

なが ら我 らは不幸 な者，常 に 自

らを養 えぬ者 に心 を注 ぎ居 るな

り。

汝 が しもべ らに霊感 を与 えた

もうて，教会 の福祉 プ ログラム

を定め させ たまい， 困窮者 ，不

幸な者 が 自尊 の念 を失 な うこと

な く助けを与 え らることに無上

の感謝を捧 げ奉 る。 世界 にあま

ね くステ ーキ部 と伝道部が急増

す る昨今，我 らは心 よ り祈 り奉

る。す なわ ち汝 の しもべ らが汝

のみ こころにかない，汝 の霊感

を受 けて， この教会 の福祉 プ ロ

グラムを進展せ しめ， か くして

あ らゆ る点 において完全 な もの

とな り， あ らゆ る地に住 む汝 の

民への助 けと恵みが集 め られ ん

ことを。
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聖なる父よ，汝 の導 きとみた

一辮 求輝 る・汝の民が汝のみ

手の うちに.あつそ助けを得んこ

とを。我 らは汝が下 したまい し

原則につき従わんことを願い奉

る。すなわち，苦難に出会 う者

が，己の力の限 りを尽 くし，知

恵，指導力，この世の富に恵まれ ・

し者が才能と財力 とを提供 し我'

.らこζζごとくが父なし子，やも

あに力を尽 くし，か くして真の
`兄弟愛のきず なぞ結ばれ

，我 ら

が世の罪ρ汚れに摯まず，これ

頭 わち齢 言いた却 レごζ
く融 信心融 の撃 み：即前

に汚れな く立つ ごと能 うよ う腰.

い奉る。主よ，汝のしもべ ら'を

祝福 したもうて，地上における

汝の業の成長発展に関す るあ ら

ゆることを啓示 したまえ。

永遠の父なる神 よ，我 らのロ

より出でたるこれ ら讃美 と感謝

と願いの言葉を受け入 れ た ま

え。我 らの叫びを聞き我 らの心

の思いと関心 とを解 したまえ。

我 らは万物に汝のみ手のあるを

知 り，汝に仕えんことを願い，

汝の戒めを守り，王国にて汝と

共に住 まわんことを願 うなり。

汝のみたまのささやきに導か

れ，汝 にこの神殿を建つるは我

らが特権な り。今や我 らは汝の

聖き宮居 として汝1ζ差 し出す も

のなり。

汝が下 され し様式に従い，か

つてめ しもべ らの歩み し道に習

いて，汝の御子の神権の権能に

より，我 らはこの神殿を主なる

汝に奉献 し奉 る。

我 らはこれを生者 と死者のバ

プテスマの家，エ ンダウメント

の家，結婚の家，義の家 として

奉献 し奉る。

我 らはへ りくだりて，汝がこ

の建物を受け入れ，汝が来たり

たもう宮居として恵みを注ぎ，

汝のみたまがすべての ことを導

きたまい，汝 に受け入れ らるる

ものとな らん ことを祈 り奉 る。

願わ くは汝のみたまと恵みがこ

こで儀式にたず さわるあ らゆる

者の上にとどまり，また導 きが

あ り聖き精神が汝の聖 き宮居な

るこのあらゆる部屋にみなぎら

んことを願い奉 る。もうでるす

べての者が清い手 と心を持ち，

彼 らが信仰を築 きあげ，平安 と

汝のみ名をたたえる気持を持 ち

て退出 し得んことを願い奉る。

我 らは宮居の建つ敷地と周囲

の敷地を奉献 し奉る。フオン ト，

儀式の部屋特に結び固めの部屋

を奉献 し，これ らが聖 く保たれ，

汝が これ らを守 り，汝のみたま

がもうでる者たちを輝か したま

わんことを願い奉る。

我 らは基礎より塔に至 るあら

ゆる部分を奉献 し奉 る。あ らゆ

る破壊の力，大暴風，嵐より宮

居を守 りたもうよう祈 り奉 る。

我 らはのちにつけ加 え らるべ

き歩道，装飾，樹 木，植物，花

植込 みを奉献 し奉 る。願 わ くは

これ らが周囲 に美 と芳香 を添 え

ん ことを。

あ らゆ る機械 を守 りた もうて

常 に この聖 き宮居 に似 つかわ し

き機能 を果 た し得 ん ことを願 い

奉 る。

ここで行 なわれ るすべてが こ

とごと く汝 の栄光 を表わ し地上

にお ける汝 の王国 の建設 に資す

るものた らん ことを願 い奉 る。

我 らは ここに，汝 と汝 の御子

と汝 の聖 きみたまあ住 い と して

この神殿を奉献 し， この献堂式

とこの聖 き宮居 にて我 らが行 な

い しこと， また将来 行な うこと

が汝 によ りて承認 されん ことを

願 い求 め，我 らは これを主な る

汝 に差 し出すな り。

王座 に座 した まい，生 きて ま

しま し万物 を支配 した も う我 ら

の父祖 の主 な る神 よ，今 もとこ

しえに も汝 の聖 きみ名 に栄 えあ

れ。

汝 の唯一 の御子，主 イエス ・

キ リス トのみ名によ りて願 い奉

る。 アー メン。

1， 「神と子羊 ホザナ!ホ ザナ!

ホザナ!ア ーメン!ア ー〆ン!ア

ーメン!」

この賛美の言葉が 聞かれる機会

は数少ない。、カー トランド神殿や

その他最近建てられた神殿 の献堂

式で合唱されている。
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末 日聖律イエス ・キ リス ト教会第142回 年次総大会 におけ る説教

宣 教 師 の伝 え るメ.ッセ ー ジ

福音のおとずれをのべ伝えるには

忍耐が必要である

宣教師 と伝道 につ いては今 まで

多 くの ことが述べ られ て き て い

、る。

私の生涯 に とって も，伝道 は私

が第一 に愛 した ものであ り，18年

前 に英 国で伝 道 した時 に起 きたい

くつかの ことをよ く思 い出す。 そ

の1つ をお話 しよ う。

私 は， あ る家 を幾度 か訪 問 した 噛

が断わ られ，二度 と訪 問 レて欲 し

くない と言 われ た。 しか しそれで

も私 は何 回 とな く訪 問 したい気持

に駆 られた 。ある時，その家 の前 を

通 り過 ぎよ うとす る と， 中へ入 っ

て も う一 度 き っか けを作 るべ きだ

とい う強い気持 にか られた。私 は

英国式の ドアの大 きな真鍮製 のノ

ッカーをたたいたが，なんの応答

もなか った。 居間で は，1人 の婦

人 が編物 を してい るのが見 えたの

で，その ノッカーを うるさいほ ど

たたいた。 その婦入 は出て こず，

私は裏 ロへ まわ った。裏 口の戸 に

は ノッカーがなか ったので， 自分

のステ ッキ(当 時歩 く時 に使 った

もの)で どんどんた たいた。本 当

に家 中に響 くほどで あ った。

まもな くその婦人 は顔を 出 した

8
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が， その当惑ぶ りに私 はお もわず

小 さい頃農場で，卵をだ いて いる

鶏 を巣 の外 へ追い 出 した時 のその

鶏 の姿を思 い出 した。(農 場で働

いた方 はおわか りだ ろ うが)卵 を

抱 いてい るめ んど りを巣 か ら追 い

払お うとす る と， めんど りは絶 え

ず羽をばたつかせて あ らぬ方へ走

るが， この婦人が戸 口へ うろた え

た姿 で現 われた時 は， まさ しくそ

んな感 じで あった。

私 はあや まった。 「申 しわ けあ

りませ ん。 お邪魔 した上，会 って

くだ さるよ う強いてお願 い した り

して本 当に申 しわ けない と思い ま

す。で も奥 さん，私 は，1万 キ ロ

ものかなた か ら，主 があなたに伝

えるよ う望 んで お られ るお とずれ

を携 えてや って きたのです。主 は

あなた にそのお とずれ をお与 えに

な るため，『この よ うに私 をおつ か

わ しにな ったのです。私 はあ と数

日で カナダへ戻 ります。 それで，

主 があなた に知 って ほ しい と望 ん

でお られ ることを私はお伝え しな

ければな らないのです 。」

その婦人 は 「主 が私 にお とずれ

を送 って くだ さったです って」 と

言 った。 「そうです。 その通 りで

す。」私は答えた。

私は婦人に，福音の回復と教会

の組織 そ して回復について話 し

た。彼女は私の話に非常な感銘を

覚えた。私はその家を去 る時にそ

の婦入にこう言 った。 「お騒がせ

してすみませんで した。でも私が

ここへ来た時に，主のおとずれを

伝え，私に与え られた使命をどう

しても果た したいと思いました。

またお会いする時が，きっとあり

ます。その時，あなたはこう言っ

て下 さるで しょう。 「あの時裏口

へまわ ってくれてあ りがとうござ

いました。私を愛 し，主のおとず

れを携えて来て くれて本当にあ り

が とうございま した。あなたが帰



った あと，私 はとて も 自分 を押 え

きれ ませんで した。 ど うい うわ け

か と考 え， 不安に な り心配 しま し

た。 とうとう私は伝道本部へ行 っ

て幾種類 かの印刷 物を手 に し， そ

れ を勉 強 しま した。そ うして，家

族 と一緒 に教会 の会員に な りま し

た』 と。」

それか ら10年 後 ，私 はまた英国

に行 った。 このたび は軍 人 と して

で 弟 った。集 会の あと， ユ人の婦

入 が2人 の大 きな娘 を連 れて来て

こう言 った。 「何 年 も前 に， あな

たが主 のお とずれ を もって私の家

の戸 口に立 って下 さった ことを，

神灘 そ してあ畔 に蘭 してい

ます。私 と娘たちは教会に入 り.ま'

した。近いうちにユタへ'行 き ま'

す。本当に神様に感謝 して い ま

す。あなたが神様のおとずれを携

えてきて下 さり，主のみ名によっ

てそれを私に伝えて 下 さ る勇気

と，忍耐 と信仰 とをも ちあわせて

いて下 さったことを感謝 していま

す。」

兄弟姉妹，私は この伝道のみ業

が神聖なものであることを証 した

い と思 う。心の底か ら全身をもっ

て，それが神のみ業であることを

私は知 っている。福音が回復 され

た ことを知 っている。私は，教会

を導 く者が主より霊感を受け，導

かれていることを知っている。私

は，福音が 「ころがり出て」全地

を満たす ことを知ってお り， また
㌧私たちが来世で1

つにな り， この

世で はた じろぎなが ら試み た偉大

な業を そ こで遂行す る日を心待 ち

に して いる。

皆 さんに このあか しと私 の祝福

を残 したい。 ここにお られ るすべ

ての人，聞 き入 って いるすべての

人，実 にいた る ところの人 々に祝

福が あるよ う神 に祈 る も の で あ

る。父 なる神 よ， この人 々を祝福

した まい，伝道の精神を よ く悟 り

全世 界 にイエス ・キ リス トの福音

を広め るの に，精 出 して献身す る

よ うになさ しめた まえ。

この証 と，主 のお とずれ と，祈

りを，へ りくだ って イエス ・キ リ

ス
、トのみ名 によ り申 し，上げる。・

アーメツ。
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深夜だった。風が大勢の妖精たちの憤怒を叩きつけるよう

な叫びを上げて，二重窓に吹きつけてし注た。さらさらとした

粉雪を，入れるまいとする人間の努力を無規 して床 の上 に吹

き込んでいた。深夜，北極の太陽は水平線に低 くかかってい

る。

吹雪 と沈むことのない太陽の光 との不思議なもやが，部屋

の中の電気の明りと混じり合っていた。壁 には，遙か遠 くの

土地の絵がかけ られ，軍隊の名簿 もあった。近 くのアラスカ

の岩だ らけの浜辺で拾った手吹きのガラス製漁業浮子の神秘

的なかすかな光を通 して，日本が手招いていた。古いテーブ

ルの上には，よく読まれ愛された故郷からの手紙が静かに置

かれている。

アラスカにあるこのアメリカ空軍の遠隔基地の一室では，

風のうなりをよそに，孤独の静けさが支配 してい党。

その中尉は椅子の背にもたれ，脚を傷だらけの机の上に投

げ出してい.た。1週 間後には彼はこの蔀屋を去るこ.とになっ

ていた。5千 マイルの空を飛んで妻のもとへ，そして1年 間

の悲嘆とその成果をこめ部屋の次の主に残 して。傷心 とその

もたらす もの。あの陰うつな島に到着 して間もなく，彼はプ

ロテスタン トの従軍牧師 としての責任 も余分に引き受けた。

その責任とは，この基地の軍人の宗教的な相談にあずか り彼

ら.とこの近辺に住むエスキモーの家族に日曜の礼拝を行なう

ことであった。従軍牧師 として4つ の基地を巡回せねばなら

ず，また自分でアンカレッジに出向いて月例報告をしなけれ

ばならなかったので，中尉として自分の部下 と過ごすのは5

回の日曜日のうち1回 だけだった。 しかし部下たちには待つ

ことのできない問題が多 くあり，そこで中尉は，絶え間な く

増大する心配の負担 をかかえなが ら，相談や助言を与えて来

た。

妻が他の人を好きになって しまった軍曹，家族から勘当さ

れてしまった兵隊 涙なが らに 「どうして私の子は死ななけ

ればならなかったのか」 と尋ねる若者……。中尉の心の中に

は，悲 しみの暗雲の中に秘かに刻まれた人 た ち の 名前があ

る。彼は助けようとした，助言，赤十字，電話の使用許可，

司令部への帰国申請などを通 して。彼の助力は感謝 されてぎ

たがしか し彼はそれがいかに不+分 なものであったかを知っ
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エ ドウ ィ ン ・グ リー ン ロ ウ ・サ ッ プ

懸

囎 璃 、毒 ・ 碑 勧

サ ップ博士が アメ リカ空軍 の アラスカ基地 にいた時，妻 のイ ラジー ンはテキサ
ス州 サ ンアンジ ェロで改宗 した。1カ 月文通 した り長距離電話 をかけた りした結

果，博 士は ここに記載 されたよ うな改宗を経験 し，1965年8月 帰 還 してパフ.テス
マを受けた。現在チ ェサ ピー クステー キ部(メ リー ラン ド州)ボ ー ウィー ワー ド

部の書記 を して い る。
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ていた。彼の助言には何かが欠けて碍たのであった。

しかしそれでも，彼 はとどまっていなくてはな らなか っ

た。 とどまって苦悩と直面 しなければならなかった。家庭と

人生 もまた彼 にとって少 しずつ変わっていったのを感 じなが

ら。彼は思うのだった，この部屋はなんと彼の魂に似ている

ことだろう，過ぎ去った日は苦 くまた甘い思い出に満 ちてい

て，そ して今 はもう何 もありはしない。

もはやもとの彼に戻ることはないであろう。何人かの宣敷

師はそのことをよく知っていた。妻は電話や手紙で熱心に彼

'の蟄成を求めてきた
。そして夫の愛 とも苦痛 ともつかない同

意を得，バプテスマを受けてモルモンと呼ばれる不思議な新

しい信仰に入 ったのである。彼は見つ め て い た。遠 く隔た

り，彼女に及ぼす力 もなく，むなしく妻が教会員になるのを

見守 ったわずかの月日の微妙な変化を，彼女の信 じる真実へ

あ奇妙な確信を，聖句によって解き明かす観念を，そして，

お互いに理解 し合う共通のきずなが もう存在 しないのではな

いだろうかと思うようになった恐ろしい心の変化を直視 して

きた。悲嘆， これが今では彼の人生なのだろうか。彼は一心

に努めたが部下 との戦いに敗れた。目的はあるにして もリボ

ンの与えられない戦い。

彼}まふいに椅子を押 しやり，ベ ッドのかたわらのテーブル

を凝視 した。そこには彼が従軍牧師に頼んでアンカレッジか

ら空輸 してもらった新 しい信仰に関する参考書が山と積まれ

ているbそ してそのかたわ らに使い古された聖書に1冊 のモ

ルモシ経が置いてあった。そのモルモン経のまだ新 しい装訂

が他の本 と鋭い対象をなしていた。その赤い線のいっぱいひ

いてあるモルモン経は6ヵ 月前に彼の妻から送 られてきたの

であったが，ほとんどすりへっていなかった。彼の目はテキ

ス トを捕えた。大学で哲学のクラスが彼に教えたものは何だ

ったのだろうか。 「信仰とは積極的に信ずることである」

.「私は神を信ずる」彼は自分に語 りかけた。 「しかし私に

は理解できない。 どうして妻はこのモルモンと呼ばれるもの

を受け入れ，私たちの生活にこんなに大きなくさびを打ち込

んだのだろうか。両親は涙に くれている。友人はあざけり，

私は屈辱を受けている。「体，どこに救いを求めればいいの

だろうか。私が導かなければならないのに。」

必死になって悩んでいるうちに，彼はあることに気 づ い

た。こんなにも激 しい動揺を彼の人生にもたらしたその本に

は1つ の約束が含まれていた。

「またこの記録を受ける時，それが真実なものかどうかを

キ リス トの御名によって永遠の父なる神に問え。 もし誠心誠

意でその上 キリス トを信 じなが ら問うならば，神は聖霊の力

によってこの記録が確均・なものであることをあなたたちに示

した もうにちがいない。」(モ ロナイ10：4)

何と輝か しい約束であろう。何 と驚 くべき約束 で あ ろ う

か。彼は今までどんな答えが返って くるかを怖れるあまり，

あえてこの試みを しなかった。今彼の信仰はこの試みに追い

こまれた。神が存在するな らば，神は答えて くださるであろ

う。そ してもし神が答えて くださるとすれば，はたしてなん

とお.っしゃるだろうか。もしその答えが 「いや違う，その教

会は真実ではない」であれば，彼は妻や子供たちのためにな

に一つ してやることができず，彼 らを失って しまう。 しか し

もしその答えが 「然り」であれば，今まで彼が学び受け入れ

てきたことは すべて 価値を失 ってしまう。 苦悶と約束， も

はやそれか ら逃避することはできない。彼は涙がとどめな く

頬に流れるままにひざまず い て 祈った。戸外は深夜であっ

た。 しか し内部では，新 しい日がまさに始まろう と して い

た。

あの部屋は今では記憶の中にあるにすぎない。その四面の

壁は別の人間を慰めているか もしれないしあざけっているか

もしれない。 しか し中尉はすでにそこを去ってしまった。彼

はあの夜そこで力強 く生きる道を見いだしたのである。ひざ

まずいて祈り，神がまことに生きてまします ことを 発 見 し

た。彼は生を受けていることの目的，成長することのすば ら

しさ，進歩することの喜びを理解するに至ったのである。妻

と共に彼は人生の一筋の細い糸を見つけた。それは彼が夢見

ていたよりも完全で愛に満ちた固いきずなに編み合わせてい

ったのである。最後まで堪え忍ぶ ζとのできるきずなへ(マ

タイ24：13参 照)
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お の れ を 欺 く
十二使徒評議員会会長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

数年前，私 はブ リガム ・ヤ ング大学 の初

代 学長で あったカー ル ・G・ メーザーの次

のよ うな言葉 に遭遇 した。 「他人 を欺 く者

は低劣であるが，おのれを欺 く者 は愚かで

ある。」 この言葉 に私 ははっ とさせ られた。

また， ヒル トンホテルチ ェー ンの コンラ

ソト ・N・ ヒル トン氏 は同 じよ うな老えを

述べている。 「あなたが， この世の中で決

して愚かであ ってほ しくない と願 う者が1

人い る。 それはあなた 自身だ。なぜな ら，

これほ ど愚かな ことはないか らで ある。」

ヒル トン氏は，約5ド ルの値の丸鋼(鋼

材の一種)に ついて話 して いる。 その同 じ

5ト ル の鋼材 は， も しそれを加工 して 馬の

蹄鉄 を作 ると，ユ0トル50セ ン トの ものにな

る。 もしその鋼材 で針 を作 れば，3，285ド

ルになる。 またも しそれ が時計 の平衡 バネ

に転ず ると，25万 ドル以上 の値打 ちの もの

になる。

鋼材 は山か ら掘 り出 され，別の物 に作 り

替え られ る過程で手が けられただ け値打 ち

が出てい ることは明 らかであ る。何 に作 ら

れ るかによ って その価値 の大 きさが決 まる

のであ る。人 もまた鋼材 と同 じで ある。 あ

なた も私 も，素材 のままで いる こともで き

るし，高 い水準 のものへ みが きをかけ られ

ることも可能な ので ある。私 たちの価値 は

自分で作 り上 げる ものによ って決ま る。

フ ランスの画家 ミレー1は，90セ ンチ大

のキ ャンバスに25セ ン ト払 った。 ミレーは

また，絵筆 と絵具 のため さらに50セ ン ト使

った。そ して，た った25セ ン トの値の カン

バス に，画家 としての天分を余す ところな

く発揮 し， アンジェラス(晩 鐘)の 名で知

られ る絵を世 に出 したので ある。その絵 は，

105，000トル で売買 された。 換言す れは，

75セ ン トの値 の素材 に，霊感 ，能力 ，熱意

が結 び合わされて，104，999ド ル25セ ン ト

の利益 を得 たわけである。

若 い時に長 い間 自分 のエ ネルギー，時間，

努力 を気 ま ぐれに浪費 して，後にな って そ

の ことに気づ いた人 々に，私 は幾度 とな く

話 しかけてきた。その人 々は常 に嘆 いて こ

う言 った。 「私 はなん と馬鹿だ った んだ ろ

う。 なぜ もっと早 く，人 に仕 える ことの喜

びに気がつかなか った のだ ろうか。 なん と

長 い年月 を浪費 した ことか。私 は 自分 を欺

いて きたのだ 。」

専門家 に多額 の報酬 を支払 って，その忠

告 をただないが しろに している人 や，薬 の

処方 に高額 を払 って ，それを下水管に流 し

て いる人 がいるのを知 ってい るだろ う。 こ

のよ うな人 々は，幸せな生 活へ向けておの

れを用 意す るすば らしい機会に背 を向 けて

いる人 と同様に，無慈悲 にも自分 自身を欺

いてい る人ではないだろ うか。

ほか にもおのれ を欺 く方法が た くさんあ

て

才
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る。 悲 しみや憎 しみの毒 にあ ってひるむ時

に，両親 あるいは教師 に，監督 に怒 りを抱

き， 自分 を名 もない者 に して しま うことが

ある。憎 まれた者 は，憎 んだ者 の悩 みに少

しも気づ かずに去 って しま うが，一方憎ん

だ者 は 自分 を欺 くことにな る。 箴言10章 ユ8

節 には こう記 されてい る。

「憎 しみを隠す者 には偽 りの くちび るがあ

り，そ しりを口に出す者 は愚 か な 者 で あ

る。」

また， 自分 は無神論者だ と称 して ，道徳

的責任か ら免れ よ うとする人がい る。 おの

れを欺 くということは，何 も当世に限 った

ことではない。 幾千年 も前 に，討篇 の作者

は次のよ うに語 ってい る。 「神 は天 か ら人

の子 を見お ろして，賢 い者 ，神 を尋 ね求め

る者 があ るかな いかを見 られた 。」また こ う

書 いている。「人はみな ひと しく堕落 した。

善を行な う者は 一人 もいない。」.そ して そ

の時 に著者 は心 か らの懲 らしめを胸 に 「愚

かな者は心 のうちにr神 はない」 と言 う」

と語.って いる。(詩 篇53，：1.一3参 照)

「愚か な者 は心 の うちに 「神は ない」 と

言 う」 イス ラエル人 の 子孫 は 鋳物 の 子牛

(出エジプ ト32：4参 照)に 夢 中 に な っ

た 。鋳物 の子牛 は金 で作 られていたが，聞 く

ことも，か ぐことも，見 ること.も，考 える

ことも，感 じることもできなか った。 イス

.ラエル人 の子孫 は，その宝物 に心を奪われ

たが その見返 りに何 も得 られなか った。何

と愚かな人 々だろ う。 なん と盲 目な人 々だ

ろ うか。

自分 を欺 いた ことを深 く悔恨 して いる大

勢 の人が私 の ところへ や って.くる。・高等教

育 を受け る妨げにな る・か らとか， た くわえ

を してか らとか，その他多 くの理 由を もと

に，結婚 を引 き延ば して きた1人 の若 い男

性 がいた。 とうとう結婚 した後 で彼 は こう

語 っ.た。 「今の生活は とて もす ば らしい も

のです。 ど うして こんな祝福 にあず か らず

に長 い年且 を浪費 して しまった の だ ろ う

か， と。.私はつま .らな いことで ，大 きな も

のを失 っていためです 。」

ま た未婚の まま子供 をもった 女 性 が い

た。彼 女は，子供の世話や病 院の費用 を考

えて，また人 に知 られた くないために子供

を手放 して しまった。歳月 が過 ぎ，子供 を

取 り戻 そ うと したが失敗 に終 った。 そ して

彼女は結婚 した。1，2年 た らて.も子供 は

牛 まれなか った。.子保 がで き蜘 、か もしれ

ないとい う彼女 の心配 は，医者 の言 葉で う

らづ け られた。彼 女 は泣 いた。彼女 には子

供 がで きな いので ある。 この女性 は，母親

にな る一度の機会 を，なんとたやす く売 り

渡 して しま った ことか。

互 いに心 か ら愛 し合 って いる と自分 たち

で はそ う忠 ってい る2人 の若 い 男 女 が い

た。男性 の方 は，教会 の標準 を守 った生 活

をせず ，神殿 の推薦状 を受 ける資格 は とて

もない と2人 で決めていた。永遠 の もので

あるべ き結婚 は，市民結 婚に終 わ った。 年

が流 れ，子供 が生 まれて ，その家庭 に花 を

添 えた。 だが宗教活動 は何 もな く，霊的な

慰 め もほ とん どな く， その家 と2人 の結 婚

生活 には暗 い影が忍び寄 り， うるわ しい家

族 関係 に も破綻が訪れた。

また，.長い間拒 んだ後 に福音 を受 け入 れ

て，つ いにすば らしい喜びを見 いだ した人

々 もい る。 そのよ うな人 々は異 口同音 に語

る。 「私た ちは宣教師 をず っ とにべな く断

わ って きま した。なぜ も っと早 く聞 こうと

しなか ったのか と思 います。今私 たちが享

受 してい る.よりず っと幸福 な 日々を，長 年

送 れたはずで した」 と。

私 には，教会の会員で ない1人 の良 き友

人 がいた。 彼 は世界 中で広 く吸われている

毒草(タ バ コ)に つ いて ，ほ とんど教 え ら

れていなか った。友人 はその とりこにな っ

て しま った。 この毒草 は友人 を飲 み こんで

しま った。 何年 も続 けざまにタバ コを吸 っ

てい るうちに，せ きがひ ど くな り，大 きな

苦痛 がや って きた。数週間病院 のベ ッ ドに

ふ し，つい に新 しい墓 ができて，その上に

花が飾 られ た。友人 は良 い人 だ った。 立派

で，誠実で ，全 く証 直な人だ った。私 が思

うの に，.この友人 は決 レて仲間を欺 くこと

を しなか った。 だが，何 と自分 自身を欺い

て しまった ことだろ うか。 セネカ2の 時か

らシェイクス ピアを経て現在まで， 「なん

と.馬鹿者ば か りで ござろ うか，人間 とい う

もの は3」 とい う言葉 が こだま して く る。

一体 ，人 はおのれを欺 くのを正当化で き ・

るだ ろ うか。愚劣 な もののため に幸せな生

活を あとまわ しにす るのは好機会を否定す

.るζとにな る。.永遠 の誓 約がで きる時 に市

民結婚 をす る.ことは，未 来に対 し無分別な

機会 をとζ 『.ζになる。指 導者 に恨みを抱

いた り，感惰 を発散 させ て，教 会の活動を

やめる の嬬 おの：糖 欺 くことにな る・ メ
ロザ ー博士 峠言.っτいる・ 「おのれを欺 く

者 は愚 かで ある。」

私 たちの多 くは，1主に対 して 騒 か で あ

る。

愚 かな者 のみが，陶工 の代わ りにつぼを拝

し，植えた者の代わ りに木を拝 し，最大の

化 学者 であ る神 の代わ りに金 を拝 し，魂を

もた らした者の代わ りに魂 を拝 し，創造主

の代 わ りに，創造 された物を拝 す の で あ

る。 あま り価値のない ものを追い求め，主

の教 えをつま らない もの と して無視す る私

たち人間は.，なん と馬鹿者ばか りで はなか

ろ うか。

約20世 紀以上 もの昔 ，主 は偉大 な予言者

イテルを通 じて言われた。 「愚か なる者は

あ ざけ る， され ど後 になりて悲 しむ。われ

が謙 遜な る者 に授 くる恵み は充分 なれば，

かれ らは汝 らの弱点 に乗ず ること な し。」

(イテル12：26)

この主 の恵み と愛をいか に して受 けるこ

とができ るだろ うか。聖典 には，人 の愚か

さを治療す る方法が記 されて いる。予言者

は私た ちを知恵 ある者 に導 いて くれ る。偉

大な教師 イエス ・キ リス トこそはす ばら し

い模範で あり，すべて の真実 の勧告 の源で

あ る。ル カによる福音書 には こう記 してあ

る。

「……ああ愚かで心 のにぶ いため
，予言者

た ちが説いたすべて の事を信 じられない者

た ちよ。

キ リス トは必ず， これ らの苦難 を受 けて

その栄光 に入 るはず ではなか ったのか。

モー セやすべて の予言者 か らは じめて ，

聖書全体 にわた り， ご自身 につ いて しる し

てあ る事 どもを ，説 きあか された。」(ル カ

24：25-27参 照)

創造主 のか たちに似 せて作 られた神 の息

子娘で あるあなたが，主 の姿 に心 を とめ，

ひとり子(ヨ ハネ1：14，18)の 模範 にな

らって各 自の霊 を訓練 し，形成 するよ う勧

めたい。 も しあなたがたがそ うするな ら，

喜びが永遠 にあなたがたに伴 い，いかなる

ことが あ って も，決 しておのれを欺 く心配

はな くなる と主 は約束 してお られ る。

1.

2.

3.

ミ レー ， ジ ャ ン ・フ ラ ン ソ ア

(1814～ ユ875) .

セ ネ カ ， ル キ ウス ・アナ エ ウス

ロー マ の政 治 家 ， 著作 家 ， ス トア哲 学

者 。B，C.4-A.D.65。 彼 の 悲劇 は

エ リザ ベ ス 朝 の演 劇 に影 響 を 与 え た。

シ エー ク ス.ピァ作 ， 「真 夏 の夜 の夢 」

第3幕 第2場(福 田恒 存 訳 に よ る)
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な ぜ 清 く

あ る べ き

十二使徒評議員会会員

ボ イ ド ・K・ パ ッカ

け さの。の大会}、力強いみたまが共にある。とを

も感 じて お られ る こ と と思 い ます 。 こ こに この微 妙 で む

しい問 題 を 語 る時 ， これ まで に な くみ た ま の 力 に よ る助

あ る よ う切 に求 めた い と思 い ます 。

き ょう， この 会 場 に は若 い方 が た くさ ん見 え て お ら

す 。 私 は皆 さん に， しか も特 に十 代 の皆 さ ん に話 した し

う ので す 。 なぜ 清 くあ るべ きか一 こ の テ ー マ に あ な ナ

は大 き な関 心 を 持 つ こ とで し ょう。

私 は この こ とを ， 深 い 敬 慶 の思 いを もって 話 した い

ます 。 それ に驚 く人 が あ るか も しれ ませ ん 。 なぜ な ら

題はとりわけよく話の種になり，歌に歌われ，冗談の種

え な って い るか らで す 。 ほ とん どの 場 合 ， それ は慎 み ≠

られ て い ま す 。

この 最 もむ ず か しい 問 題 に つ い て あえ て 語 る時 ， 人1

を与 え ない よ う，慎 み を 保 ちた い と思 い ます 。

若人の皆さん，私の話はあなた方にとって非常に重要

のです。皆さんの将来の幸福にかかわる話だか らです。

を読んだことのない人にとって，耳新 しい事柄が幾つカ

か も しれ ませ ん 。

は じめ に ， この 世 に 誕 生 す る以 前 ， 皆 さ ん は天 父 と共

んで い ま した 。 天 父 は 実 在 の 御 方 で す 。 実 際 に 生 きて し

しゃいます。この地上に生 きて，天父の存在を証する人

い ます 。私 た ちは この 大 会 で ， 天 父 の し もべ た ちの その

聞 き ま した 。 天 父 は生 きて お られ ます 。 私 は それ を 証

す 。

天父はそこで皆さんを知ってお られました。皆さんを

ておられたので，主は幸福 と永遠の進歩を願われま しナ

は皆さんが自由に選び，正 しい選択の力によって成長

自身と同じようになることを望まれました。そのよう}

た めに ，私 た ちは神 の み ま え を去 らな くて は な らな か っ

です。学校に行 くために家を離れるのと似ています。

計画が示され，全員が天父のみまえを離れてこの世の生

経 験 す る こ とに賛 成 しま した。

私 た ちが この 世 に 来 るに際 して，

され て い ま した6
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5

受けるということです。肉体を通 じ，それを正 しく制御する

ことによって，私たちは永遠の生命 と永遠の幸福を得 るので

す。2つ には，私たちが力を増 し，霊的に強 くなるように試

み られるということです。

さて，最初の目的は非常に重要です。』なぜな ら，r私たちに

与えられたこの肉体は，将来復活 して，永遠に私たちに仕え

るものとなるか らです。

神の計画のもとに，アダムとイブが私たちの最初の両親と

して地上に送 られました。彼 らは， この地上にやって くる最

初の霊の肉体を用意することができました。

私たち②肉体には，神聖な創造の力が備え られました。さ

ながら火に，他の物に火をつける力があるのと同 じように。

この賜物は，ただ神聖な結婚のきずなの中でのみ用い られる

べきものでした。この力を行使することにより，肉体が創造

され，霊がそこに宿り，新 しい人間がこの世に生まれるので

す。 、

この力は善きものです。それによって家庭が作 られ，維持

されるのであり，幸福の土台は家庭生活の中に見出されるの

です。それは神聖で重要な力です。私は友である若人たちに

繰 り返 して言います。この力は善きものであります。

十代の皆 さんも，アダムとイブのあらゆる息子，娘 と同様

この力を内に持っています。

、創造の力，言 うなれば生殖の力は，.単に神の計画に付随す

る事柄ではな く，その計画の基礎をなす ものです。 この力な

しに，計画は実施できませんで したら この力を誤って用いる

ことは，計画を崩壊 させることになります。

皆 さんがこの世の生涯で得ることのできる幸福の多 くは，

神聖な創造の力をどのように使うかにかかつています。若い

男性は父親になることができ，若い女性は母親になることが

できるという事実は，皆さんにとって最 も大切なことです。

この力は皆さんの中で成長 し，自分の伴侶を求めさせ，そ

の人を愛 し，官分だけのものにしたいと思 う力を与えて くれ

るのです。

繰 り返 し言いますが，生命の創造において働 くこの力は，

神聖なものです。皆さんはいつの日か， 自分の家族を持つこ

とができるで しょう。そして， この力を行使 して，子供を自

分の所へ招 ぐことができます。言い換えれば，幼な児が皆 さ

んの子供となるのです。 自分 自身の形に似せて創造された幼

な児が……。力と影響 と機会をもたらす1つ の家庭を築 くこ

とができるのです。 しかしそれには大きな責任が伴います。

この創造の力には，強い欲求 と衝動がづきものです。皆さ

んは，自分の関心や態度の変化の中に，それ らをすでに感 じ

られたことで しょう。

十代に入 ると乳急に少年 も少女 も興味深い新 しい変化を見

ます。皆 さんは自分や他人の体 にその姿，形の変化に気づ く

ととでしょう。また肉体の欲求のささやきを も経験するで し

ょう。

この創造の力は，少な ぐとも2面 を持たなくてはなりませ

んでした。すなわち，第1に それは強 ぐなくてはならず，第

2に ある程度継続するものでなければなりませんで した。

この力は強 くなければなりません。なぜなら，ほとんどの

男性は生来，未知の ものを追い求めるものです。 しか し心の

内にそのような力が存在 しなかったな らば，男性は家庭や家

族を支える責任をいやがったこ.とでありましょう。またこの

力は継続するものでなければなりません。なぜなら，それは

家族生活を結ぶ ものとなるか らです。

皆さんは，まわりにいる動物の世界をみわた して，理解で』

きる年令に達 していると思います。この創造の力が束の間で

あり，ある季節にだけ力が現われるものの中に家族生活は存

在 しません。

生命が続 くのはこの力によるのです。試練や恐れ，失望に

満ちた世界は，希望 と喜びと幸福の国に変化できるのです。

子供が生まれるたびに，世界はい くらか罪のない白紙の状態

を取 り戻します。

若人の皆さんにもう一度言いたいと思います。皆さんの内

にあるこの力は善いものです。それは父なる神からの賜物な

のです。他の何物で もないこの力を正 しく行使することによ

って，私たちは神に近い者 となれるのです。

私たちは，ささやかではありますが，天 父が子供である私

たちを治める時に持っておられると同様のものを同じく持つ

ことができます。 これよりも偉大な試験の場，学校を想像す

ることはできないでしょう。、

そうであるとすれば，教会における結婚が非常に神聖で，

重要なことに，何の不思議がありましょうか。 これ らの創造

の力を行使 し始める結婚が，注意深 く計画 され，人生の最 も

厳粛な一段階となるべきことの理由を，あなたは理解できる

でしょうか。主が，結婚式を司る目的で神殿を建てよと言わ

れたことを，風変わりであると思うべきで しょうか。

ここで，私は他のことを皆さんへの警告として話 したいと

思います。はじめに，私たちの間に天父の計画 に反対 した者

が1人 いま した。彼はその計画を崩壊 させると誓いました。

彼は肉体を得 ることを許 されず，投げ落とされて，永遠に

自分の王国だけに限 られることになりました。そして悪意 と

ねたみを持 ちま した。彼は，創造の力が神の計画にとって鍵

とも言 うべき重要な地位 を占めているのを知っています。

彼は，あなたが未熟なうちや若すぎる時にこの力を使った

り，間違った方法で使うように誘惑すれば，皆さんが永遠進

歩の機会を失って しまうことを知っているのです。

彼は目に見えない世界に実在 し，強大な力を持 って い.ま 「

す。彼 は神聖な創造の力を守ることができるように与えられ

た律法を，その力を用いて，破れ と皆 さんにすすめるで しょ

う。

これまでは，公然 と人を不道徳へ誘 うようなことはしませ

んで した。ひっそりとか くれて，若人や大人を，神聖な創造

の力をいいかげんに考えるように導 くのです。神聖で美 しい

ものを，普通の水準に，あるいは俗悪な水準へと落 と そ う

と。「

現在，彼の策略は変わり.ました。彼はこの力を，ただ満足
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させるべき欲望であると説明.しでいます。 この力を使 うには

何 も責任がい.らず，快楽だけが唯一の目的だと言 うことでし

ょう。

彼の悪 らつな誘惑は町の看板に見 られます。冗談に語 られ

歌に書かれ，テレビや劇場に現われます。ほとんどの雑誌は

皆さんに驚 きの目をみはらせるで しょう。御存知でしょうが

ポルノを扱った雑誌があります。 この神聖な力を誤用し汚さ

せようと，公然 と邪悪な誘惑の手が伸びています。

私は皆さんに忠告 したいのです。次の言葉を忘れないで下

さい。'

他のだれにも，皆さんの体を少 しなりとも触れさせてはな

りません。たとえどのような人であっても/そ のように言 う

人は，自分の罪を皆さんにも負わせる人です。私たちは皆さ

んに，清さを保 ちなさいと教えます。

生命に与え られた力を体験せよとすすめる者には，背を向

けることです。

そのようなことは現在の社会で皆やっているということは

理由にはな りません。

2人 が合意の上だか らというのも理由になりません。

愛情の当然の表現だと考えることも，正 しいことではあり

ません。

私たちは，結婚の誓約によらなければこの神聖な力を正 し

く行使できないのです。

これ らの神聖 な力を決 して誤って行使 してはなりません。

さて，友である皆さんに，真剣に厳粛に話さなくてはなら

ないことがあります。神ははっきりした言葉で，純潔の律法

を犯す時には悲惨と苦悩を味わうと言われました。 「罪悪は

決 して幸福を生 じたことはない。」(ア ルマ41：10)こ の賜物

を行使するについて，神は子供たち全員を導 く律法を定めら

れました。

・神が意地悪で，復 しゅうをするために，道徳律を破った者

に罪を与える.というのではありません。律法はそれ 自体定ま

っているのです。

皆さんが気高い人生を送るならば，栄光に輝 く王冠が待っ

ています。その冠を失うだけでも充分な罰で しょう。まれに

私たちは与え られる罰と同時に，罪そのものか らも罰せ られ

ることがあります6

この会場の中には，すでに罪におちた若者が1人 ならずい

るに違いあ りません。若人の皆さんの幾人かは，悪気なしに、

誘惑にのり，この 力を間違って使ったことがあることで しょ

ケ。

若い友人たちよ，このこ.とを知って下さい。大いなる清あ

の力があります。そ してもう一度清 くなることができるとい

うことを。・

・・'もし教会員でないな らば，バプテスマの誓約自体が洗い清

めを象徴 しています。
・教会員である人にと

っては，苦痛は.避けられないにして も

確かに可能な1つ の方法があります。神のみまえに汚れなく

清 く'立づごとができるのです。罪は消え去り，平安を得るこ

齢 ，

とができます。監督のところへ行きなさい。彼がその清めの

力の鍵を持 っています。

そうす れば，ある日，これ らの力の完全な正 しい表現を知

り，正 しい家族生活の中で，それに伴う幸福と喜びとを知る

ことができるで しょう。ふさわ しい時に，結婚誓約のきずな

の中で，それ自体結実として子孫を得る愛の神聖な表現に身

をゆだねることができるのです。

いつの日か，皆 さんは幼な児を腕に抱き，夫婦が天父 と協

力して生命の創造に携 ったことを知ることで しょう。子供は

皆 さんのものであるため，その時皆さんは自分よりも他人を

もっと愛するようになるでしょう。

私の知 る限りにおいて，この経験は，自分の子供を持っか

他人の子を養子にして自分の家族同様その誓約の中で育てる

以外に知 ることのできないものです。

皆 さんの中には，結婚の祝福を受けない人 もい る で し ょ

う。 しかしたとえそうでありても，創造の神聖な力は守 り抜「

きなさい。ふ さ.わしい偉大な賠償の力，つ ぐないの力が存在

するからです。

自分自身を愛するよりもさらに深 く愛することのできるそ

の幼な児によって，皆 さんはまことのクリスチャンとなりま

す。人がまれにしか知 り得 ない，聖典に言われている 「父」

という言葉の意味を知 るのはその時なのです。そして愛の何

であるかを感 じ，神が私たちに対 して抱いておられる関心を

悟ることでしょう。 ら

至高者なる神に与え られる崇敬と誉れと讃美の全称号を意

味する呼び名として，簡単な父という言葉が選ばれたことに

は，・大きな意味があるはずです。

皆 さんの持つ賜物を大切に守 って下さい。幸福がそこにか

かうています。今はただ期待 し夢見るだけの永遠の家族生活

も，天父が創造の力というあ らゆる賜物中最大の賜物を授け

られたので，現実となって くるのです。それは幸 福 の鍵 で

す。 この賜物を神聖に清 く保って下さい。主の命 じられた通.

りに行使 して下 さい。

若 い友人たちよ，この人生には大きな幸福と喜びがありま

す。私はそのことを証できます。 コ

私は皆さんが愛 し愛 される伴侶を得る姿を目に浮かべてい1

ます。皆さんが結婚の聖壇の前で神聖な誓約を交わす姿を心

に描いています。愛が成就 されて自分の家庭を持つありさま

を想像 しています。そして子供を得，皆 さんの愛が子供と共

に成長 していく姿を胸に描いています。

私は，「心に描 くその姿にわ くを設けることができません。

たとえできて も，わ くにはめようとは しないで しょう。その

姿には限界がないからです。主の律法に従うならば，その幸

福には限 りがないでしょう。

神の恵みが皆さんの上にあるよう祈 ります。天父が皆さん

を見守 り，支え， この神聖な賜物の表現において天父に近い

者 となることができるように。天父は生 きておられます。神

は私たちの父であられます。 これ らの証をイエス ・ヰ リス ト

のみ名によって申しあげますδアーメン。



この記事 は，教会の教義を教えるためではな く，號 者にと

って参考 とな り何 らか の助けを与え るためのものである。
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「火葬 はいいので し ょうか」

個人的には，私は，死体が火葬にされたり （ヒンズー教徒

や日本人の間では共通 した風習になっているが），（ペルシャ

系ゾロアスター教徒が主張するように）はげたかが寄ってき

て腐敗する肉体をきれいに骨にして しまうような聖なる 「沈

黙の塔」に取 り残されたり，その他の方法で処理 されるより

は，むしろ地中に，墓下に土葬されることの方を選びます。

私がそれを選ぶのは，自分に伝わった伝統のために西欧人 と

して偏見があるか らです。 しか し，末 日聖徒の観点からはそ

れ以上のことが言えます。

古代から，主の民は死者の体を土葬にする風習を好んでき

ました。聖典ではそれが典型となっています。この伝統は，

パウロが ローマ人への手紙 ６章で暗示 しているように，死，

埋葬，そして復活一 キリス トの瞭罪一 また水に全身を

沈めるバプテスマといった福音の教義をきわめてよく象徴 し

ています。死者の体は，永遠の魂にとって大切な一部なので

す。それは霊の神聖な幕屋なのです。死者を尊んで，その墓

所は賢明に選ばれ，適切に維持されねばならないのです。と

はいえ，死者の墓地を決めるのに，地表の構成 （地形）が大

事であると考える土占いの儒教的教えを正 しいとは思ってい

ません。それに，死亡 した当時やそのあと，血縁者がどのよ

うに死者のことを取 り叛っているかによって，死者が生存 し

ている血縁者を罰 したり，拘束 したり，報いたりするなどと

は全 く考えられないことです。墓は宗教的な宮居ではありま

せん。体は墓か ら出て くることを想定に理想的な姿で安置 さ

れますが， しか し，死者の生命と人格は，墓の中にもなけれ

ば，そのまわりにあるものでありません。死者の霊は霊の世

界であるパラダイスと呼ばれるところへ行き，そこで復活の

日を待つのです。

ジョセブ ・スミスがかつてある葬儀で説教 した話の中で，

死 と復活について物語風に述べているのに，私は意義 と満足

を覚えるのです。

「人が葬 られる場所は，私にとっては神聖なものである。

これについては，モルモン経典や他の聖典に述べ られ て い

る。この大陸の原住民にとってさえ，父祖の埋葬地は何にも

まして神聖な所になっているのである……。

この地に友人たちを埋葬 （土葬） した人々は，その状態が

望まれないものと信 じていたに違いないと私は思 う。エジプ

トの地におけるヤコブ， ヨセフをみてみよう。彼 らがいかに

父祖の墓に葬 られたいと友人たちに願ったことだろうか。埋

葬 （土葬）のため，死体に香油を塗 り，大集団で旅をするに

は費用がかさむことを考えてみたまえ。

立派に埋葬 （土葬） されないことは， とても悲惨なことだ

と考え、られてきた。古代の予言者が，誰にで も与えることの

できた大きなのろいの １つは，その人が死ん で も埋 葬 （土

葬）されないだろうと宣言することであった。

私は次のように祈ってきた。 『み父よ，私はここで聖徒た

ちの中にあって死にたいと思います。 しかし， もしそれが主

のみ こころでなければ，私が死んだなら，主よ，その時に私

の体をこの地へ連れ戻して くれる親切な友を見いだ して くだ

さい。また見知 らぬ土地で死んだ友人の体を取 り集め，ここ

へ連れ戻 し，我々が共に横たわれるようにして下さい』と。

私が望んでいることを話 したい。 もし，あす私が墓のかな

たに横たわるよう召されても，復活の朝，岩が裂け，墓か ら

出て来る前に；私 は父 と手を打 ち合って， 『おとうさん』と

声をあげ，また父は ｒおお，息子よ』 と言い合えるよう望ん

π



でいる。，． 』 ． 』・ｅ

我 々はそのように期待できるだろうか。そう， もし我々が

いかに生 きいかに死ぬかを学べぱの話である。我々は横たわ

る時，復活の朝にいかによみがえるかを期待する。

私がこの興味あるテーマについて示現で見たことを話す と

したら，あなたがたは奇妙に思うだろうか。

示現ははごく平明なものだった。まるでゆっ くり起き上が

るように２墓か ら人々がのぽる前に，私は確かにその人々を

目撃 した。その人々は，互いに手をとり合って， 『紅父さん

息子よ，お母さん，娘よ，おにいさん，妹よ』と呼び合って

いた。よみがえる．ように主の声があげ られる時，父のかたわ

らに横たえられている私が，心にどんな喜びを感ずるか想像

してみたまえ。私の父や母，兄弟，姉妹に会い，皆が私のか

たわ らに立 った時，私が皆 と抱き合う姿を。」 （「予言者ジョ

セブ ・スミスの教え」Ｐ．２９４－２９６）

これが，・死 と復活に関する完全な典型なのです。 しか し残

念なことに，死 と埋葬についてのこのような経過が，常に人

にとって可能なわけではありません。また，おそ らくいつも

希望出来 ることではないか もしれません。多 くの人がひどい

恐 ろしい死に方をしています。パイ白ットが撃墜され，捕虜

収容所でときどき衰弱 して死んでいます。人 体 が， しば し

ば，切断されたり，引きちぎられたり，打ち．くだかれたり，

また，時おり，．戦争や，．火事， 自動車事故などで，完全に跡

形 もな くなって しまうことがあります。ある人々は海中に葬

られ，その体は海の生物に食い尽 くされます。すべての人の

肉体が，正 しい，信仰厚い人の肉体でさえ，すべてが地中深

く埋め られはしません６．ヨーロッパのある所や，アメリカの

南部では，地 下水線が浅いため，死体を地中に埋葬すること

ができません。そこで，よく納棺 したまま地上に安置 し，そ

の上へ次々と積み重ねています。

一今日の世界にあっては，ある国では法律で土葬を禁止 し，

火葬を奨励 しています。アジアでの非常に人口密度の高いあ

る首都では，墓地は高価な商品であって，途方 もない費用が

かか ります。その地域に居住する教会の信仰深いある会員に

とらては，費用がかさんで葬儀や埋葬ができない状態です。

そこで，私 は，個人的には，香油を塗 って土葬する方を選び

ます し，それがまたイスラエル人が従 ってきた型ではありま

すが，一聖典の中にも，教 会の神学の中でも，火葬を禁 じてい

ないことは・明白です。最近のホテル惨事でな くなった １人の

韓国の姉妹のように，火でその肉体が破壊 されても （火葬）

その人は，復活めお り，死者の中か ら完全な姿でよみがえる

で しょう。１人類の肉体め重要な要素は，決 して失われないし

他の生物の霊に属することは許されていません。（「教会の歴

吏記録」第 ５巻Ｐ．３３９参照） アルマが述べているよう．｝ど，＝肉

体のどの部分 も回復するのです。 ，
「とめ復活はあらゆる人が全部受けるのであらてギ老若男

露

女 の区 別 な く悪 人 と善 人 とを 問 わ ず奴 隷 と自 由人 と のへ だ て

な く，・一 す じの 髪 の毛 さえ も失 わ れず に， 総 身 の何 れ の 部 分

もあ たか も今 の世 に あ る よ うに な り， 完 全 の形 にか え る ので

あ る。 … …」 （アル マ書 １１章 ４４節 ）

埋 葬 よ り も火 葬 を選 ぶ 末 日聖 徒 が世 界 中 に い る こ とを， 私

た ち皆 認 識 す る必 要 が あ りま す。 こ こに例 と して， １人 の若

い 日本 の末 日聖 徒 で ， 宣 教 師 を 終 え， ブ リガ ム ・ヤ ング大 学

で 学 ん で い る， 成 績 も上 位 の 立 派 な教 会員 の見 解 を のせ ま し

ょう。

「日本 で は
， よ く死 体 を火葬 に しま す が ，私 は この風 習 が

地 中 に死 体 を土 葬 す る よ りも確 か に清 潔 で あ る と思 って い ま

す 。 火 葬 した あ とは， た だ灰 とい く らか の 小 さな骨 が残 るだ

け で す。．で も， 地 中 に土 葬 した 死 体 が 虫 や バ ク テ リヤ に お か

され， 消 滅 して ゆ くの を考 えて ご らん な さい 。私 に と って は

そ れ は とて も不 潔 に思 わ れ ます 。 その よ うに考 え るの は， き

っ と私 が育 って き た環 境 に よ る ので し ょう。 しか し霊 が離 れ

れ ば 肉体 は生 命 の な い物 質 で す 。 こ の肉 体 を 火葬 に しよ うが

地 中 に土 葬 しよ うが 問 題 で は な く， そ れ は 復活 の 際 回復 され

る もの で す 。教 会 の教 義 に関 す るか ぎ り， 私 は火葬 が誤 りで

あ る とは少 し も思 っ て い ませ ん。 私 は， 死 者 に 対 す る感 傷 よ

り も， む しろ生 き て い る者 に と って 清 潔 で あ る こ とを と りま

す 。」

ま た私 は ， ま れ に は火 葬 が 好 ま し く， 主 のみ こ こ ろ とみ む

ね にか な って い る （教 義 と聖 約 ６８三４参 照 ） 時 が あ る と思 い

ます 。 約２０年 程 前 ， コ コ アパ ス族 の イ ンデ ィア ン の 会 員 ，

マ ー ク ・ジ ョン ソ ン ・ベ ス ト兄 弟 の死 に関 係 して 私 の伝 道 部

長 が 経 験 した こ とは， 生 き た適 例 です 。

ベ ス ト兄 弟 は， な くな る時 に， 活発 な末 日聖 徒 の １つ のグ

ル ー プの 支 部 長 を して い ま した。 ア リゾ ナ で のベ ス ト兄 弟 の

葬 儀 へ 出 席 す る道 す が ら，伝 道部 長 は， なぜ ベ ス ト兄 弟 が 天

に召 され た の か 主 が そ れ を示 して くだ さ る よ う に熱 心 に祈 り

ま した。 伝 道 部 長 が 祈 って い る と， マー ク’・ジ ョ ンソ ン ・ベ

ス ト兄 弟 が ， お よそ １万 人 もの イ ンデ ィア ンの大 き な集 団 の

前 面 に立 って い る のを 目に しま した 。 マ ー クは， 彼 らに福 音

を のべ て い ま した 。 そ う して い る うち に， グ ル ー プ の ま ん中

に １入 の イ ン デ ィア ンが 立 ち上 が って言 い ま した。 「この男

の 言 う こ とを きい て は な らな い 。 この 男 は レー マ ン人 で は な

い。１ニ ー フ ァイ人 だ。」 そ の あ と マ ー ク ・ジ ョ．ン ソ ン ・ベ ス

トは完 全 な体 で 立 ち上 が り 「私 は ニ ーフ ァイ人 で は な い。 レ

ー マ ン人 だ。‘私 は 死 ん だ 時 ，’１』我 々 の 習 慣 に な らっ て火 葬 に さ

れ た の だ」 と語 り ま した。

．伝 道 部 長 が ，、葬 儀 の 行 な わ れ る町 に 着 い た 時 ， ス テ ー キ部

長 は， 頭 め痛 い問 題 が 発 生 して い る こ とを 語 りま した 。 マ ー

クの種 族 で あ る コ コア パ ス族 は， 昔 か らの習 慣 に 従 って マ ー

クを火 葬 に した い と願 って い ま した。 と こ ろが ヤ ー クの 妻 の

種 族 の者 は 「適 切 に土 葬 」 す る こ とを望 んで い た の で す 。 コ



コ アパ ス族 の 者 は ， も しマ ー クを土 葬 にす る な ら， マ ー ク の

体 は堀 り荒 され て しま うか ら， 火葬 に した い と話 しま した。

マ ー ク の葬 儀 の 話 の 中 で ，伝 道部 長 は夜 の 間 に彼 が 受 け た

示 現 を語 り ま した 。 これ が ， 火葬 の 問題 に っ い て，』両 種 族 の

満 足 を図 り， それ につ い て ， もは や 彼 らの 間 に は何 の紛 争 も

あ りませ んで した。 葬 儀 の後 で 伝 道 部 長 と奥 さん は， マ ー ク

・ジ ョン ソ ン ・ベ ス ト兄 弟 が 火 葬 に され るの を 目撃 した の で

す 。

スペ ンサ ー ・Ｊ ・パ ー マ ー

ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学 ア ジ

ア学 主 任 教 授

前 韓 国伝 道 部 長

「私たちは結婚を計画 していて， 私も婚約者も神殿

へ行 こうと考えています。 事前に，神殿の儀式がどん

なもので，どのように約束 し， 遂行するよう期待され

ているのか話してもらえないでしょうか」

濯

自分 の エ ン ダ ウ メ ン トや シー リング の た め に神 殿 へ 入 る前

に知 る こ とが で き， また 知 って お くべ き こ とが た くさ ん あ り

ます 。 エ ンダ ウ メ ン トは ， 神 か ら与 え られ る最 大 の賜 物 で あ

る こ とを覚 えね ば な りませ ん 。 エ ン ダ ウ ≦ ン トは， どの よ う

に して神 のみ 前 に帰 れ るの か ，そ して 救 い と昇 栄 ，永 遠 の生 命

を どの よ うに して 得 られ るか を あな た に教 え て くれ ま す。 こ

れ らの もの は， あ らゆ る賜 物 の 中 で 最 も素 晴 らしい もの で す

が， そ れ は た だ， も しあ な たが 神 の 聖 な る宮 居 で主 と交 わ す

よ う求 め られ た誓 約 を守 る こ とに よ って のみ 得 られ る もの で

す 。

次 の 引 用 文 は， アー チ ボ ル ド ・Ｆ ・ベ ネ ッ ト兄 弟 の 著 書

「シオン山の救い手たち」（Ｐ．２１３）の中に掲載 されている，

ジョン ・Ａ ・ウィッツォー長老の記事です６

「エンダウメン トの儀式は，次のように各人にある義務を

明らかにさせる。それは，厳 しく徳と仁愛の律法を守 り，慈

悲深 く，情深 く，寛容であって，清 くあるという誓約や約束

を守 ることである。また，真理をひろめ，人類を高揚させる

のに才能と物質酌手段の双方をささげ，真理のために献身 し

つづけるという誓約や約束を守ることである。また，地球が

そのままである主イエス ・キリス トを受け入れる備えができ

るよう，大いなる準備のために貢献するあらゆる方法を探 し

求めるという誓約と約束である。各誓約に従い，各責務を引

き受け，それ らの諸条件を守る忠実さに応 じて，祝福が約束

され宣言されるのである。」

神殿結婚は，市民結婚とは全 く異なっていて，神殿の中で

あなたがたは，今 も永世にも，夫，妻として，合法的に結婚

し，結び固められるのです。また，この世 と来たるべき次の

世に対 レ あなたがた双方に，大いなる祝福が結び固め られ

るのです。神殿内での結婚は，あなたがたの永遠の進歩にと

って大切な，新 しい永遠の家族単位を作る始まりです。この

結合の中に生まれてくる子供は 「誓約の子」であり，今 も永

世に もわたる家族の一員となるのです。

もちろん御存知の通 り，神殿へ来る前に，監督とステーキ

部長から神殿に入るにふさわしいと認められねば な りま せ

ん。もし，あなたがたが求めている祝福を受けたいと望むな

ら，ただ単に神殿に入るにふさわしくあるだけでなく，立派

な生活を送り続けねばなりません。 もしふさわしい生活をし

ないな ら，祝福は受けられなくなります。それはきわめて単

純なことです。 もしあなたがたが誓約を守るなら，大きな祝

福を受けるという天父の約束が得 られます。

「汝 らわが言うところを行なわば，主なるわれこれに対 し

て責任あり。されど，汝 らわが言うところを行なわずば汝 ら

何 ら約束を受けず。」（教義 と聖約８２章１０節）

求め られているあらゆる誓約は， もしそれを守るな ら，一

層よい生活を送 る助けになることを，あなたがたは確信でき

ます。あなたがたは，よき父，母 となり，よき教会員 となり

社会にあってよき市民 となり，正直に商取引きを行ない，そ

うしてなお神の戒めの １つを守 り，あなたがたの両親を敬う

で しょう。

「あなたの父と母を敬え。これは，あなたの神，主が賜わ

る地で，あなたが長 く生 きるためである。」（出エジプ ト２０：

１２）

神殿内で主と交わすように求め られる誓約は神聖なもので

あって， 神殿の外では決 して話 し合っては な らないもので

す。 しか し， もし神の戒めに従順なら，主の聖なる家で交わ

した誓約にそって生きることに何の困難も感 じないことを確

信できるでしょう。

１９



「ご らん
， 神 が お前 た ち に要 求 な さ るの は， お前 た ちが 神

の命 令 に従 う こ と だ けで あ る。 そ れ で， 神 は 『汝 ら も し神 の

命 令 を守 らば 地 に 栄 ゆ べ し』 と言 う誓 約 を お前 た ち に立 て た

もう た。 そ して神 は 一 度 口 に 出 した こ とを変 え た まわ な いか

らお前 た ちが 神 の 命 令 を 守 るな らば神 は必 ず お前 た ち を祝 福

して 栄 え させ た も う 。」 （モ ーサ ヤ ２ ：２２）

神 殿 の 儀式 に と って基 礎 とな る大 い な る原 則 は， か つ て 予

言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ って， 次 の よ う に その 要 点 が述 べ

られ て い ま す。

「そ もそ も創世 の以 前 よ り天 に於 て 定 め られ た る一 つ の変

らざ る律 法 あ りて， あ らゆ る祝 福 は これ に基 くな り。 す な わ

ち， わ れ ら何 にて も神 よ り祝 福 を受 くる時 は ， この祝 福 の基

づ く律 法 に従 うに よ りて然 る な り。」 （教 義 と聖 約 １３０：２０，

２１）

０ ・レ ス リー ・ス トー ン

ソ ル ト レ ー ク神 殿 長

「日の栄光を受けるには何が必要でしょうか」

醗 』、

∴慧

嚇 曳

ジ ョセブ ・スミスが，時満ちたる神権の時代を開 くよう，

予言者 として神より任命されたことは，宗教的経験の総決算

として当時流行 していた宗教的神秘主義や感傷主義に決定的

な打撃を与えました。

それ以後，宗教は，人間や事物に働 く永遠の律法 として明

確に認められたのです。そこで，慈悲と正義の神が備えられ

た最高の栄光である日の栄光は，単にキリス トのみ名によっ

て熱心に望むだけでは得 られず，また，単にしばしば善行を

２０

積み重ねるだけでも得 られないのです。

そのような思いや行ないはそれ 自体で終るものであって，

立派な人をも日の栄光へおもむかせることはできず，月の栄

光へと向かわせるのです。 というのは，熱烈な望みと良い行

ないが，日の栄光にふさわしい生活にとって大切な要素であ

る一方，太陽の力と輝きが月の光よりもはるかにまさってい

るように，限られた月の栄光の次元よりも，日の栄光の力は

はるかにまさっているか らです。

日の栄光の本体 と活力を統治する律法が，予言者 ジョセブ

・スミスに次のように説明されています。

「而 して この大神権は福音を授け，また王国の奥義の鍵，

すなわち神の知識の鍵を保つ ものなり。この故に， これを以

て礼式を執 り行う時に神の能力顕る。而 して， この神権を以

てする礼式 と神権の権能なくしては，肉身を持てる人間に神

の能力顕るることな し。」（教義 と聖約８４：１９－２！）

イエス ・キリス トご自身の権威 と権能を直接受けた者か ら

福音の諸儀式を受け，律法を施行することにより，人は日の

栄光の次元の生活へ導かれるのです。日の栄光の結婚も含め

て，回復 されたキリス トの福音の諸儀式によってつちかわれ

る，神のようなただ １つの力を啓発 し続けるなら，必然的に

日の栄光の王国で，最高の地位である昇栄の実を生ずるので

す。なぜなら主は次のように言っておられるか らです。

「日の栄の霊の者たちも，肉体たりしと同じ体 を 受 くべ

く，すなわち汝 らは汝 らの体を受けて，汝 らの光栄は汝 らの

体を生か したる光栄と同 じか らん。

日の栄の一部によりて生かさるる汝 らは，それよりそれと

同じ栄，誠に完全なる栄を受 くべ く，

月の栄の一部によりて生かさるる者たちはそれよりそれ と

同じ栄，誠に完全なる栄を受 くべ く，

また，星の栄の一部によりて生かさるる者たちは，それよ

りそれと同 じ栄，誠に完全なる栄を受 くべし。」（教義 と聖約

８８：２８－３１）

星の栄光，月の栄光に関するすべての真善美を包含する日

の栄光の王国の律法を大切に守 り，それにそって生活するこ

とが，日の栄光を得るに必要なことなのです。

以上の観点に立って興味をもって考えるなら，この日の栄

光のすば らしい満足すべき喜びを，復活のあとの生活まで引

き伸ばすことなく，この世での毎 日の生活で，その喜びを味

わう頻度を増 し，強めてゆ くことができるし，またそうして

ゆかねばなりません。

リ ン ・Ａ ・マ ッキ ン レー

ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学教 授

（コ ミュ ニ ケ ー シ ョン）

福 音 の 教 義 の 教 師
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お ひ ゃく しょう さ ん と お ん ど り 「セ ス 、

バ ー ジ ニ ア ・ マ ー セ イ

あ る と ころ に年 と った お ひ ゃ く し ょう さん が い て， セ ス と

い う大 き な お ん ど りをか って い ま した 。 毎朝 ，夜 が あ け は じ

め る と， セ ス は， お ひ ゃ く し ょう さん とお か み さん を お こす

の で した。 セ ス はぶ たや 牛 や め ん ど り， そ して か か しま で お

こ しま した。

「コケ コ ッコ ー／ 」 お 日 さ まが ， ち ょっ と頭 を 出す と， セ

ス はす ぐに朝 の あ い さつ を す るの で す 。

す る と， お ひ ゃ く し ょう さん は ， ぶ つ ぶ つ い い なが らお き

あが り， び っ こ をひ きひ き窓 ま で い っ て げ ん こつ をふ り上 げ

「うる さ い そ
， お い ぼ れ ど りめ 」 と さけ ぶ の で した。

で もおか み さ ん は， き げ ん よ くお き て， １日 の仕 事 を始 め

ます 。 「ぶ た に え さを や らな き ゃな らな い よ 。」

おか み さ ん は おひ ゃ く し ょう さん に い い ま した。 「それ に

牛 もき っ と ミル ク を しぼ って も らい た い と思 っ て い る よ。 お

ま え さ ん を朝 早 く起 こ して くれ る お ん ど りが い る こ とをか ん

レや しな くち ゃ。 お まえ さん ， い つ ま で も こん な い い こ とば

か り続 くわ けで は な い よ 。」

あ る朝 ， セ ス は 目 を さ 糞 して 考 え こん で い ま したｇ 「どう

絵 ：ニ ー ナ ・グ ロ 」 ．バ ー

して ぼ くは， あ ん なわ か らず や の こ し ゆじん を お こ さな き ゃ

な らな い ん だ ．／ あ いつ は， ぼ くの こ とを あ りが た い と も思

っ て い な い。 だ った ら， こ この の う じ ょうの抵 か の動 物 た ち

と同 じよ う に， ぼ くもね て い て や ろ うか し ら。」

お ひ ゃ く し ょう さん は ， そ の 日， お そ く目を さ ま し ま し

た。 す る と ま もな く， ぶ た が え さを ほ しが って ぶ うぶ う鳴 き

出 しま した 。 牛 は ミル クを しぼ って くれ とよ び ます 。 め ん ど

りは と う も ろ こ しを ほ しが って羽 を バ タバ タ させ て い ます 。

カ ラ ス は と う も ろ こ し畑 を あ ら しに来 ま した。

その 日は ， 暗 くな って も， 仕 事 が ま だ の こって い ま した 。

「な あ に
， あ した は き っ と， あ の お い ぼれ ど りが な いて くれ

る さ 。」 と， お ひ ゃ く し ょう さん は お か み さん に い い ま した 。

で も， セ スは ， 次 の 日 もな きませ ん で した。 そ の 次 の 日

も， そ のま た 次 の 日 も。

お ひ ゃ くし ょう さん は， だ ん だ ん心 配 に な っで きて ， 小屋

の と こ ろへ 行 って， 「ど う した ん だ い， お ま え は」 と き きま

」た。

セス は， 羽 を バ タバ タ させ た だ け で した。

２１
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「ど う した らい い ん だ
。」 お ひ ゃ く し ょう さん は ， お か み

さん に きき ま した。 「こ の ま ま だ と， の う じ ょう はだ め に な

っ ちま う。 ぶ た は やせ る し， めん ど り はた ま ごを生 ま な い し

牛 の 乳 は くさっ ち ま う し， カ ラス ど もは ，畑 の と う も ろ こ し

を あ ら しに来 る し。」

「ち ょっ と親 切 に一して やれ ば ど う なの 」 お か み さん は菖 い

ま した。

「親 切 か
， それ もよか ろ う 。」 お ひ ゃ く し ょう さん は気 が

すす み ませ ん で した。

「じ ゃあ
， 目 ざ ま し時 計 を 買 い ま し ょうよ 」 とおか み さ ん

が言 い ま した。

「い い考 え だ
。」 お ひ ゃ くし ょ うさ ん もさん せ い しま した 。

そ して町 へ行 って 時 計 を買 って き ま した 。 そ の夜 は気 をつ け

て， 時計 の ね じを ま き， ベ ッ ドの そげ にお い て ね ま した。

「リン， リ ン， リ ン」 次 の朝 ， 時 計 は鳴 り ま した が， お ひ

ゃ くし ょう さん の耳 に は き こえ ませ んで した 。

「い
った い， ど う した らい い んだ ろ う」 目を さ ます とお や

くし ょうさ ん は泣 き 出 しそ う に な りま した 。 「わ しは， セ ス

の コケ コ ッ コー とい う声 に なれ て い る もん だ か ら，他 の もの

じ ゃ 目が さ め な い ん だ。 あ あ， わ しは ど うす れ ば い い ん だ」

「ち ょっ とや さ し く して や れ ばい い の よ」 お か み さ ん は
，

ま た そ うす す め ま した 。 「セス に， お ま え の コケ コ ッコ ーが

２２

き け な くて さび しい って 言 って ご らん よ。」

そ うで す 。 そ うす れ ば よか った ん で す。 「お ま え こそ世 界

中 で一 番 じ ょうず に コ ケコ ッコー とな くと りだ よ」 とお ひ ゃ

く し ょう さん は セス に言 い ま した 。 そ して， ひ とつ か み の と

う もろ こ しを や りま した。

次 の 日の 朝 早 く， セス は へ い の て っぺ ん に とび上 が って 羽

ば た きを し， 黒 くて 長 い くび を の ば して， 朝 の あ い さつ を し

ま した 。 「コケ コ ッ コー ／ コケ コ ッ コー／ 」

年 と った お ひ ゃ く・しょ う さん とおか み さ ん は， ベ ッ ドか ら

とび お きま した 。 お ひ ゃ くし ょう さん は窓 の と こ ろへ 走 って

い って ， 元 気 よ く， さけ び ま した。 「お は よ う セ ス。 お まえ

の コ ケ コ ッコ ーが きけ て ， うれ しい よ 。」 そ して ， 仕 事 を し

よ う と急 い で 外 に とび 出 しま した。 しば ら くす る と， 仕事 は

み んな す ん で しま い ま した。

その 夜 お か み さん は， ベ ッ トに は い る と きに ， お ひ ゃ くし

ょ うさ んを 見 て に っ こ りわ ら って い い ま した。

「ひ とに ぎ りの と う も ろ こ しの き き め は大 した もの ね
。」

「そ して
， ほん とに ち ょっ と した小 さ な しん せ つ の き きめ

もね。 そ う言 って お ひ ゃ くし ょう さん は， 幸 せ そ う にわ らっ

て ， ベ ッ トに とび こむ と，す ぐに ぐっす りねむ って しま い ま

した 。



や って み ま しょう
な に が い る の か な ロベル ト・フ ァイァル

て んのある ところをぬ って ごらんな さい。

おやおや これ はなんだ ろう。
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み た ま の 声 に 従 う

わ た しは ，昔 死 ぬ か大 けが をす る と

ころ を す ん で の と ころで 救 われ た こ と

が あ りま す 。それ は父 が，み た ま の声 を

きい て くれ た お か げ で した。 も し父 が

静 か な細 い さ さや き を き いて そ くざ に

そ れ に 従 わ な か っ た な らば， わ た しの

人 生 は そ こで お わ って い た か ，全 く別

な もの に な って い た こ とで し ょ う。

わ た しの ， ご く幼 い 頃 の こ とで ， ひ

とつ 覚 え て い る こ とは ， リ ンゴ 園 を馬

に乗 って 散 歩 した こ とで す。 わ た しの

馬 は よ くな らされ て お り， よ く仕 込 ま

れ て いた ので ， 安 心 して 乗 る こ とが で

き ま した。

と ころが ， あ る 日， そ の 馬 が何 か に

お どろ いて ， 急 に 果 樹 園 の 中 を走 り出

した ので す 。 その 拍 子 に片 方 の足 が あ

小 さな

お友 だ ちへ

十二使徒評議員会会員

ブ ル ー ス ・Ｒ・マ ッ コ ン キ ー
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ぶ み か らはず れ て ， く らか ら落 ちま し

た。 そ の時 ， わ た しはわ らを もつ か む

思 い で， カ ウ ボ ー イが よ く く らに 投 げ

な わ を しば りつ け る の に使 う， 今 に も

切 れ そ うな １本 の な め し皮 のひ もに ぶ

ら下 が っ て い ま した。 わ た しの 体 重 で

は切 れ て 当然 で した。 しか しど うい う

もの か， そ の ひ もは， しば ら くの間 切

れ ま せ ん で した。 もう １歩 か ２歩 馬 が

ぼ う走 し続 け た な ら皮 ひ もは きれ て し

ま った に違 い あ りませ ん。 さ もな けれ

ば わ た しは手 を離 して しま っ たで し ょ

う。 そ して， か た足 が あぶ み に もつ れ

た ま まひ きず られ て， 大 け が を し た

か ， 死 ん で しま った か に ち が い な い の

で す 。

突 然 ， 馬 は 止 ま りま した。 そ して わ

た しは， だ れ か が た づ な を しっ か り と

に ぎ り しめ， 興 奮 の た め身 を ぶ るぶ る

ふ る わせ て い る馬 を落 ちつ け よ う とな

だ め て い るの に気 づ き ま した。 わ た し

は， そ の人 の うで の 中 に ぐい っ と抱 き

上 げ られ ま した。 父 だ った の で す。

何 が あ った んで し ょう。 わ た しを救

うた め に， 父 を よ こ して くれ た の は何

だ っ た ので し ょう。 わ た しが ， ぼ う走

す る馬 の ひづ め にか か る 前 に， し か
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も， 数秒 を あ らそ う時 に。

父 が 家 で ， い す に こ しか け て新 聞 を

読 ん で い る時 ， み た ま が こ う さ さや い

たの で す 。 「急 い で果 樹 園 へ走 って い

き な さ い 。」

一 刻 も迷 う こ と な く，理 由 を考 え よ

う と もせ ず に ， 父 は走 りま した。 ど う

して 果樹 園 に来 た のか わか らな い ので

した 。 そ こで わ れ に返 る と， ぼ う走 す

る馬 が い ま した。 父 は止 め な くて は と

思 った の で す 。

父 は そ の よ うに して ， わ た しを見 つ

け ま した 。 そ う して わ た しは， 大 けが

を す るか ， あ るい は死 ん で しま っ たか

も しれ なか っ た と こ ろを 救 わ れ た の で

した。

み た ま は， ウ イル フ ォ ー ド ・ウ ッ ド

ラ フに も，木 か ら馬 を解 き放 つ よ う に

言 わ れ た こ とが あ ります 。 彼 が 馬 を 放

つ と， ほ とん ど同時 に つむ じ風 が 起 き

て， 木 は根 っ こか ら倒 れて しま い ま し

た。

ま た ， ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス に も，

電 車 の後 方 の デ ッキ を離 れ て 内側 へ 行

って 腰 を か け る よ う に さ さ や い た こと

が あ りま す。 彼 が そ うす る とす ぐに電

車 は 事故 に 会 い ま した。

わ た しの知 っ て い る空 軍 飛 行 士 の話

で す が ，彼 が軍 用 機 で厚 く雲 の たれ こ

め た ベ トナ ム上 空 を飛 ん で い る時 ， み

た まが 右 旋 回 せ よ と さ さや くの で， 急

旋 回 す る と， 飛 行 機 が 一機 さ っ と通 過

して い きま した 。彼 は あ や う く正 面 衝

突 を まぬ が れ た の で す 。

バ プ テス マを 受 け る時 ， わ た した ち

は聖 霊 の賜 を 受 けま す 。 そ れ は 忠 実 で

あ る な らば ， 常 に この 神 会 の御 一方 の

導 きを 受 け る権 利 な の で す 。 そ して，

それ は人 間 が この 世 に い る間 に 受 け る

こ とので き る最 大 の 賜 な の で す 。

わ た した ちの 中 で 主 を 愛 し主 に仕 え

る信 仰 を持 ちつ つ 祈 る人 に 与 え られ る

き よ きみ た まの ほか には ， わ た した ち

を守 り導 いて くれ る もの は あ り ま せ

ん。 み た ま は私 た ちを 導 き， 守 って く

れ る ので す 。

主 を愛 し， 戒 めを 守 り， そ して ， 主

の み た まを 求 め る時 にわ た した ち は ，

思 いが け な い祝 福 を 受 け る こ とを証 し

ま す。

２５



モ ノしノ モ ン

マ ーベ ル ・ジ ョ」 ンズ ・ガ ボ ッ トに よる モル モ ン経 物 語

ワ マ ロンはモルモ ンに言い ま した。 「私 はあなたが

ま じめな子で，すばや く物事を見分 けることがで きる

のを知 って います 。」

モル モ ンはアマロ ンを見上げて， じっとその言 うこ

とに耳をかたむ けま した。 イエス ．・キ リス トがアメ リ

カ大陸 にいたニ フ ァイ人 に，正確 で完全 な記録 を守 り

続 けるよ うに言 われてか ら，３２０年 がた って いま した 。

モルモ ンは１０才 の ときまで， しば しばそのお話を聞 き

ま した。 そ してニー ファイの民 のすべて の神聖 な記録

を守 る責任 のあ った歴史家 アマロ ンを尊敬 してい ま し

た。 それで アマ ロンが続 けて言 うのを，モルモ ンは静

か に， そ して とて もアマ ロンを尊敬 しなが ら聞いてい

ま した。 「しか し， あなたは この国 の民 について知 っ

てい ることを思 い起 しなさい。 そ して２４才の時 に， ア

ンダムの地 にあるシム と言 う丘 に行 きな さ い。 そ こ

に，私 は この民 のすづて の記録をか くして あ る の で

す。 二一ブ ァイ版 だけ取 り出 し， ほかの記録 はか くし

て ある場所 に残 して おきなさい 。」 、

モルモ ンはアマ ロ ンの言 った ことの意 味がわか ると

目を輝かせ ま した。彼 の心臓 は どきどき しま した。 こ

れ は とて も大 きな責任で した。 モルモ ンは早 くその記

録を見て， それを手 に取 り， た くさんの歴史 を読 みた

くて しかたが あ りませ んで した。 しか しアマ ロンは言

ったのです。 「２４才の時 に……」 と。１４年間 も待ｂ と

い うことは， とて も長 いよ うに思 えま した。む しろ長

すぎ るとさえ思 い ま した。

．、．＿ ２ ６

次 の年， モル モンが１１才の とき，お とうさん （モル

モ ンと同 じ名前） は，た くさんの建物 が建 って いるゼ

ラヘム ラへ移 って行 きま した。 そ して ４年間 この地 に

は平和 が続 きま した。

その後ゼ ラヘ ムラの民 の間で悪 い ことがた くさん行

なわれたので，モルモ ンが１５才 の時に，教会 はゼ ラヘ

ム ラの地 にはな くな りま した。 そ して レーマ ン入た ち

の間 にあったガデア ン トン強盗団 が全国を あ らし，だ

れ もが おそ ろ しい 目にあ って，宝 も財産 も失 い ま し

た。 モルモ ンはジ主 が訪れた ので， こわ くはあ りませ

んで した。 その時，人 々のす る ことを よ く見て，落 ち

着 くまで待 つよ うに言われ ま した。 また人 々の心がか

た くななので・ この民の間では神の導を説いてはな ら

ない とも言 われ ま じた。

１６才 の時， また戦 いが始 ま りま した。二・一ファイ人

はモルモンに，軍隊を率いてほ しい と言 い ま した。 と

い うのはモルモ ンは りっぱな体格 を していて，・悪 い人

たちの中に入 らず，良い人だ ったか らです。

ニーフ ァイ人 はモルモ ンを信頼 していま したが， レ

ーマ ン人が とて もす ごい武 力 とた くさんの兵士を 引き

連れて攻めて来 るのを見 て， 北の地 へ逃 げ 始 あ ま し

た。 そ して全国で，建 物は こわ され，見 るかげもな く

な りま した。

モルモ ンは民をはげ ま し， レーマ ン人 に勇か んに立

ち向か うよ うに言 いま した。 ニーフ ァイ人 はその言葉

に従 い ま した。 それで レーマ ン人 はモルモ ンの前 か ら



逃 げて行 きま した。 このよ うに してモル モ ンはまだ少

年で したが，民 を大 きな戦 いに勝 つよ う導 い た の で

す。 しか し， ニ ーファイ人 たちは悪 い ことを して いた

ので，主はその力を注 ぎ ませ んで した。彼 らは北へ北

へ と逃 げて行 きました。 そ して とうとうアマロ ンが記

録 を埋 めた とい うシムの丘 まで来 ま した。

モルモ ンはその時３４才 で したが， アマ ロンが言 った

ことを忘 れて はいませ んで した。彼 はシムの丘へ行 き

ま した。 そ こにはた くさんの記録 がだれ にも うばわれ

ない ようにか く して あ りま した。 ついにモル モ ンはそ

れ を見，手 に取 る ことがで きま した。それ らは金属で

作．られ， それ ぞれ の金属板 にはす ば らしい記録が刻 ま

れて い ま した。 モル モ ンはで きるかぎ り力をつ くして

それを読 んで学 びま した。 しか し命 じ られていた よう

にニー ファイ版 だけを取 り出 しま した。

．その後モル モ シはシムとい う北の地に彼の民を集 め

ま した。 そ して レー７ ン人やガデ アン トン強盗団 と戦

い，勝 って以前持 っていた地を取 り返す までやめ ませ

んで した。条約が結ばれ，１０年 間平和 が続 きま した。

主 は民 に罪の くい改めを命 じ， イエ スを信 じその教 会

を建て るようにさせな さい とモルモ ンに言 いま した。

モルモ ンは民 を愛 して い ま した。彼 は祈 って，人 々が

してい る悪 い ことに気 づかせ よ うと しま したが人 々は

言 うととを聞 きませ んで した。民 は主 を忘れ て しま っ

てい ま した。 人 々はただ戦 って， レーマ ン入 を殺 し，

復 しゅう しよ うと しま した。

モルモ シは記録 を書 き始 めま した。彼 は 「私 はこの

地 のす みず みの人 にあてて書 く」 と言いま した。彼 は

民 の ことと， イエスが正 しく良 い人で あることを書 き

ま した。

金属板 に文字を刻むの はどんな に先 の とが った道具

で書 いて もむずか しい ことで した。彼 は長 い間心 を こ

めて働 きま した。彼は前 に書 いた入 たちの記録 を勉 強

しま した。す ると何回 も何回 も同 じことが繰 り返 され

てい る ことがわか りま した。入 々．がイエスに仕 えた と

２８

きは幸せ にな り， イエ スを忘れた ときには悲 しい こと

が起 こったのです。モルモ ンは，世界 は どのよ うに し

て今 まで これ らの イエ スの教 えを知 ることができた の

だ ろ うと思 い ま した。そ こで彼 は １冊 の小 さな本 に記

録を書 き写 す ことを決心 しま した。２８年間， ニーフ ァ

イ入 とレーマ ン人は戦 ってい ま したが， その間 モル モ

ンは記録を小 さ くまとあ続 けま した。 しか しあえて見

た こと全部は書 きませ んで した。 とい うのは見 たもの

を全部書 いてはな らない と命 じられて いま した し，彼

はとて も心配 していた ことです が，ず っと後の世の人

々が この時代 に行 なわれ た悪 い ことについて読 んで学

んだ ら，悲 しむだろ うと思 ったか らです。

モルモ ンは， アマ ロンがシムの丘 にか くした記録 を

全 部取 り出 して，人 々が北 の地へ追い払われて行 くと

きも，それをよ く守 りま した。

その後 モルモ ンは彼 の民を クモ ラの地へ導 いて行 き

その丘 のまわ りに天幕を は りま した。 その時彼は７５才

で したが，最後 の激 しい戦いが起 るのではないだろ う

か と恐れ ま した。 レーマ ン人は多勢 で した し， それ に

とて も強 か ったのです。 ニーファイ人 は戦 うために男

の人 や女 の人 や子供た ちを集め ま した。人 々はおそれ

ま したが， それで も戦い ま した。 あ らゆ る武器 を持 っ

て立 ち向かい ま した。 モルモ ンは兵 に命令 し，導 きま

したが，た くさんの人 々が殺 され ま した。何千人 も殺

され， とうと う２４人 だけが生 き残 りま した。

モルモ ンは， 「全 身が引 きさかれ る思 いが した」 と

書 いてい ます。彼 はたいへ んた くさんの人 々が死 んだ

ことを悲 しみ， また も しニーフ ァイの民がその罪を く

い改 め，主 に仕 えたな ら戦わな くて もすんだ とい うこ

とがわか っていたので， とて も心をいため ま した。

モルモ ンは重傷 を負 い， も う間 もな く死 ぬ ことがわ

か りま した。彼 は息子の モロナ イにモルモ ン経 を完成

し，すべて の神聖 な書物を無事 にか くすよ うにたのみ

ま した， そ して， モロナイは言われた 通 り に し ま し

たｑ

、
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方 針 と プ ロ グ ラ ム

教会 の集会で教会幹部のサイ ンを求 めた り，

挨拶す ることについて

ステーキ部，伝道部を訪問す る教会幹部のサインを

求めようとす る会員が増大する傾向にある。あるとこ

ろでは誰が，一番多 く讃美歌や聖典に署名 してもらっ

たかを見せ合 う競走にまで発展 している。集会後にサ

インを求める人々があると，教会幹部は気が散 って，

他の人々に挨拶す るのが困難になる。加えて，その兄

弟に名士であるかのような観念を与えることになる。 ．

それは彼 らに託 されている神聖な召 しにふさわ しいも

のではない。サインを求めることのないよう教会員に

提起 していただきたい。 ‘

教会幹部は会員と握手する機会をいつも感謝 してい

る。サインするよりもむ しろ会員 と挨拶 し握手するこ

とを，集会や礼拝の様式 とするようにしたい。

教会幹部 の話 を録音す ることにつ いて

次の指示に注意 していただきたい。 「ステーキ部大

会で，許可なく教会幹部の話を録音 してはな らない。

また，当該教会幹部の同意がなければ，いかなる時 も

録音 してはならない。」

教会幹部が出席す るステーキ部大会や他の集会に録

音装置を持ちこむ人 々が増大 しているので，上述の勧

告に注意を払 うよう教会員に望むものである。

葬儀の手続き

葬儀の際，次の点に注意を払 っていただきたい。

葬儀の始めと終 りの音楽を省略して，プログラムの

中間だけを使 う習慣が現われてきている。今後，教会

員の後援により行なわれるすべての葬儀にあって，音

楽，話，祈 りについては，聖餐会の一般的な型に従 う

よう要請する。 日曜 日の集会と伺様に，葬儀の始めの

祈 りの前に，マまたできれば祈 りの後にも，音楽を用い

るようにす ること。葬儀の終 りにも同様に通例の型に

な らって，祈 りのす ぐ前に音楽を奏するようにする。

できる場合には，聖歌隊の音楽プログラムを組み入れ

ると非常に良い。

教会の基本的な教義を説 くにあたって，葬儀はすば

らしい機会となることを心に留めておくと良い。

棺が建物内に運び込まれて礼拝堂の通路を行進する

際，‘監督が先導する必要はない。

以上の提案に従 うな ら，確立 した型に従 って葬式を

行なう助けとなり，現在いたるところで非常に一般的

になっている慣例を避けられるであろう。

２９
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卒 安 は どこか ら来 るの か

け さ タバ ナ クル に向 か う途 中 で ，連

れ の １人 の兄 弟 が私 に， 「監 督 ， 私 は

午 後 の あ な た の お話 を楽 しみ に して い

ま す」 と言 い， 「あ な たが 最 後 の 話 者

で す」 とつ け足 した。

彼 は， この立 派 な大 会 が 多 くの もの

多 くの よ い もの， す なわ ち予 言 者 ， 聖

見 者 ， 啓 示 を受 け る者 の証 ， 興 味 あ る

変 更 事 項 ， 神 は生 き て お られ ， イ エス

は キ リス トで あ る との兄 弟 た ちの 証 を

杯 が あ ふ れ るほ どに与 え て くれ る と心

に想 像 して い た に違 い な い。

あ る進 路 を定 め， そ の道 に勤 勉 に励

む こ とは ，何 とい う祝 福 で あ ろ うか 。

過 去 １０年 間 ，私 は ２人 のす ば ら しい兄

弟 と共 に働 く特 権 に恵 ま れ た。 皆 様 が

た は ， ロバ ー ト．・Ｌ ・シ ンプ ソン長 老 ．「

と ビ ク ター ・Ｌ ・ブ ラウ ン監 督 の な し

た す ば らしい仕 事 を見 ， 心 に いつ まで

も残 る言 葉 を 聞 い て き た。 これ は別 れ

で は な い。 私 は これ か らいつ も， これ

らの す ば ら しい神 の人 と共 に働 い て 得

た経 験 を大 事 に した い と思 う。 神 は彼

らを祝 福 され ， 彼 らの奉 仕 を通 し教 会

を祝 福 してお られ る。

私 た ちが 啓 示 に導 か れ て い る こ とを

私 は知 って い る。 啓 示 は神 の 予言 者 ジ

ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィング ・ス ミス を

通 して 私 た ち に もた らされ る。私 は こ

の こ とにつ いて よ く考 え る。 そ れ は ，

彼 が た だ １人 の予 言 者 で あ り， 副 管長

が ス ミス大 管 長 と共 に働 く時 ，彼 らは

神 に仕 えて い る のだ と知 って い るか ら

で あ る。

この大 会 の話 を考 え て い た 時 ，私 は

十二使徒評議員会補助

ジ ョ ン・Ｈ・バ ンデ ンバ ー グ

召 しが変 わ る こと を知 らされ て い な か

っ た。 私 は最 近 ハ ワ イを 訪 れ た が ， そ

こで， ハ ワイ の少 女 が 私 た ちに近 よ り

両 手 の指 を ２本 立 て なが ら両 腕 を高 く

あ げ た。 そ の サ イ ン は何 の意 味 か と尋

ね る と， 彼 女 はす ぐさま に っ こ り笑 っ

て 「ピー ス」 と答 え た 。

ハ イ ウ ェ イを 走 って い る と，通 り過

ぎ る車 か ら若 者 た ちが窓 越 しに よ く同

じサ イ ン を して み せ る。・壁 に も塀 に も

歩 道 に も， 時 に は乗 物 に もサ イ ケ デ リ

ック な色 彩 で ピ ー ス とい う言 葉 が書 か

れ て い る。

私 た ちは ，現 在 の 世代 が こん な に も

平 和 に関 心 を 持 って い る こ とに驚 い て

い る。 この 関 心 は ，過 去 の世 代 の持 っ

た 平 和 へ の 関 心 と違 って い る の だ ろ う

か 。 そ れ は 一 時 の流 行 だ ろ うか。 あ る

い は平 和 実現 へ の深 い決 意 を秘 め た も

のだろうか。

救い主は，平安を２つに 分 け られ

た。十字架にかかる前の数 日間に弟子

たちに言われた言葉が思い浮かぶであ

ろう。救い主は弟子たちに戒めを守れ

と言い，彼 らに別の慰め主，真理のみ

たま，すべてのことを教え，主が話 して

おいたことを， ことごとく思い起 こさ

せる聖霊を送 ると約束 された。そして

主は， 「わた しは平安をあなたがたに

残 して行 く。わたしの平安をあなたが

たに与える。わたしが与えるのは，世

が与えるようなものとは異なる。あな

たがたは心を騒がせるな，またおじけ
　

１麗 二麓ｉ４１盤 犠
、

．もの．とは異なる」と言われたのだろう

か。世はどのような平安を与えてくれ

るのだろうか。

世の多 くの人が平安を求めているの
噛は事実

である。しかしその幾人かは平

安を求めなが ら，その反対の貧欲，野

望，ねたみ，怒 り，高慢の道へ踏み込

んで行 く。平安の最大の敵磁 ．利親 ・

であり，そ相 ご梓い地上に宝を積もうン
「皿とす る欲望

である。ルカによる福音書
ダニニニ ニ ダ　へ

の 中 の ；一良 き教 師 の語 られ た １つ の た

とえ が 心 に浮 か ん で くる。

「群 衆 の 中 の ひ と りが イ エ ス に言
っ

た ， 「先 生 ， わ た しの兄 弟 に， 遣 産 を

分 け て くれ る よ う に お っ しゃ って くだ

さい」。 彼 に 言 わ れ た ， 『人 よ， だ れ が

わ た しを あ な たが た の裁 判 人 また は分

配 人 に立 て た のか 」。 そ れ か ら人 々 に

む か って言 われ た， 「あ らゆ る負 欲 に

３０



・ ・ ・ ・ … 仮 の 世 の 平 安 と 異 な る キ リ ス ト の ま こ と の 平 安 ・ ・ ・ … の

対 して よ くよ く警 戒 しな さい 。 た とい

た くさん の物 を持 って いて も， 人 の い

の ち は， 持 ち物 に は よ らな い の で あ

る」。 そ こで 一 つ の讐 を語 られ た， 『あ

る金 持 の畑 が 豊 作 で あ った 。 そ こで彼

は心 の中 で， 「ど う しよ うか， わ た し

の作 物 を しま って お く所 が な い の だ

が 」 と思 い め ぐ ら して 言 った， 「こ う

しよ う。 わ た しの 倉 を 取 り こわ し， も

っ と大 き い のを 建 て て ， そ こに穀 物 や

食 糧 を全 部 しまい 込 も う。 そ して 自分 幽

の魂 に言 お う。 た ま しい よ， お ま え に

は長 年 分 の 食 糧 が た くさん た くわ え て

あ る。 さ あ安 心 せ よ， ：食え， 飲 め， 楽

しめ 」。 す る と神 が彼 に言 われ た， 「愚

か な者 よ， あな た の魂 は今 夜 の うち に

も取 り去 られ るで あ ろ う。 そ した ら，

あな た が 用意 した物 は， だ れ の もの に

な るの か 」。 自分 の た め に宝 を 積 ん で

神 に：対．レ質 富ξま．な込 者１ま，．．て れ と同 じ

で麺 ，４ 麺 ：蛮 １３－２１） ＼

私 た ちは ど うす れ ば， 神 に対 して 富

む こ とが で き るだ ろ うか。 それ は， 神

の戒 め を 守 って神 と隣 人 とを愛 す る こ

とに よ り天 に宝 を た くわ え る こ と と関

係 が あ る の で は なか ろ うか 。 毎 日 これ

らの 目的 を心 に留 めて 生 活 す れ ば ，私

た ち の人 生 に救 い主 の言 わ れ た 平 安 が

もた らさ れ る ので は な いだ ろ うか 。私

た ち は皆 ， あ ま りに も多 くの こ とに さ

え ぎ られ て ， 最 も必 要 な これ らの こ と

を忘 れ て は い ない だ ろ うか 。

ヘ ン リー ・デ ビ ド ・ソ ロ ーは ， そ う

考 え た。 彼 は著 書 「ウ ォル デ ン」 の 中

で， 「大 方 の人 間 は静 か な絶 望 の人 生

を送 って い る。 … …ぜ い た く品 の ほ と

．ん ど， 人 生 の娯 楽 とい う もの の 多 くは

必 需 品 で な いば か りか ， 人類 の 向上 を

ま っ た く阻 止 す る もめ で あ る」 と語 っ

て い る。

ま た， ジ ョシ ュ ア ・リー ブ マ ンは小

篇 「心 の平 安 」 の 中 で 同様 の こ とを書

いている。 「人は，家や財産，楽 しい

家庭を持ちなが らも，光輝 く決勝点を

めざしたマラソン ・レースで他の走者

たちに追い越 されたため，それ らのこ

とは皆自分にとって灰 となったと考え

る。自分のほしいものが足 りないとい

うのではな く，他入はもっと持ってい

るというのだ。その思いがつきまとえ

ば，つきまとうほど， 自分を軽視 し，

自分の成 レ遂げたことを過 小評 価 す

るのである。

人が己れにこう言 うべき時が来た。

家族や自分の安全 と尊厳を保つに充分

なものを得ている限り，他人の富や力

がどれだけあるか ということに関心を

持つのはやめよう。だれが貧者か，だ

れが富者か，だれが もっと持っている

かといつも比較 して生活を考えるよく

ない集団から抜け出そう。他人の目標

を借 りるのではない，自分のために自

分の目標をたてよう，……と。」

私は， このことは今，若 い時か ら学

ぶべきことであると信 じている。そう

した人は，多 くの場合，物質に価値を

置 くことのはかなさを見抜 き，容易に

価値を定める。彼 らは，人の支配力を

求める野心が，平安ではな く欲求不満

をもたらすことを知っている。明らか

に，歴史は野心家たちの盛 衰 で 埋 ま

り，国々の敵対行為がつかのまの休戦

に入ったと思うと， 「さあ， これで平

和になる」といつも叫んでいる。 「戦

争を終結させるための戦い」が幾たび

行なわれてきたことふ。

ところが，事典には紀元前１４９６年か

ら紀元１８６１年までの間に，平和だった

年がわずか２２７年で，戦争のあった年

が３１３０年あったと記されている。個人

にせよ集団にせよ，野心は平和実現の

希望を消すものである。

現在，世界中で平和が求められてい １

るｇ平和の時代が求められているｇｌ輩

か し，力を追 う利己的な競争歯放棄 し

欲を捨てた人 もほとんど平和を手に入

れるのにどの人生に梶を向けたらよい

かを知 らずにいる。

ヨ 平和は， ピースのサインをしたり，

１塀に言葉を書いたりして得 られはしな

い。 私 た ち の主 ， 救 い主 の戒 め を守 ろ ／

う と自分 で努 力 す る こ と に よ り，最 もリ
ズ 　

早 く，最 も完全に来るもので～駒 な

ぜなら，神は平安を享受するように願

って全人類を造 られたか らである。

この世の物を夢中に追い求めて平安

がもたらされないのと同様，怠惰に座

っているだけで平安は得 られない。現

代の利器は，自分や家族を支えるに必

要な以外に多 くの時間を生み出して く

れるので，その時間を怠惰に使わない

ことが大切になる。私たちが主の平安

にあずかるためには，なすべきことが

たくさんあるか らである。

応
心の平安を得るには，おそらく，互

に奉仕するのが一番早い方法であろ

。歴史には，この平和が人々の心か

ら欲や野心，ねたみ，怒 り，高慢を消

し去る，すば らしい時代のあったこと

が記録されている。それは，救い主が

死んで復活 し，アメリカ大陸を訪れ ら

れたす ぐ後のことであった。次のよう

に書かれている。

「……全地の住民がみな心を改めて

主を信ずるようになったので，その間

に何の不和争論 もなく一人のこらずみ

な互いに正 しく扱った。そればかりで

な く，一同は一切の所有物を共有 した

ので富んでいる者と貧 しい者との区別

もなく，自由な者と奴隷 との区別もな

くて，誰 もかれも自由となり天の賜を

授けられた。

そして，イエスの弟子たちは偉大な

驚嘆すべき業を行なって病人を医し，

死者を蘇生させ，あしなえに歩む力；

めくらに見る力，つんぼに聞 く力を与

餌 」
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主は民を地の面で非常に栄えさせた

もうた……。

さてニーファイの民は強 くなり，そ

の人口は急速に増加 して非常に美 しく

楽 しい国民とな り，嫁に行き嫁をもら

って，主がかれ らと結びたもうた非常

に多 くの約束の通り恵みを受けた。そ

してもはやモーセの律法に定めてある

儀式典礼を守ることな く，かれ らの主，

かれ らの神から受けた誠命に従い，怠

らずにたびたび断食 と祈 りをし，たび

たび集会を開いて祈 りをしまた主の御

言葉を聞いた。 こうして全国の民の中

に不和がな くイエスの弟子たちの間に

大 きな奇蹟が行われた。

民はその心に神の愛を保っていたか

ら，全国に何 ら不和がなかった。また

嫉妬，闘争，暴動，みだ らな行い，虚

言，人殺 し，および何らみだ りがわ し

い行いがなかったか ら，まことに神が

造 りたもうたすべての民の中でこの民

ほど幸福な民があるはずがなかった。

強盗 も人殺 しもなくレーマン人 と言 う

者 もどのようなちがった民 もなく，み

な同 じくキリス トの子であって，神φ

王 国 を つ ぐ者 で あ っ た。 主 は この昆 の

一 切 の 業 を恵 み た も うの で
，か れ らけ

本 当に 幸 福 な 民 で あ った。 そ して第 百

十 年 が過 ぎ去 る ま で民 は恵 み を豊 に与

え られ ま た非 常 に栄 え た。 こう して キ

リス ト降 誕 紀 元 後 の第 一 代 は過 ぎ去 っ

て 全 国 ど こに も不 和 が なか っ た。 … …

今 言 っ た こ とを記 録 した ニ ー フ ァイ は

… … …八 十 四年 間 この記 録 を？ ず けた

が， そ の 間 に は 国民 の中 の僅 の者 共 が

教 会 に叛 いて … … ほか には 何 に も平 和

を乱 す こ とは なか った 。

さて 二 百 年 経 って … … （ＩＶニ ー フ ァ

！で２－ ３， ５， ７， １０－ １１， １２－ １３，

１５－ ２０，２２）

これ は モル モ ン経 に載 せ られ て い る

亭２

実に幸福な民の歴史である。モルモン

経には３０００年近い年月の出来事が記さ

れているが，民が平和 と愛，幸福，繁

栄を受けたのは，神の戒めを守ったζ

の時期だけであった。

現代人の最大の望みは，平和，喜び

自由，進歩の人生を見いだすことであ

り，それはただイエス ・キリス トの福

音の中にのみ見いだすことができる。

しかし悲しいかな，私たちは，戦争，

破壊，緊張，破戒，不道徳にかこまれ

て生活 しているのであり，多 くの人が

道を見失っていくのである。そんな １

人の若い女性が，キリス トのまことの

福音を見いだし，混乱の中にさまよっ

ていた自分がそこか ら抜け出る道を教

えられたことは何と幸いなことであっ

たか。また，自分に道を示 してくれた

心のやさしい若者たちにどんなに感謝

しているかを語 っている。

私たちは末 日聖徒イエス ・キリス ト

教会の会員として，私たち全人類がか

つて前世で神の子供 として生活 し，永

遠の生活に必要な大事な一過程 として

この世に生まれてきたことを神か らは

っきり知 らされている。 この世に生活

している間に，正義を選び，信仰によ

って，永遠の生活と共に現世でも平和

と自由をもたらす啓示された神の計画

を知る機会がある。

私たちは，神が選ばれた予言者を通

じ，平和へ導 く人生の生き方，すなわ

ちイエス ・キリス トの福音を啓示され

たことを，事実として受け 入 れ て い

る。

利己心，ねたみ，怒 り，高慢を含め

た肉体を楽 しませる数々の感情を霊的

な理想でおき替え，罪を忌み嫌わなく

てはな らない。なぜなら私たちは，こ

の世での行ないはすべて自分の永遠の

生活に影響することを知っているか ら

である９

私 た ち は ， この知 識 ， こ の生 き方 に

よ っ て の み， 個 人 も国家 も あれ ほ ど捜

し求 め る平 和 を手 に入 れ る こ とが で き

る と信 じて い る。

そ こで私 た ち は， 口で 平和 を求 め て

い る この世 代 の入 々 に宣 言 す るの で あ

る。平 和 へ の思 いは 実 に意 義 あ る こ と

で あ る と。 なぜ な ら，私 た ち個 人 の平

安 や世 界 の 平 和 も大 い に私 た ち の手 中

に握 られ て い るか らで あ る。 まず 自分

の 魂 に 平 安 を打 ち建 て よ う と励 む時 ，

そ の こ とを 信 じ， そ の た め に努 力 し，

平 和 を求 め て生 活 しな さい。 そ うす れ

ば ， あ な た は そ の時 ま こ との平 安 を得

るで あ ろ う。

さて 兄 弟姉 妹 ， この大 会 を終 え て 帰

る時 ，私 た ち の杯 が あふ れ て い る こ と

を忘 れ な い よ う に しよ うで は ない か 。

私 た ち は神 の予 言 者 の偉 大 な説 教 を 聞

い て満 た され た。 兄 弟 た ち の証 に心満

た され た。 これ まで この場 に あ り，今

も共 に あ る神 の み た ま に よ って ，私 た

ち は満 た され て い る。

自分 の証 を もって 進 もう で は な い

か 。 私 は そ の証 に私 の証 を つ け 加 え た

い。 私 は， 神 が 生 きて お られ ， イ エ ス

は キ リス トで あ り， も し望 む な らば私

た ち は， 神 の 予言 者 ジ ョセ ブ ・フ ィー

一ル デ ィング ・ス ミス と彼 を支 え る ２人

の 予 言 者 ハ ロル ド ・Ｂ ・リー， ナ サ ン

・エル ドン ・タ ナー ， そ して彼 らを助

け る１３人 の予 言 者 ， 十 二 使 徒 評 議 員 と

祝 福 師 の も とで生 活 し， 奉 仕 で き る と

い う こ とを知 って い る。

あな たが たが 自分 のつ とめ を遂 行 し

よ う と進 み行 く時 ， た とえ ど こに いて

も神 が あ な たが た と共 に あ り， あな た

が た を祝 福 され る こ とを 。 イ エス ・キ

リス トの み名 に よ りへ り くだ って祈 る

もので あ る。 ア ー メ ン。

ノ
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愛 の 法 廷

監督法廷の目的と機能を明らかに し，』監督に勧告を与える。
「辛

過去10年 半の間，各地の教会を

訪れて，多 くの監督 とステーキ部

長に会って きた。彼 らはイスラエ

ルの判事 としての職を授け られて

おり，群れの守 り手であ り，何 も

のにも劣 らない責任を与え られて

いるのである。恐 らく教会のすべ

ての集会の中で最 も誤解を受けて

いると思われる集会 について この

大会で少 しの間話 したいと思 う。

その話 というのは，`監督法廷につ

いてである。.

初めに，一つの話を したい。私

が話す話は実際に起 こったもので

あり，その事実は，確かなもので

ある。その場に在席 していた人 々

はそのことを決 して忘れないであ

ろう。

非常に遅い時間であった。「部屋

は静まりかえり，教会の法廷の判

決を受けたばかりの一人の若者の

すす り泣 く声のみが聞かれた。そ

の判決 しかなかった。慎重な審議

十二使徒評議員会補助

.ロバ 「 ト・L・シ ンプ ソン

と断食 と祈 りの後に，「全員一致で

破門が決 まっためである。数分後

その若者は疲れきった顔を上げ，・

静 けさを破った。・「人生で訟番貴

いものを失 って しまいました。一も

う一度それを手に入れるまで，僕

の目的はほかにありませ ん。」出

廷することは容易ではなかった。

大 ぎな過 ちを犯 したが，主の傍 ら

に立ち戻 りたい と望む人にとって

それは非常に勇気のいることであ

り，最も大切な要素であった。

若者の印象深い言葉に続いて述

搾 られた言葉は∴安心感を与える

ものであった。ある人々は，吟 後

悔改あの生活を送 るな ら助けを与

えようと堅い約束を した。 また，

他の人 々は背中をたたき，握手を

し，信頼 と友情を持ち続けようと

目で伝えた。在席者 は皆， この若

者が主の道を求める時にのみ，人

生のすべてのものが取 り戻せるこ

とを完全に知 っていた。

この若者は最初の一歩のみを大

き く後退 したのである。 しか し，

彼は破門 された教会員として，物

事を正 しく行なおうと心に決あ，

会員の資格を持っていたほんの数

日前よりもはるかに良い状態であ

った。彼が教会で何かをする時に

その動 きに偽善者 という叫びが伴

っているかのように思えたか らで

ある6、

これ は数年前に起こったことで

ある。その若者の約束は果たされ

た。私に言わせると，神権役員に

自らの罪を告白し，創造主の秩序

に従 う勇気を持 っていたその若者
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ほどしっか りと地に立っている教

会員はいない。 「人知ではとうて.

い測 り知ることのできない」心の

平安を再び持てることは，彼にと ー

って何とすば らしい ことであろう

か。

教会の神権法廷は罰の法廷では

ない。愛の法廷である。彼はこの

ことを理解できたのである。悪魔

は心に恐れを置き，背罪者がなす

必要のあることを行なうのを難 し

くする。ジェームズ ・E・ タルメ

ージは語 っている。 「悔改めの時 ・

を引き延ばすに従 って，悔改めの

能力は弱 くなり，また悔改めをす

る好機会をおろそかにす ることは

悔改ぬの能力を失 うに至 る。」(信

仰箇条の研究，P.152ン なす必要

のあることは現在よりな し易 くは

な らないという意味である。私た

ちを永遠の昇栄に到達 させ るもの

として与えられた道 と道 標 以 外

に，いかなる近道もない。

天父 は後退を喜ばれる御方では

ない。永遠進歩の源であ られる。

天父はこれを次の言葉で確認 して

おられる。 「見 よ， これわが業に

してわが栄光 すなわち人に不死

不滅と永遠め生命 とをもた らすな

り山(モ ーセ1{39)永 遠の生命を

得ることによって神のみ名に栄光

が加え られるのである二'真の末 日

34

聖徒が受け入れ る唯一の究極の目

標はこれを得 ることである。端的

に言 うなら，死すべき状態にある

この世での使命は，個人の望みを

十分に制御 して，聖 き神のみ前に

出るにふ さわ しい 日常の生活態度

と思い牽持つようにし，肉体の弱

さζ姓 の不法に打鱗 つζとで

ある6：性急で，自分本位で，ネ道徳

な行為がすべて自動的に人の本性

から拭い去 られる不可思議な時が

.零還¢掬 におそ らく存在するとい

うr・悪魔の教えに惑わされないよ

うに していただきたい。事実はそ

うではないこと，またすべての時

代を通じて予言者たちは，今すな

わちこの死すべき世のこの時が悔

改めの時であると確証 してきた こ

とが，聖書 に幾度にも亘 って述べ

られている。今 よりも容易になる

ことはないであろう。 ここで タル

メージ兄弟の言葉に戻ろう。その

日を引き延ばす人，すなわち勇気

をあまり必要 としない別な方法を

待ち望む人は，むなしく待 ってい

るめであり，可能性は しだいに少

な くなっているのである。そめよ

うな人はサタンが演 じさせ るがま

まにゲームを しているのである。

そして， 日が経つにつれて，神の

み前への昇栄はますます遠のいて

ゆ く。，

監督の皆奮ん，人々のために尽

していただきたい。あなたの心に

ある親切 と思いや りを人 々に知 ら

せていただきたい。 ワー ド部運営

上の諸事に捉われて，教義 と聖約

121章 に述べ られているすば らし

い特性を人々に示サのを怠ること

がないように。私の言 う特性 とは

説服 と堅忍 と柔和と温情 と偽 らざ

る愛 とである。

監督の皆 さん，聖徒たちの相談

にいつでものれるように，偉大な

委任の原則を学んでい た だ きた

い。あなたは彼 らの判事である。

そのような召 しを主か ら与え られ

た者は，噛ワー ド部内に一人もいな

い。彼 らが頼 るのはあ な た で あ

る。あなたは耳を傾 けなければな

らない。また，天の声があなたを

通 して人 々に祝福と教えを伝え ら

れ るように，ふさわ しい生活をす

ることも同様に大切である。

確かに真の正義の礎石は思いや

りである。人の心の感 じやす さと

悔い改めて主に従いたい とい う望`

みとは，罪そのものよりもはるか

に大切なものである。

以前に会っだことがなく，今後

再び会うこともない人に自分の犯

した重大な罪を語ることは，悔い

改あた罪人にとって比較的容易で

ある。また人の目に見えない耳に

晋

…

∫
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ひそかに語 り， そ こで 目に見 えな

い唇 か ら赦 しを受 け ることは， そ

れ以上 に容易で ある。 しか し， こ

の よ うな場合， その人が，非常な

努力を払?て 悔改 めを完 全に しよ

うと し， また悲 しみに再 び陥 らな.

.いよ うにす るその後 の数 カ月間，

その傍 らに留 ま る人 がい るで あろ

うか。

い かなる人 も，一人 でその丘 に

登 る力を ほ とんど持 たない。 それ

がいつ も困難で ある ことを考えて

いただ きた い。助 けが 必 要 で あ

る。実際 に私 たちをひそか に愛 し

て いる人， またひそかに， しか も

確 かに私 たちを助 けるよ うに神聖

な委任 を受 けてい る人の助 けが。

私 はその言 葉を再 び強調す る。 こ

こに至 って再 び， サ タンは，秘密

はほ とん ど保たれ ない とい う偽 り

の うわ さを広めてい る か ら で あ

る。 監督 とステーキ部 長は これ ら

の大 切 な秘密を も らさない と，私

は皆 さんに確言 したい。彼 らはそ

の よ うな人 々で はない。聖任 と任

命の前 に，予言者，聖見者 ，啓示

を受 ける者 として神 よ り召 された

人 々が，神殿 め上 の部屋 で彼 らの

生活 につ いて検討 してい る。疑い

もな く，彼 らは この世g高 貴 に し

て偉大 な人 々で あ り，聖徒 た ちも

そのよ うにみ なすべ きであ る。

これは何 と栄ある計画であろう

か。私たちはみな犯 したすべての

渾旗 もかカや らずすべてρ餌
を享鄭 きるとい悌 望歯 づて

、
い.る1こ.と擁 全に到達できるζζ.

家族 と共に聖 き主のみ前に行ける、

こと，.ζれ らを知ることは何 と心

休まる ζとであろう。

搬 からの破騨 幽 約 律1

態 真呪 獅 榊 る琉
この翠 力1腰で姉 晃 蘇 も

「
しみだまに心から従い1神 の計画

の確実性を信ずるな らば，破門と

いう大 きな罰は最初の一歩の後退

にすぎないと，私個人の心か らめ

証を述べる。教会ではそのたあの

職を受けた神権役員を通 じてのみ

これ らの手続きが取 られる。なぜ

な ら，御父の家は秩序の家だから

である。教義 と聖約88章 にはこの

ことが非常にはっきり述べ られて

いる。それを引用 しよう。

「われまた誠に汝 らに告 ぐ
。お

よそ律法によ り支配 さるる者 はま

た律法によりて護 られ，これによ

りて全 くせ られ聖 くせ ら る るな

り。
.律法を破 り律法を守 らず し

て己

れの欲するところを行わんとし，

進んで罪の中に住 りまた全 く罪の

中に住 る者は，律法 によりてもま

た愛隣，正義，'審判によりても聖

くせ られ得ず 。 されば これ らの者

た ちは，なお常 に繊 れの中 に止 ま

らざるべか らず。

およそ，すべての王国 には皆一

つの律法 を与え らる。

それ，王国は多 し。 そは，、如何

な る空間 にも王国な きは無 くまた

大な る王国 も小 なる王国 も， その

中 に空間 なき国 はあ らざるな り。

而 も， その いかなる王国 に も，

一 つの律法を与 え らる
。且つ いか

なる律法 に もまた或 る制規 と条件

あ りて，

すべて， これ らの条件 に堪 え得

ざる者 は，皆義 しとせ られざ るな

り。」(教 義 と聖 約88=34-39)

言 い換 えれば， これ らの条件 に

耐 え られない人 々，すなわ ち永遠

の律法 の違 背を正すため に定め ら

れた神権iの権能 による手続 きに従

って正 そ うとしない人 々はみ な，

主 に受 け入れ られず，主 のみ前 に

行 く資格 も決 して得 な い の で あ

る。神億私 たちを祝福 したまい，

永遠 の律法 を受 け，他 では得 られ

ない理解 を得 させ た もう。

私 たちがす べての人 々の究 極の

祝福 のたあの永遠の律 法 と花義の

管理者 とな る時!こ，主 の最 も豊力}

な 祝 福 が 与 え られ る よ う に 。 イ エ

ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り， ア ー

メ ン。

35



第142回 総大会で の説教

ア ロ ン神 権一確 か な土 台

アロン神権者 として奉仕す ることによって将来大 きな責任を受ける備えができる。

愛 す る兄 弟 の皆 さ ん， 今 晩 この よ う

に 多 くのす ば ら しい神 権 者 た ち を前 に

して， 私 の心 は非 常 に和 らぎ， 喜 び に

満 ち満 ちて い ます 。 教 会 の他 の集 会 所

に も何 千 何 万 の兄 弟 が 集 ま っ て い ま

す 。今 ， 私 は 自分 に課 せ られ た責 任 の

重 大 さ を痛 感 せ ず に は い られ ませ ん。

先 日， こ の召 しを引 き受 け て か ら，

リー 副管 長 に 「召 しが き た 時， 驚 き ま

せ ん で したか 」 と聞か れ ま した。 私 は

答 え に た いへ ん困 りま した。 とい うの

は私 が受 け た シ ョ ッ ク とい うの は， 驚

くとい う程 度 の もので は な か っ た か ら

で す。 ま た そ の シ ョ ック も，最 初 に話

が あ っ た時 よ り も一段 と大 き い もの で

した か ら。 そ れ で も， 私 は信 仰 を持 ち

そ して大 き な期 待 と熱 意 を将 来 に か け

ま した。

私 が この よ うに将 来 に期 待 す る の は

神 が生 きて ま します こと を知 っ て い る

か らです 。 そ して 私 は イ エ ス ・キ リス

トが神 の子 で あ って ， 人 類 の瞭 い主 ，

教 会 の頭 石 で あ り， 今 日主 の予 言 者 で

あ るジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス

ミス大 管 長 を 通 して この教 会 を導 い て

お られ ます こ とを 知 って お ります 。 予

言 者 ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス

ミス は先 程 ， 力 強 く， 彼 の召 しや私 の

召 しに つ いて 証 を され ま した。

ス ミス大 管 長 が 私 の 召 しを発 表 さ れ

た 時， 私 は主 が 予 言 者 を通 して 私 を 召

され た ことを ， そ して 私 が 罪 を悔 い改

め るな らば， 主 は今 か ら果 た そ うと し

て い る仕 事 につ いて 私 を 祝 福 し， さ ら

管 理 監 督

ビ ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン

に強 めて 下 さ る こ とを知 りま した 。 も

し私 が これ らの こ とが真 実 で あ る こ と

を知 らなか った な らば ， そ の よ うな 召

しを受 け る 勇気 も， ま して や 大胆 さを

も持 っ て い な か った で し ょう。 この こ

とを知 って い て さえ も， そ の よ うな神

聖 な 召 しを 引 き受 け よ う と考 え るの は

そ ら恐 ろ しい こ とで した 。

と ころで ， 私 は最 近 の10年 と半 年 の

間 は， す ば ら しい指 導 者 で あ る， ジ ョ

ン ・H・ バ ンデ ンバ ーグ監 督 の もとに

あ って ， ほ ん と うにす ば ら しい 日 々を

過 ご しま した。 私 が ス テ ー キ部 長 会 に

召 され た時 ， 私 は デ ンバ ー第4ワ ー ド

部 の 監 督 の 時 で した。 デ ンバ ー ・コ ロ

ラ ド ・ス テ ー キ部 長 会 の 副 部 長 と し

て ， ま た10年 以 上 の 間 ， 管 理 監 督 の彼

の も とで 副 監 督 と して 彼 と共 に務 めて

き ま した。 私 は 心 か ら彼 を 愛 し， そ し

て彼 に感 謝 して い ま す 。 彼 は 非 常 に才

能豊かな人です。私は彼を助ける特権

を得ましたことを本当に感謝 していま

す。

シンプソン監督は管理監督会の第…

副監督として，教会に大きな貢献をさ

れま した。それは，いたるところで人

々が彼を愛 していることから明らかで

す。彼はほん とうによい人です。

今，私は2人 のすば らしい大祭司に

心か ら感謝 したいと思っています。そ

れは彼 らの主 に対する献身 と絶対の信

頼であります。彼 らはそれをもって，

私の もとで副監督としての召 しをよく

果たすことを受け入れてくれました。

副監督を選ぶにあたって，私は祈 り

の中で，主の霊感を求めました。私は

何百 もの立派な兄弟の名前を読み返 し

ていま した。彼 らのうちの誰かが召 さ

れるはずなのです。2人 ，主が召され

ることを望んでお られるのは2人 だけ

なのです。この大会の開会における彼

らの証を聞かれて，あなた方は，この

ことが真実である確証を目のあたりに

されたことと思います。

私たちは，管理監督会の責任を引き

受けてみて，信頼をいかに天父におい

ているかをよ く知 りま した。これは主

の教会であるという確信がありますの

で，私たちは主の手段によって，主の

時間を使 って主の仕事を成 し遂 げ た

い，という強い願 い を持 っていま し

た。私たちは，主の目的である 「人に

不死不滅 と永遠の生命 とをもた らす」

(モーセ1：39)と いう目的が達成 さ
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れるために，それを助けるよう召され

た僕であります。

管理監督会は，世界中の神権者の長

をすべて任命する大管長の管理のもと

に働きます。彼 らのさしずや委託によ

って，管理監督会は世界中のアロン神

権者の長 として務めています。

アロン神権 とは小神権です。それは

メルケゼデク神権者，大神権者として

ふさわしくなるように準備するだめの

準備の神権だか らです6，それで，管理

監督会の責任 とは，アロン神権を持つ

若い兄弟が，メルケゼデク神権を受け
て

るた め に よ く準 備 し， 資 格 を もて る よ

うに 助 け る こ とで ， メル ケ ゼ デ ク神 権

.の 長 を助 け， 支持 す る こ とで す 。

この こ とに 関 して ， 私 た ち は， た だ

.今紹 介 され た ば か りの 長 老 見 込 み会 員

プ ログ ラ ムを 支持 します 。 教 会 に は，r.

す ば ら しい 男子 成 人 会 員 で あ って ，1ア

ロ ン神 権 を持 って い るか ， あ る い は ま

だ ア ロ ン神 権 を 受 けて い な い人 が 何 万

人 もい ます 。 今 ， 彼 らの霊 的 福 祉 は長

老 定 員 会 会 長 の手 にか か っ て い る の で

す 。 こ の プ ログ ラム は ，・これ らの兄 弟

に と って 大 き な祝 福 ，否 そ れ 以上 の も

の に な る で し ょ う。

と ころ で， 今 ， ア ロ ン神 権 者 の 長 と

して の貴 任 が き て ， あ らた め て それ に

つ い て考 え て い た 時 ，・私 は少 年 の頃 の

思 い を 心 に 浮 か べ ま した 。 ア ロン神 権

を 通 して 主 が 私 に与 えて くだ さ つ た多

くの 祝 福 に よ って 私 の心 は謙 遜 に な り

ます 。

カ ナ ダ の アル バ ータ ・ス テ ー キ部 カ

ー ドス お一 ン第2ワ ー ド部 で執 事 と し

て聖 餐 の パ ス を務 め て い た と きの感 じ

を は ら き り と思 い 出 じま す 。 そ の 同 じ

感 じは丁 ソル ト レー ク神 殿 で の， 毎 月

の 定例 藁 会 に お け る幹部 へ の パ ス をす

る よ う に求 め られ た 時 ， いつ も戻 って

くるの で す 。

私は，そのような神聖な式に参加す

ることをいかに名誉 と考えていたかを

思い出しま した。また，よ く両親が，

私がこの儀式に仕えるにふさわしいよ

うに手や心をいつも清潔にするように

教えて くれたのをはっきり思い出 しま

す。

一番すば らしい レッスンの例と言え

ば，私め父と母が私に して くれた もの

です。二番目は，私の執事定員会指導

教師の例です。彼はまた私めスカウ ト

マスタ苧でもあ りま した。ベンウッド

兄弟は少年たちの指導がいかにあるべ

きかということの鏡で・した。彼の指導

の もとにある少年はみんな，「彼の大き

な愛を感 じていました。彼 の影響力は

日曜日'の朝や火曜日の晩に限 られたも

のセはありませんで した。彼の愛は1

週間を通 じ℃感 じられました。私は執

事指導教師に対 して，12才 の執事の私

に教えて くれた人生のレッスンを感謝

しています。そのレッスンは実に12才

の時か ら今 日に至るまで私を助けて く

れています6

今 日，世界中の多 くの若人は，私が

12才の少年のとき経験 したと同 じよう

な経験を しています。あなた方が12才

であろうと，それより年上であるとに

かかわ らず，これ らのすば らしいこと

を経験する機会があります。

すべての人々は神の子です。 しか し

あなた方はさらにそれ以上のものを持

っております。あなた方は主の御名に

おいて行動する権能を持っているので

す。このことはあなた方を世の人々か

ら，はっきり区別 します。 しか し，そ

の権能があると，あなた方は自動的に

よりよい生活ができるのではな くて，

その権能はあなた方に1他 の人々より

よりよ.く生きる責任を付与 す る ので

す6

なぜならば，あなた方は神め子供た

ちであることを知ってお ります。そ し

て神の権能を持っているのです。です

か ら，この大きな祝福を持たない他の

人々よりも，より多 くのことが，あな

た方に期待されるのです。

私は教会の若いアロン神権者に会 う

と，私の心はわくわくするのです。彼

らは，神権の力によって自分のものに

したすばらしい名誉 と祝福の理解力を

持っています。それ故に，彼 らの生活

をこの確かな土台の上に築 き始めてお

ります6閲

サモアのパゴパゴ ・ステーキに行っ

たことがありました。ペーター ・ステ

ーキ部長は，私をあるワードの聖餐式

に伴いま した。私達が到着 し，発表さ

れま したが，何 ら特別な変更はなされ

ませんで したげ

その日はとて も蒸 し暑い日で した。

私達が，冷房のない粗末な礼拝堂に入

った時，私は上着を脱いだ方がよいの

ではないかと言いました。ペーター ・

ステーキ部長は，急いで私に彼 らのス

テーキ部では天候にかかわらず聖餐式

には上着を着 るということ，それは，

彼 らの最上の服を着 ることによって，

自分たちは主を礼拝するだけではな く

主を誉れに思い，尊敬 していることを

主に示す手段であるのですと言 いま し

た。

私が席について見ると，1聖餐台の前

には祭司 と執事が，きちんと座ってお

りました。彼 らは全員，シャツを着て

ネクタイをしめ，上着を着ているので
噛
.す。その日は非常にむし暑かったにも

かかわ らず。

御存知のように，島のふだん着はた

いぺん簡単なものです。 しか し，これ

らのすば らしいサモアの指導者と青少

年アロン神権者にとって，神聖な聖餐

式に参加す ることは，いつもの日常的

な経験 とは全 く違 うのです。それは聖
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なる務めなのです。そして，・彼 らの服

装は，彼 らが主に抱いている尊敬 と敬

意を表するのを助けると感 じて い ま

す。私はその集会のすば らしい雰囲気

を忘れることができません。彼 らが理

解 している主 との関係は，彼 らの神権

の力を大き く伸ばすのに大事な事柄に

違いないのです。

数年前のある日，私はブラジルのサ

ンパウロでアロン神権者の聖句競争の

決勝戦に出席 しました。 この大会はワ

イネ・ベ ック部長の指示のも～モに伝道

部で開催された競争の決勝戦でした。

審査員の副地方部長たちは，スタンド

に座っていました。一方選手は教会の

中で小さなグループごとに集められま

した。選手は，審査員の前に呼ばれ，

審査員が順不同に選んだ暗諦聖句の中

か らくり返すように言われたり，それ

か らそれぞれの聖句の意味を説明する

ように試されたりします。

私は，普通バスケットやサッカーの

試合で見るすごい熱狂 と興奮をこれら

若いアロン神権者たちのチームの競争

で目のあた りに見ました。場所が ら，

騒々しくはありませんで したが，激 し

い競争で した。彼 らにとって聖句を自

分のものにする楽 しみが体の一部分の

ようになっていました。

南ベ トナムのダナンでアメリカ境ム

との集会の後で，戦闘服を着た1人 の

兵隊が私のところにやってきて，両親

に手紙を書いて くれないかと頼み，こ

う言いました。 「ブラウン監督，私が

今日，アロン神権祭司の職に聖任 され

たζとが私にとっていかに大きな名誉

であったかということを両親に伝えて

いただけないで し ょうか。」彼の両親

は教会の会員ではないので，教会につ

いては何 も知 らず，・それで 彼 らに そ

の日，彼にやってきた大きな名誉につ

いて説明 してほしいとい う こ とで し
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た。

また，先日，ニューヨークで会った

見なりのよい青年は私に 「ユダヤ教徒

やモルモン教徒になりきるこどは容易

なことではありません」 と言 い ま し

た。 この青年がバプテスマを受けた時

彼の両親はかた苦 しい葬式にでも列席

しているみたいに喜ばなか っ た の で

す。この家族に関する限 り， この息子

は死んでいるのです。

アロン神権者のすべてが，マッケイ

大管長がよく言った神権者 としてのふ

さわしい行ないについての責任をよ く

認識することは何 と重要なことであり

ましょうか。

そして今，私は監督に，アロン神権

者の指導者に，特に父親に一言いいた

いのですが，私たち管理監督会は青年

の偉大な目標についてあなた方 と兄弟

愛のきずなをもってかたく手を結んで

おります。未だかつて，.こんなにすば

らしい青年の世代が存在 したことはあ

りません。

私はこの世代の霊は今の時代まで世

に来ることを主 によって引き止め られ

ていたに違いないと確信 して お り ま

す。なぜなら，彼 らの霊はそれほどま

でに特別なものなのです。 しか しなが.

ら，彼 らが送 り込まれた世界は悪 と誘

惑で満ちております。そしてサタンの

軍勢は猛威をふ るっております。その

ような中で，今私たち，家 庭 に あ っ

て，教会にあって若者を導 くように召

された者には彼 らに対 して神聖な責任

があります。

主は家庭に関 して教義 と聖約の中で

このように述べてお られます。 「また

シオンまたは組織せ られたるシオンの

ステーキ部内にて子供を有する両親あ

らば，その子供8才 の時，悔改め，生

ける神の子キ リス トの信仰，パプテス

マと按手による聖霊の賜などの教義を

教えて理解せ しあざれば，罪その両親

の頭に留 るべ し。」「また両親はその子

供たちに祈 ることと，主の前に正 しく

歩む ことを教えざるべか らず。」(教 義

と聖約68：25，28)

このように第一の責任は両親にあり

ます。教会の役員は両親 と家族を助 け

るものであって，決 してそれ らに取 っ

てかわるものではないのです。

監督の皆さん，あなた方は祭司定員

会の会長でありすす。そしそ副監督 と

共に，ワー ドにおいてアロン神権者を

つかさどる職にあるのです。若い神権

者たちはあなた方の指導を必要 として

います。注意を必要 としています。な

ぜなら，あなた方は特別な祝福である

主の特別な召 しを受けてい るか らで

す。あなた方は識別の賜物を賜 ってお

ります。：そして，あなた方はイスラエ

ルの判事であります。

あなた方が， これ らの若い神権者 と

親 しくなる時間を作れば，す ぐに彼 ら.

は親 しくなるで しょう。あなた方は多

くの人々にとってシオンの山の上に立

つ救い手 となるで しょう。あなた方は

他のワード部や支部の指導者と一緒に

判事 となります。

ここで私たちは，あなた方を心か ら

愛 し支持 していることを知っていただ

きたいのです。私たちは一致 した熱心

な指導によって，教会のすべての青年

が，尊い神の子供たちの1人 も失われ

ないのだ ということで，彼の持 ってい

る神権を誉れに思 うよう助けることが

できます。私たちは今，あなた方一人

一人について主に感謝 しております。

皆さんの上に暖かい天父の祝福があり

ますように祈ってお ります。 これ らの

すべてを，イエス ・キリス トのみ名を

通 して，話 しました。アーメン。

量
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末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会第142回 年 次総大会における説教

家 庭 で の 模 範

信仰ある両親は少年に神への奉仕を教える

昨 晩 ， 会社 か ら帰 っ たば か りの時 で

した 。私 に長 距離 電 話 が か か って い ま

した 。電 話 の 女 性 ρ 声 は， 「リー副 管

長 の 秘 書 で す 。 副 管 長 とタ ナ ー副 管 長

は あ な た とお話 した い ので す が ， 今 は

で き ませ ん。 も う一 度 お電 話 を差 しあ

げ た い の です が， 今 晩 ど こか に お で か

けで は な いで す か?」 と言 い ま した 。

ま った く突 然 の こ とに ， その 晩 の 予

定 は皆 取 るに足 らな い こ と と な り， 私

は ， 「家 に お りま す 」 と返 事 し ま し

た 。 そ して そ の あ との ， 私 の人 生 に と

って は長 い30分 の 間 ， あれ これ と仕 事

を 作 って は腰 が 落 着 か ず に い ま した。

電 話 が か か って 来 て ， リー副 管 長 と

タ ナ ー副 管 長 は， 主 か らの この 召 しの

こ とを私 に告 げ ま した。 私 は そ ② あ と

の言 葉 が 足 らな か っ た こ とを お 二人 に

あ や ま らな くて は な りませ ん 。 しば ら

くして言 う こ との で きた言 葉 は ， 「あ

りが と う ご ざい ま す 」 の 一 百 で した 。

私 の 声 も涙 腺 もそ の 役 目を 忘 れ た か の

管 理 監 督 会

H・ バ ー ク ・ ピー ター ソ ン

ようで した。

最後に リー副管長は私に言 い ま し

た。 「ピーターソン兄弟，私たちは主

か ら確認を受けました。 これは主があ

なたにしてほしいと思っておられるこ

とだ と知 っていただきたいの で す。」

彼がそう言った時，私 もその気持を受

けたように思います。私はその時どの

ようにすればよいか方法を知 らず，そ

れは現在 もまだわかりませんが，すべ

ては主のなされるままに行なわれると

いうことを知ったように思います。

私 は，主がこの時代に一人の予言者

を召されたことを感謝 しています。予

言者の側に立つ高貴な人々を召された

・ことを感謝 しています。彼 らの信頼を

主に感謝 しています。

私はブラウン監督の信頼を感謝 して

います。主が副監督を選ぶに際 し彼を

導かれたことを感謝 して い ま す。私

は，彼 と働 く時それが楽 しく有意義な

経験となるよう，すべてを尽 くして働
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きたいと思います。

電話の後，私は妻を呼び寄せ，その

ことを話 しました。私たちは椅子に腰

かけ， しば らくの間それが生活にどう

影響するか，5人 の娘や仕事や購入 し

た1まか りの家について もどのような影

響を及ぼすかを話 し合いました。そし

てその時，ほとんど無意識のように私

たちはひざまずき，私たちに寄せ られ

た信任や愛や私たちのためになされた

事ごとについて，共に天父に感謝を捧

げました。子供 たちのことを感謝 し，子

供たちが天の御父を愛 していることを

感謝 しました。また私は永遠の恋人で

ある私の妻のことを も感謝 しました。

これか らの時を地上で生きる恵みを彼

女に与えて下さったことを感謝 しまし

た。また，今まで私たちの家庭を訪れ

たどの召しにも妻が忠実であったこと

を感謝 しました。

先週の金曜 日の夜の召 し以来，私の

心にはさまざまなことが去 来 しま し

た。いったいなぜ，どうして， こうな

ったのだろうかと。私 は自分の少年時

代を回顧 し，両親がごくありふれて月

並なやり方なが ら，子供たちに親や天

の父なる神さまに対す る愛を植えつけ
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て くれ た こ とを 感謝 しま した 。

勲 こ晦 柳 岬r・.外野 摩

忽ち々やま、養き警 を憾 騨 警や
網頁噸 鯛 ㌣?遊：憶鯵 勲鍵1多

逸ζ：と誌 は覚え健晦響諺指
私iヒちは神殿に1ついてよ く知1げま・笹

々で.した・.1申脚 卸 わ移 酵 ：：ゆ
し}Tも部 わがりませ膝 輿 榊 詫
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ζ陣 ・とを，鱗 件蜘 煮 ㌣劇
た噸 勉 ら，

、ヒ私たち際9際 戸綿
の脚 羽砂 を見送つ櫛 に淘 ゆ

も愛.ゆ 蘇 ち岬 いて燦 力・
ける⑱だから，神殿で1ま何か大切なと

とが行なわ郷 ・るに幽 ない≒罵。

や まし些講 妨 断 倣 鰯 ゆ

野獅 要噸1㌣酌
概 幟長蝉 畝 鱒砕

間㌃榔騨轡嘩鰭講曄
日嘱 騨力碑 撚 噸掌に行
っていだ⑱を思ヤ・出します5父 はブラ

インドを降ろし，樫の木のテーブルの

上にそあ日監督に代って集あた什分の

一や献金を置きました
。1

そ して お金 を 数 え， 計 算 し，1ド ル

5ド ル ，10ド ル ご とに東 に して， ア'イ

ロ ン と しめ らせ た布 と ア イ ロ ン台 を持

って きて ， 紙 幣 に1枚 ず つ ア イ ロン を

か け ， しわ を 伸 ば して い ま した。

一4人 の小 さい 少 年 が
， そ の こ とか ら

何 を受 け とめ た か とお「思 い で し ょう。

一 つ学 ん だ こ とは
，主 の た め に 何 を す ・

る に して も， ベ ス トを尽 く して そ の方

法 を 知 る とい う こ とで す。 主 の た め に

働 く時 ， 立 派 にや りす ぎ る とい う こ と

は決 して あ りませ ん。

世 の 物 を 多 く持 たな い こ の謙 遜 な人

と妻 で あ る母 は ， 何 気 な い 行 な いに よ

っ て ，息 子 た ち に主 に対 す る愛 を 植 え

っ け て くれ ま した。 私 が け さ こ こに こ

う して 立 つ ご との で き る こ とや証 を述

べ る こ と の で き る の は， この よ うな経

験 が あ って こ そ ですd私 は神 が生 き て

お られ る こ と， イ エ スが キ リス トで あ 、

る こ と， この教 会 は 神 の教 会 で あ り，

子 供 た ちの救 い の た め に神 が 組 織 され

た教 会 で あ る こ とを 知 って い ます 。

'私 は これ らが真 実 で あ る こ とを確 か

に知 っ て い ます 。 ・イエ スrキ リス トの

み名 に よ り証 い た します 。 ア 「 メ ン。
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ジ ョ セ ブ ・：Ｆ ・ ス ミ ス

家 族 と 世 代 の 断 絶

ア ー サ ー ・Ｒ ・バ セ ッ ト

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス は一 生

涯 独 特 の風 格 を 備 えて い た

鐵
年ρ ト唾

文覚Ｋ

懸

親子の分裂，世代間の断絶がありふ

れたこととしてよく話題に の ぼ る昨

今，愛と理解に結ばれた家族を知 るこ

とは慰めである。

４８入の子供を擁 したジョセブ ・Ｆ・

スミスを父とする家庭はそんな家庭で

あった。一人一人は皆それぞれに愛 さ

れていた。教会が家庭や家庭の夕べや

家族生活に重きを置き始めたのが，他

でもないスミス大管長の時代であった

ことはもっともなことである。家庭は

私たちの時代に再び重視 されている。

しか し皮肉なことに，ス ミス大管長

は彼の理想とした家庭生活には恵まれ

ずに育 った。ユ０代の初めにはすでに両

．親を亡 くしていたのである。彼が家族

の平安をあのように切実に感 じたのも

このゆえであろう。ジョセブの父ハイ

ラム ・ス ミス は， この将 来 の 大 管長 が

わ ず か ６才 の 年 に 暴徒 の 凶 弾 に 倒 れ た

の で あ った 。

ハ イ ラムが 予言 者 ジ ョセ フ と生 涯 の

大半 を共 に し， ジ ョセ フが 兄 を 自分 を

愛 す る よ うに 愛 して い た こ とは よ く知

られ て い る と こ ろで あ る。 主 も 「彼 の

心 実 直 な る故 に」 また 「わ れ の前 に義

しき こ とを 愛 す る故 に」 ハ イ ラ ムを愛

され た 。 （教 義 と聖 約 １２４：！５）

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス は 一生 を通 じ

て ， 父 親 を特 別 に 愛 した。 そ の愛 はす

ば らしい 父子 関係 か ら生 じた もので あ

った 。

ハ ィ ラ ムが 馬 に乗 り， カー セ ー ジ に

向 か った 時 の ， ジ ョセ ブ の心 に残 る父

親 の最 後 の記 憶 は な ま な ま しい もので

あ る。 ス ミス 大管 長 は後 に 述 べ て い

る。 「馬 か らお りず に ， 父 は くらの上

か らか が み 込 ん で ， 下 に い る私 を抱 き

あげ た 。 父 は私 に さ よな らの キ ス を し

て 再 び：地面 に 立 た せ ，私 は走 り去 る父

を 見 送 った 。」 こ の 経 験 の あ と不安 な

日 々が 続 き， つ い に あ の恐 怖 の夜 が来

た 。 「私 は 殺 害 の 夜 を 覚 え て い る。・…

一 人 の 兄 弟 が カ ーセ ー ジ か らか け つ け

て ， 暗 や み の 中 か ら家 の窓 ガ ラス を 叩

き， 『ス ミス姉 妹 ， 御 主 人 が 殺 され た 』

と， 母 に 叫 ん だ 。」 これ は 彼 が わず か

６才 の 時 の こ とで あ った 。 大人 とな っ

て か らも，彼 は そ の 晩 の不 安 と恐 怖 を

な お 覚 え て い た 。

そ の ２年後 ， ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス と

未亡 人 に な った母 親 は ，大 勢 の モル モ

ン開 拓者 と共 に ア メ リカ大 陸 横 断 の旅

に 出 な け れ ば な らな くな っ た。 荒 野 の

４１
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旅 を しなが ら， 彼 は そ こで 母親 か ら信

仰 に つ い て多 くの こ とを学 んだ 。 そ の

２つ を 簡 単 に 語 ろ う．．

初 め の話 は ，荒 野 の横 断 中 に牛 を な

く した 話 で あ る、 ス ミス 大管 長 は この

こ とを ， 「祈 りの効 果 が 実 際 に現 わ れ

た最 初 の 経験 」 と言 って い る そ の 印

象 は心 に 残 って ． 全 生涯 に わ た り彼 を

助 け たの で あ った ．

ス ミス 家 の入 た ちが あ る朝 起 きて み

る と，群 れ の 中 の最 上 の牛 が数 頭 い な

くな って い るの に 気が つ い た、 ジ ョセ

ツ ・Ｆ と その 叔 父の ジ ョセ ブ ・フ ィー

ル デ ｛ング は 捜 しに 出 か け た が ，午 前

中 捜 しまわ って も徒 労 に 終 った 、．：一二入

は疲 れ ， が っか り して 子 ン トに 帰 って

き た、 す る と彼 らは． メア り一 ・フ ィ

ー ルデ ィン グ ・ス ミスが ひ ざ ます き，

牛 を な くす と目的 地 へ の 到 着 が ず っ と

遅 れ る ので ， 捜 して い る二 人 を 助 け て

下 さい と神 に願 って い る姿 を 見 た 一

この若 い 開拓 者 の母 親 け祈 り終 ると

自分 の 兄弟 と息 子に朝 食 を と る よ うに

と言 い ． 自分 は 家畜 を捜 しに行 く と言

った ，彼．女は． も う捜 して も無 駄 だ と

１２

い う兄の 言葉ｉを 聞 かず に、 畑 を め さ し

て 出 か け て 行 った、 ま ず 兄 の言 葉 を 意

に介 せ ず ， 次 に ぱ ミズ ー りの大 荷 車 隊

の 牛 飼 い が朝 逆 方 向 に 向 か う牛 を見 た

と 言 うの も気 に か け ず に ， メア リー ・

ス ミス は ひた す ら川 へ 向 か った ．岸 辺

に着 い た彼女 は、 ふ り返 っ て兄 と息 子

を呼 ぶ 身 振 りを した ２入 が か けつ け

る と， 人目か ら隠 れ た柳 の 木 に 牛 が つ

な い で あ る のが みつ か ， だ 、開 拓 者 た

ちが 出 発 した後 で 戻 って 来 よ うと． だ

れ か が そ こに つ な い で お い た の は明 ら

か で あ った ，

二 つ めの 経験 も １頭 の牛 を な く し，

ア リー ・っ で一 ルデ ィン グ ・ス ミス と

意 見 を異 に した幌 馬車 隊 長 か ら冷 い し

う ちを受 け た話 で あ る。 開拓 者 団 の よ

うに人 クが 大 勢 集 謹 る時 には ． 腹 の立

つ こと も不和 もあ り が ち で あ る、、ヌ

カ ウ ト ・キ ゼ ．ブや 軍 隊 や 少 女 た ちの

キ １、ン プに 加 わ っ た経 験 が あ る 人 な

ら， だ れ で もそ の問 題 が わか るで あ ろ

う 、

その よ うに 開拓 者 た ちの 問 に も． 摩

擦 の 生 じるの は避 け が た い こ とで あ っ

た 、．

この場 合 意 見 の相 違 は， ス ミ ス未 亡

人 が 盆地 に着 くに は家 財道 具 が 少 なす

ぎ るの で ， グ ル ー プの重 荷 に な ると管

理者 が感 じた こ とか ら始 ま っ た． つ い

に彼 は 「目的地 ま で あ な た を おぶ っ て

い くか 。 こ こに お い て い くしか な い で

す ね ．．とま で言 い き った ．メ ア リー ・フ

ィール デ ィング ・ス ミスは そ れ に対 し

て ， 「一あな た を 谷 底 に つ き お と して で

もあ なた の 助 け は 受 け ま せ ん 」 と答 え

た 。 これ で言 い 合 い の け りが つ き， 隊

は出 発 した 。 全 員 は で き る限 り進 ん で

プ ラ ッ ト川 と スイ ー トウ ォー タ ー 川 の

中 間 あ た り まで 来 た 時 に ， ス ミス姉 妹

所 有 の 牛 の頭 が ， 毒 を飲 まさ れ た よ う

な 様 子 で くび き に つ な が れ た ま ま， 倒

れ た 。 …・目見 て ， そ の牛 が瀕 死 の状 態

で あ る こ とが わ か っ た。 牛 は け い れ ん

して 硬 直 し， だ れ もが す ぐに死 ぬ と思

った ， あ とに続 く，幌 馬車 は ス トップ

し， 隊長 が ７この世 の 終 りが来 た か の

よ うに た け り狂 って 」走 って来 た．

「言
った 通 り じゃな い で す か 」隊 長

は 言 っ た。 しか しそ れ は違 って い た 。

ス ミス未 亡 人 は聖 別 され た 油 を 取 り出

す と，兄 と ジ ．、一 ムズ ・ロー ソ ンに 牛 を

ぜ ひ と もな お して ほ しい ので ， 病 人 を

い やす 時 と同 じよ うに ど うぞ この牛 を

祝 福 して 下 さい と頼 ん だ。 彼女 の熱 心

な願 い は聞 か れ ． 二 入の 兄 弟 た ち は牛

の頭 に油 を 注 ぎ，牛 を置 いて ，破 壊 者 の

力 を け ん責 した ，す る と す ぐに牛 は起

き上 が り， 数 分 の うち に何 ご と もな か

っ たよ うに くび き を ひ き始 め た これ

は隊 の 人 た ち に とっ て大 きな 驚 きで あ

った 、一・行 が そ う進 ま な い う ちに． ま

た 他 の 牛 が最 初 と同 じよ うに倒 れ たが

同 じよ うに して 立 ちあ が った。 そ れ は

３回 繰 り返 され た．

これ らの こ との 一一部 始 終 を 子供 の ジ

弓セ ツ ・Ｆ ・ス ミス は 見 てい たが ， 叔

父 が現 わ した神 権 の 力 を感 じた と其 に

未 亡 人 とな っ た母 の深 い信 仰 に注 意 を

ぴ か れ た。 母 親 は彼 の… 生 に 一つ の強

い印 象 を 残 す こ と とな った の で あ 都

盆 地 に到 着 して １年の後 ． 彼 が 興 才 の



時 に母 親 は死 ん だ。 そ う して 彼 は両 親

を 失 った の で あ る。

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス は １５才 の年 に

長 老 に聖 任 され ， エ ンダ ウメ ン トを受

けて ， 宣 教 師 と して ハ ワイ へ遣 わ さ れ

た。 そ こで 彼 は病 み ， 年 に そ ぐわ な い

非 常 な苦 しい経 験 を した。 しか しそ れ

らの経 験 は彼 の 心 を 深 く し能 力 を広 げ

て， 生 活 に新 しい霊 的 視 野 を 与 え る こ

と とな っ た。 そ の よ うな一 つ の 経験 は

お もに家 族 に つ い て の あ る夢 で あ る。

彼 は伝 道 中 ，非 常 に落 胆 して い た時 に

この 夢 を 見 た 。 「私 に は … … ま った く

友 人 が な か った 。 貧 し く無 知 な … …入 ．

々を 除 いて 。 私 は 貧 し く知 識 も知恵 も

な い小 さな 者 で ， 少 年 さえ ま と もに み

つ め られ な い状 態 だ った 。 … … 大人 と

は顔 を合 わせ る こ と もで きな か った 。

夢 に は い ろ い ろ な こ とが 出 て きた が

中心 は一 人 の男 の子 を 予 言 者 ジ ョセ ブ

・ス ミス に差 し出す ことで あ った 。 夢

の 中 で ，彼 は父 と母 に会 い， 母 か ら １

人 の子 供 を 手渡 され た。 彼 は その 子 を

予 言者 ジ ョセ フの と ころ へ 連 れ て 行

き， 彼 に渡 して 戻 って き た。 そ れ か ら

ジ ョセ フ ・ス ミス とハ イ ラ ム ・ス ミス

とブ リガ ム ・ヤ ン グ （この 時 に は ま だ

生 きて い た） が ３人 で 赤 ん坊 を 囲 み ，

祝 福 を施 し， それ が 終 る と予 言者 が赤

ん坊 を ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミ ス に 返 し

た 。若 い長 老 が赤 ん坊 を 予 言 者 ジ ョセ

ブに差 し出 した 時， 彼 は手 を予 言 者 の

胸 に触 れ て ，予 言 者 が本 当 に い るか ど

うか を 確 か めて み た 。 そ して赤 ん坊 を

返 して も らう時 ， ジ ョセ ブ ・Ｆは も う

一 度 それ が 夢 か 現 実 か を確 か め よ う と

した。

「私 は， それ が ど うい う こ とか 知 り

た か った。 だ か らわ ざ と予 言 者 に触 れ

た 。彼 の胸 は暖 か か っ た。 彼 は私 の 心

が わ か った か の よ うに ほ ほ え み か け

た 。 彼 は 子供 を私 に渡 し， 私 は そ の子

を母 に渡 し，母 は子 供 を膝 に抱 い た。

そ の朝 起 き る と，私 は ま だ若 い なが

ら も一 人 前 の 大 人 だ った 。私 の恐 れ る

もの は この世 に何 一 つ な か った 。 … …

も し私 が 主 の み前 に い くば くか の 清 く

正 しく善い人間であるとするな らば，

あの時受けた示現 あらわれ，証が，

ス ミス大管長の言葉か ら，彼がこの

経験で当時の予言者に対する証を強め

大管長の愛用 し

た帽子 と洋服 ブ

フン，ステ ッキ

・饗鱗 、灘 難 黙轡 ・

瞭義識

今の私を作 ったのである。あの経験は

あらゆる試練の時，あ らゆる困難の時

に私を助け出 して くれた。」

ｉ謬

られ た こ とを強 調 して い るの が わ か る

が， 私 た ち は この夢 か らス ミス 大 管 長

め語 って い な い も う一 つ の こ と に気 が
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つ く。 それ は 一 人 の 男 の子 を予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス に祝 福 して も ら う こ と

で あ る。 ス ミス 大管 長 の息 子 の うち二

の人 が の ち に十 二使 徒 評 議 員 とな り，

そ の一 人 ， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィン

グ ・ス ミス は教 会 の大 管 長 と な って ，

あ たか もジ ョセ ブ ・ス ミスか ら続 いた

予 言 者 の外 套 を 着 せ られ た こ とを考 え

る な らば，若 い宣 教 師 と して 「ハ ワ イの

山中 １人 孤 独 に む しろに す わ った」 時

に受 け た この 夢 に ， 予言 が含 ま れ て い

な か った とは誰 も言 え な い で あ ろ う。

時 と生 活 は 多 くの こ とを変 え るが ，

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス の場 合 もそ うで

あ った 。彼 の将 来 に は， 孤 独 で 家 族 に

恵 ま れ な い生 涯 が待 って は い な か っ

た 。２０才 の 時， ２回 目 の英 国へ の 伝 道

に 出発 す る少 し前 ， 彼 は レビ ラ ・ク ラ

ー ク と最 初 の結 婚 を した 。 この 伝道 中

は， 自分 を 待 ’って い る人 が い る とい う

慰 めを 得 る こ とが で きた 。 この 妻 の あ

と，‘５人 の 妻 が 加 わ り （彼 は 多 妻結 婚

の 実 施 され て い た 時 期 の人 で あ っ た ），

４８人 の子 供 を 得 た 。彼 の家 族 は特 に金

持 で は な か った が ， 愛 ， す な わ ち愛 だ

け に頼 る こ とを学 ん だ人 々 に生 まれ る

そ うい うた ぐい の愛 に よ り， 祝 福 され

て い た。 この愛 を示 す美 しい話 を二 つ

彼 が 父親 に な りた てで １日 に生 計 費 ぎ

り ぎ りの ３ ドル の賃 金 で生 活 して い た

頃 か ら紹 介 しよ う。

あ る ク リス マ ス の経 験 は特 に痛 ま し

い。 彼 は貧 困 で あ っ た こ とや 周 囲 の 人

が 皆 金持 に見 え た こ とを 語 つた あ とで

ク リス マ スの 間 近 い あ る 日， 「子 供 た

ち に何 か 」 を 買 うた め に 町 へ 出 か け た

こ とを 話 して い る。

「私 は
， ク リス マス く．らい は子 供 た

ちの 喜 ぶ 物 を 買 って や りた い と 思 っ

た 。しか し １セ ン トす らなか った 。私 は

中 心 街 を 行 きつ 戻 りつ しな が ら，店 と

い う店 の ウ ィ ン ドーを の ぞ き込 ん だ。

それ か ら私 は ， こそ こそ と人 目 を避 け

て しゃが み こみ ，痛 む心 が い や され る

まで子 供 の よ うに泣 き続 け た。 しば ら

く して家 を 出 た時 と同 じ く手 ぶ らで 帰

宅 し，子 供 た ち と遊 ん だ。 子 供 た ち の

４４

た め に私 の心 は 明 る くな り幸 せ を感 じ

た、。」

も う一 つ の経 験 は， 彼 が 「ド ド」 と

言 っ て愛 した マ ー シ ー ・ジ ョセ フ ィ ン

とい う名 の最 初 の女 の子 を な く した こ

とで あ る。 ジ ョセ ブ ・フ ィ ール デ ィ ン

グ ・ス ミス大 管 長 の 長姉 に あ た る幼 い

ド ドは， ３才 の 時 に 死 ん だ。 娘 を連 夜

看 病 し，抱 き， 励 ま した 父親 は， 娘 が

一 睡 も しな か った 晩 は こ と に 悲 し ん

だ 。 翌 朝 に な る と， 娘 は 「パ パ， き ょ

うの夜 は私 眠 る わ」 と言 っ た。 そ の言

葉 は 「胸 を つ き さ した 。」それ か ら間 も

な く， 彼 女 は死 んだ 。 そ の 時 の彼 の 悲

しみ は妻 エ ドナ に宛 て た 手 紙 の 中 に よ

く表 われ て い る。

「とて も手 紙 を 書 けそ うに思 え な い
。

今 も私 の心 は痛 み ， す べ てが 混 沌 と し

て い る。 つ ぶ や い て よ い な ら， 神 よ許

した ま え ，私 の魂 は， 激 しい嘆 き に試

み られ ，心 は断 腸 の思 い に傷 つ いて い

る。 私 は孤 独 だ。 家 庭 も私 に と って 寂

し く陰 うつだ 。 … …私 の か わ い い ド ド

は逝 って しま った 。 そ れ が私 に は ど う

して も信 じ られ な い 。 そ ん な こ とが あ

って いい の か と私 の 心 は 問 う。 見 て も

何 も無 く， 聞 い て も音 は しな い。 部 屋

を 歩 きま わ るが ， ど こ も無 人 で 寂 し く

荒 れ は て て い る。 庭 の散 歩 道 を見 お ろ

し，家 の ま わ りを なが め， あの 光 輝 く

太 陽 の髪 とバ ラ色 の ほ おが 見 え な い か

とそ こか しこを 見 まわ す が ， 悲 しい こ

とに小 さ な足 音 は聞 こえ て こな い 。 パ

パへ の愛 を キ ラキ ラ と輝 か す小 さな瞳

は な く， や さ し く尋 ね る声 もな い。 首

に ま とわ りつ く小 さな か わ い い手 は な

く，子 供 らし く無 邪 気 に か わ い い バ ラ

色 の 唇 で返 して よ こす あ の私 の好 きな

キ ス や抱 き つ い て くる姿 もな い。 あ る

もの と言 え ば入 け の な い小 さ な椅 子 だ

け だ。 あ の子 の お もち ゃ は隠 され ，洋

服 は片 づ き， ただ 心 を 踏 み くだ く寂 り

慧毒錨
灘攣轟

隠 蟷 難ド
・糠 瓢

鱗羅

ス ミス大管長 は時 間を正確 に

守る人として知 られていた。

これらの時計は大管長が長年

愛用 したもので ある。



よう感 だ けが私 に重 くの しか か って く

る。 あの 子 は こ こに い な い。 あ の子 は

逝 って しま った ／ … …私 は も う狂 気 の

域 に 踏 み込 ん だ気 持 だ。 あ あ， 神 だ け

が ，私 が どん な に あ の子 を 愛 して い た

か ， あ の子 が私 の喜 び ， 光 だ っ たか を

ご存 知 だ 。」

４６年 後 ， 自身 の死 のわ ず か ２年 前 ，

ス ミス大管長所有 のめがね と

ハワイ語 のモルモン経

ス ミス大 管 長 は 日記 の 中 に ， 「き ょ う

は私 の初 子 マ ー シ ー ・ジ ョセ フ ィ ンの

４９回 目 の誕 生 日で あ る。何 よ り もか わ

い ら し く知 恵 にた けた 少女 。彼 女 は ３

才 に な ろ うとす る１８７０年 ６月 ６日， 私

の全 生 涯 で 最 も楽 し く幸 せ な美 しい ３

年 の 思 い出 だ けを 残 して死 ん だ」 と書

き記 して い る。

い か な る世 代 間 の 断絶 が ， この よ う

に流 れ続 け る愛 を せ き とめ る こ とが で

き るで あ ろ うか。 ま た， ス ミス大 管 長

が主 の予 言 者 とな ってす ぐあ とに述 べ

た 次 の言 葉 の真 実 とそ の重 み を， 誰 が

疑 い 得 よ うか 。

「家 庭 か ら離 れ て本 当 の幸 福 の あ ろ

うは ず が な い。 家 庭 の影 響 力 を 清 く保

つ た め の あ らゆ る努 力 は， そ の よ うに

して犠牲 と労苦を払い，よい家庭を築

こうとする人々を高めるものである。

男も女 も家庭生活を何か他の生活で代

用 しようとすることがある。彼 らは，

家庭は束縛であり，一番の自由は意の

ままに動きまわれることだと自分に信

じこませる。奉仕なしで幸福は得 られ

ない。家庭を神聖にし，家族生活を維

持 し進展させる働きこそ最高の奉仕で

ある。

家庭での責任を回避する人々は，社

会福祉の重要な一要素に欠けている人

々である。彼 らは社会での楽 しみ事に

ふけっているが，その楽 しみはうわべ

だけであって，あとの生活に後悔を生

むのである。

大 管長 は好んで家族 と戸外 に出かけた

予 言 者 の 暑 名

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミ ス の 略 歴

（１８３８－ １９１８）

年 令 一

ユ８３８年 １１月 １３日 ミズ ー り州 フ ァー イー ス トで 出生

１８４４ ６ 父 ハ イ ラム ・ス ミス殉 教

１８４６－４８ ８－ １０ 幌 馬車 隊 で 大 陸 横 断

１８５２ １４ 母 死亡 ，孤 児 とな る

１８５４－ ５７ １６－ １９ ハ ワ イ伝 道

１８５９ ２１ レ ビ ラ ・Ａ ・ス ミス と結 婚 ， ソル トレー ク ステ ー

キ 部高 等評 議 員 に召 さ れ る

１８６０ ６３ ２２－ ２５ 英 国伝 道

１８６５－ ７４ ２７－ ３６ 准 州 下 院議 員 とな る

１８６６ ２８ 使 徒 に聖 任 さ れ ，副 管 長 に召 され る

１８７４－ ７５ ３５－ ３７ ヨー ロ ッパ伝 道 部 伝 道 部 長

１８７７ ３９ 再 び ヨー ロ ッパ 伝 道 部 伝 道 部 長

１８８０ ４２ ジ ョ ン ・テ イ ラー大 管 長 の も と第 二 副 管 長 とな る

ユ８８４－ ９１ ４６－ ５３ 合 衆 国 南 西部 ， メキ シ コ， ハ ワイ ， カ ナ ダ ，合 衆

国東 部 で 働 く

１９０１ ６３ 大 管 長 に 支持 され る

ユ９０６ ６８ ヨー ロ ッパ を 訪 問 した 最初 の大 管 長 とな る

１９１９年１１月 １９日８０ 死 去

４５
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新 し い 教 会 幹 部

七十人最高評議員会会 員ブルース ・レッ ド・マ ッコ ンキー長老 （５７） が十二

使徒評議員会の空席 を埋 めるよう召 された。 また ３名の十 二使徒評議員会補助

を含む ４名が新 たに教会幹部 に名を連 らねた。

マ ッコンキー長老 の後任 として新た に七十人最高評議員会会員 に召 され ため

は，ユ タ州プ ロボ出身 の教育者 レ ックス ・Ｄ ・ビネガー長 老 （４０）で ある。 ピ

ネガー長老 は北 カロライナ ・バ ージニア伝道部の伝 道部長 である。 それ以前 に

は 日曜学校 中央管理会会員 として働 いた。

新 しい十二使徒補助は以下の通 りで ある。

０ ・レス リー ・ス トー ン （６９） 十二使徒地 区代表，前 ソル トレー ク神殿

長， オー クラン ド・バ ークレー （カ リフォルニア） ステーキ部長

ジ ェームス ・Ｅ ・フ ァウス ト （５２） 十二使徒地 区代表，前 コ ッ トンウ ッ

ド （ユタ） ステーキ部長，ユ タの著名な弁護士

Ｌ ・トム ・ペ リー （５０） マサチ ューセ ッツ州 ウエス トン出身，前 ボス ト

ンステーキ部長，傑 出 した事業家

新 しい教会幹部 は，新大 管長 会が支持 され た聖会 において支持を受 けた。聖

会は第 １４２回半期総大会 の第 １回 目の集会 と して リー大 管長の司会 の もとに行

われた。

これ によ り現在 の十二使徒評議員会補助は合計１８名で，１９４１年で最初 の ５名

の補助が召 され て以来最 多数を数 えることになつた。

４６
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神 権 ＭＩＡプ ロ グ ラム

大管長 会 よ り発表 され る

大 管 長 会 は， これ まで 相 互 発達 協 会 に よ っ て運 営 され て き

た プ ログ ラム の再 編 成 を 発 表 した １

これ に よ る と， 神 権 中 心 のＭ ＩＡ が ２つ， それ ぞれ 別 個 に

設 け られ る こと に な る。 一 つ は１２歳 以上 １８歳 未 満 の青 少 年 の

た め に ア ロ ン神 権 殖 ＩＡ （ＭｕｔｕａｌＩｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔＡｓｓｏｃｉａ－

ｔｉｏｎ） で ， この プ ログ ラ ムは 監 督 の 管理 下 に お か れ る。 もう

一 つ は メル ケ ぜ デ ク神 権 Ｍ ＩＡ （Ｍ ｕｔｕａｌＩｎｔｅｒｅｓｔＡｓｓｏｃｉａ・

ｔｉｏｎ） で ， これ は さ らに ヤ ング ・アダ ル ト （１８歳 以 上 ２５歳 以

下 の未 婚 者 ） とスペ シ ャル ・イ ン タ レス ト （２６歳 以 上 の未 婚

者 ） に 分 け られ る。 ま た， 既 婚 者 の活 動 は神 権 定 員 会 の管 理

下 に行 な わ れ る こと に な る。

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管 長 は， この 新 しい プ ログ ラム を発

表 す るに あ た り， 神 権 相 互 調 整 の 改 善 に寄 与 す る点 ふ ら これ

を採 用 した と語 った 。

この新 しい プ ログ ラム の基 本 は ，Ｍ ＩＡ活 動 が未 婚 者 の た

めに 行 な わ れ る とい う点 で あ る。 既婚 者 は定 員 会 で計 画 され

た活 動 に参 加 す る。 』層 ． 葦’

さ らに大 管 長 会 は青 少 年 プ ログ ラ ムの新 しい会 長 会 を 発 表

した。 この会 長 会 は管 理 監 督 会 の 管理 下 に働 く。 ロバ ー ト ・

Ｌ ・バ ック マ ン， リグ ラ ン ド ・Ｒ ・ガー テ ィス， ジ ャ ック ・

Ｈ ・ゴ ーズ リン ド ・ジ ュ ニ アが青 年 男子 の会 長 会 ， ル ニ ス ・

ハ ー デ ィー ・フ ァン ク， ホ ー テ ンス ・Ｈ ・チ ャイル ド， ナ ー

デ ス ・Ｇ ・カ ップが 青 年 女子 の会 長 会 を構 成 す る。

ＹＭ Ｍ ＩＡ 中 央 管 理 会 会長 のＷ ・ジ ェイ １エ ル ドレ ッジお

よ び そ め副 会 長 で あ る ジ ョー ジ ・１ ・キ ャ Ｚン ， ロバ ー ト ・

Ｌ ・バ ック マ ン， な らび にＹＷ Ｍ ＩＡ 中央 管 理 会 会 長 の マ、ロ

ー レン ス ・Ｓ ・ジ ャ コ ブ セ ンお よ び そ の副 会 長 で あ る マ 」 ガ

レ ッ ト ・Ｒ ・ジ ャ ク ソ ン， ドロ シ ー ・Ｐ ・ボ ル トも解 任 され

た。 さ らに中 央 管理 会 会 員全 員 が解 任 され たｑ

匹 へ活 動 プ ロ墜 郷 底 ・．．士≡ 一使徒 評 議 員 の上 ニ ヱ スー一
●ｓ ●モ ン ソ ン

・ 嵐 慨 Ｋ ．●ノ聾 虹 一・ ㌃ ギ き ’Ｊ ．ア

、シ ・ ト．ン， ブル ース ．・．恥 勉 コ 避 ７ が 務 噸 マ こ栖 ◎

醐 は メル ケゼ デ ク神権 Ｍ ＩＡ の た め ｝こ働 轍 鴫 に メル ケ
、で

ゼ デ ク神 権 定 員 会 を 通 じて運 営 され る教 科 課 程 ；ξ拳＃ 計 画 活

動 の発 展 を 監 督 す る。既 婚 者 ，神 権 者 の未 亡 拳 挙挙 墾 暴 老 見 ．

込獄 灘 繋 繕 撫
のも｝藩鑑 長

と２名の副部長が召され，メルケゼデク神権Ｍ ＩＡを指導ず ‘

る。部長として召されたのは十二使徒評議員会補助のジェー

ムス ・Ｅ ・ファウス ト長老，また同 じ十二使徒評議員会補助

４弓

の マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン クス長 老 ， Ｌ ・ トム ・ペ リー長老 が副

部 長 と して 召 され た 。 ヤ ング ・ア ダル トお よび ス ペ シ ャル ・

イ ン タ レス トグ ル ー プ の奉 仕 計 画 と活 動 は この ３名 の 管理 下

に行 な わ れ る。

ア ロ ン神 権Ｍ ＩＡ プ ログ ラム は， ス テ ー キ部 の段 階 にお い

て は ス テ ーキ 部 長会 お よ び ス テ ー キ部 ア ロ ン神 権委 員 会 が管

理 指 導 す る。 この プ ログ ラム に対 して 他 の指 導 者 と顧 問 が必

要 で あれ ば ， ス テー キ部 長 会 が 召 す 。

ワ ー ド部 の 成 人 に よ る ア ロン神 権 Ｍ ＩＡ の監 督 は ，監 督会

ア ロ ン神 権 主 事 ， ア ロ ン神 権 定 員 会 指 導 教 師 （ＹＭ Ｍ ＩＡ副

会 長 ） な らび にＹＷ Ｍ ＩＡ会 長 会 が あ た る。

メル ケ ゼ デ ク神権 Ｍ ＩＡ プ ログ ラム の ヤ ン グ ・ア ダル トは

末 日聖 徒 学 生 協 会 会 員 も含 め て， １８歳 以 上 ２５歳 以 下 の 未 婚者

のた め にス テ ーキ部 お よ び地 区単 位 で 組 織 され る。 末 日聖 徒

学 生 協 会 は ひ き続 い て そ の機 能 を果 た し， 大 学 内 にお け る調

整 機 関 とな る。 イ ンス テ ィチ ュー トに 出席 して い る学生 は ，

今 まで 通 りそ こに お い て福 音 の レ ッス ンを 受 け るが ， これ ら

の 学生 の 活 動 は ， ス テ ー キ部 お よ び地 区 ヤ ング ・ア ダル トプ

ログ ラムの 一 部 と して行 な わ れ る。

未 婚 の２６歳 以上 の人 々 の た め の プ ロ グ ラム と して ，必 要 に

応 じ， ス テー キ 部 お よ び地 区 単 位 で スペ シ ャル ・イ ン タ レス

トを組 織 す る。

これ らの メ ル ケ ゼ デ ク神 権 Ｍ ＩＡ グ ル ー プの 運営 に際 して

十 二 使 徒地 区代 表 が地 区顧 問 と な る。 また ヤ ング ・ア ダ ル ト

とス ペ シ ャル ・イ ンタ レス トを地 区 単 位 で 別 個 に組 織 して も

よい 。 そ の場 合 は １名 の ス テ ー キ部 長 が 神 権顧 問 と して働 き

：地区 内 の ２つ の ス テ ー キ部 か ら各 １名 の副 顧 問 を 出 す。 必 要

な らば他 の地 区役 員 を選 ぶ。

ヤ ング ・ア ダ ル トとス ペ シ ャル ・’イン タ レス トは ， ス テー

キ 部 の段 階 に お い て は ス テ ー キ部 長 会 ， 高等 評 議 員 会 ， ス テ

ーキ部 メ ル ケ ぜ デ ク神 権 委 員 会 に よ り管理 され る。 ま た ２つ

の グ ル ー プ は高 等 評 議 員 会 ア ドバ イザ ー， ス テ ーキ部 長 に よ

り召 され た役 員 ， それ に必 要 で あれ ば ワー ド部 代表 に よ り別

個 に運 営 され る。

ぎ 失 管 長 会 は発 表 に際 して ， Ｍ ＩＡ の 著 しい特 色 が常 に教 会

，惚 ポ ー ツ プ ログ ラム に あ った こ とを指 摘 し， この プ ログ ラム

を 継 続 す る 旨 を語 っ た。 同 時 に ロ ー ドシ ョウ， ダ ンス ・フ ェ

ズ デ ィバ ル な ど， Ｍ ＩＡ が これ ま で 関 係 して き た活 動 プ ログ

’ラ 去も この組 織 変 更 の影 響 を 受 け ない こ とに な る
。
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日本東伝道部

あ け ま し て ，

お め で と う ございます
日本東伝道部伝道部長 ラ ッセ ル ・N・堀 内

今私 た ち は年 頭 に立 っ て い ま す。 「一 年 の計 は 元 旦 に あ

り」 と い う言 葉 が あ りま す が ，新 年 に あ た って1年 を ど う過

ご そ うか とい う こ とよ り， ど う最 後 ま で や り遂 げ よ うか と老

え る ことが 大 切 で あ りま し ょう。

私 た ち は， 目先 の栄 光 は入 手 で き ま す し， 目先 の 勝 利 も得

る こ とが で き ま し ょうが ， これ らは ，移 り行 く時 に共 に色 あ

せ て しま う に違 い あ りませ ん。

従 って ， 私 た ち の求 め る もの ，願 う もの は 何 か と言 え ば ，

実 に終 わ りまで 耐 え 忍 ぶ た め の 証 ，信 仰 ， 勇 気 ， 強 さを 持 つ

こと以 外 に は あ りませ ん。

過 ぎ行 く日 ご

と に， 自分 は頑

張 った ， そしてきのうの自分よりもき ょうの自分の方が立派

だと言うことができるのです。

新年を迎えようとする私たちにとってのチャレンジとは実

にかかるものであり，それは決 して新年を迎えようとする時

だけのことではなく，永遠の救いにあずかろうとして励む私

たちにとって毎 日のことなのです。

皆様方の上に主の祝福がありますように心からお祈 り致 し

ます。

日本 伝 道 部
新 年 を 迎 え て

新年を迎え

るにあたり，

私のみたまは

2つ のことに

対する感謝で

一杯になりま

す。それは教会に対 してであり，また人の心の必要を満た し

て くれる教会の教えに対 してです。救い主の教えほど美 しく

また人間の幸福にとって必要なものはほかにありません。確

信を持てば持つほど，祝福は大きくなり幸福になっていきま

す。

救い主は言われました。 「わたしがきたのは羊に命を得さ

せ，豊かにさせるためである。」 これは人に与え られた約束

のうち最 も偉大なものであり，神のみが与えることのできる

ものです。なぜなら神のみが命を与えることができるか らで

す。教会は，人問に豊かな生活をもた らす仲立ちです。また、

.すべての人間が霊的にも知的にもより高い生活を求め，勤勉

に生活 して，豊かな人生を送 るように導いて くれるところで

す。

末 日聖徒の立場から考えますと，人生の真の目的は，神の

みたまの助けと個人個人の努力とにより，人間として完成す

ることです。

卓実の生活は・まわりに存在する最善のものと関わ わを持
つ生活です。 「欲望，快楽，高ぶり，金もうけのみに生き，

日 本 伝 道 部 長 ト モ ス エ ・ ア ポ

思いや り，清 らかな愛，詩歌，花，星，神，永遠の望みがな

いとしたら，それは死んだも同然である。」 ある偉大な作家

がそう書いています。人間は単なる動物ではありません。霊的

な存在です。そして創造主 との関係を知ろうとするどうしよ

うもない望みがあらゆる人間に与えられているのです。人間

のみたまは神を求めています。そ して人間は，自分がほんの

短い間に人生の流れの中に放 り込まれた単なる物体ではない

のだということを知 るのです。人間の心の内には，自らを立

ち上が らせ，環境を制 し，肉体に打ち勝ち，より高 くすばら

しい世界に住むように促す何 ものかがあります。

人間には自らを向上 させる聖なる力が存在 します。教会員

は，それが主から授けられる聖霊の賜であることを知ってい

ます。人間はこの地上に来 る前にも生 きていま した。そ して

今， 自らの肉体を聖なる宮居として霊的生活を完うしようと

しているのです。、

豊かな人生へ と導 く原則は，人生のいかなるところで も，

またいかなる人へも与えられるものです。私は日：本の教会員

にこう申し上げたいと思います。 この神権時代にもた らされ

たイエス ・キリス トの教えを固 く守 られる.ように，次のよう

に言われた救い主の教～しに沿 って霊的な生活を送 られるよう

に。 「わたしがきたのは羊に命を得させ，豊かにさせるため

である。」

兄弟姉妹にとって新年が幸福な ものであり，成功に満ちた

ものでありますように。
h層"十



日 本 中 央 伝 道 部

ｒｌ１年 中 の 献 身 的 な 働 き， 信 仰 に よ る儀 牲 ， 心 暖 ま る会 員 の

励 ま し， そ の他 神 の 子 に ふ さわ しい行 為 と心 つ か い に対 し，

私 た ちは 心 よ り感 謝 しま す。 同時 に多 くの進 歩 発 展 の約 象 さ

れ て い る新 しい年 の喜 ひ を心 よ りお祝 い 申 し上 げ ます 。

！９７２年 は 日 Ｌ中央 伝 道 部 に お い て， 会 員 一 人 一 人 の信 仰 の

あ らわ れ に 目を み は る多 くの こ とか あ りま した 。 大 阪 ス テ ー

キ部の発足，富山，津，明石の支｛開設，西宮支

部 （現ワー ド部う，名古屋支部礼拝堂の建築完成

な ど目に見えて主の業は大きく飢進 しました。 し

か し前逢する軍のあとにとりのこされた会員 も大

勢います。 （このことか今年の私たちの主な関心

亨 となるて しょう。う

愛する兄弟姉妹たち，私たちは皆様の献身と犠

牲 に心 より感謝 しております。また皆様の信仰の

証なしにこの末 日の主の業の前進はあ りえ ませ

ん。新年を迎えるにあたってもう一歩前進する気

構えをつくりましょう。

ｚ
ノ

祖 の探 求 を し，求 道 者 や新 しい人 々 に フ エ ロー シ ノプ し， 不

盾 発 な会 員 を 再 活発 化 す るよ う励 ま した り， 地 方 部 大 会 ， 指

導 者 会 に 出席 し，指 導 と訓 練 を受 け た り，い ろ い ろ な指 導 者 ，

役 員 に任 命 され た りす る こ と， 什 分 の一 ， 知 恵 の 言 葉 の 戒 め

を 守 り，安 息 円を聖 く保 ち， 断 食 をす る， す なわ ち， 末 日聖

徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 を通 して与 え られ る あ ら ゆ る こ と

私 た ちか 多 くの この 世 の こ とを犠 牲 に して ま で も喜 ん で参

加 す る末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 は ，主 イ エ ス ・キ リス

トの教 会 で あ り， この 教会 の導 き手 は イ エ ス ・キ リス ト臼身

で あ りま す 。私 た ち 全 人類 が救 わ れ る方 法 は， イ エ ス ・キ リ

ス トを 信 じ， この 末 日に 回復 され た イ エ ス ・キ リス トの福 音

に生 き る こ と以外 に な い の てす 。

教 会 の諸 盾動 ， 集 会 に参 加 し， 会 員 個 々 の家 庭 を訪 れ ， 先

は， 私 た らの愛 す るす へ て の人 々 か イエ ス ・キ リ

ス トの福 音 の中 に生 き る ことに よ って ， この世 に

お い て 平 安 な生 活 を ， 次 の世 に お い て 「永 遠 の生

命 」 を受 け る こ とか て き るよ うに とい う， 偉 大 な

イ エ ス ・キ リス トの福 音 の理 想 を 実現 す る た め の

もの て す 。 この業 に よ らな けれ は， 真 の幸 福 を私

た ち全人 類 に もた らす もの は な い の です ． この末

日の 主 の 業 を 大 き く前 進 させ ま し ょう。 新 しい年

に は新 しい悔 改 め と謙 遜 な心 を もっ て， 求 道 者 ，

新 会員 ，不 盾発 な会 員 ， そ の 池愛 す る人 々か イ エ

ス ・キ リス トの福音の中に生き，喜びを見いだ し，共にこの

業のため車を押すよう励まし，導 きの手をさしのべようでは

ありませんか。

「これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅 と永

遠の生命をもた らすなり。」（モーセ １：３９）

清 水 勝 伝 道 部 長

牧 瀬 十二郎 第一副伝道部長

上野山 研次郎 第二副伝道部長

日本西部伝道部

我 が 羊 は 我 が 声 を き く、
「我か羊は我か声をきく」 （ヨハネ伝！０：２７）との主のみ言葉の通 り，多くの宣教師，会員の努力により昨年

はたくさんの家族が改宗 しました。ある家族は集会を待つわずかな時間もむだにしなかった宣教師の働きにより

ある家族は福音に忠実に生 きた姉妹の努力により両親が，またある家族は破滅寸前であった時に，それぞれ主の

み言葉を聞き，従ったために真の救いの道に入ることができました。

小 野 家 族 （佐世保） 世 良 家 族 （塩 山） 加 藤 家 族 （熊本第 ２）



甲 斐 家 族 （宮崎） 橋 本 家 族 （松江） 中 条 家 族 （延岡）

「汝 らは ま た
， わが 選 民 を集 む べ き召 を受 け た り。 そ はわ が選 民 は わ が 声 を 聞 き， そ の心 を頑 固 にせ ざれ ば な

り。」 （教 義 と聖 約 ２９：７） 今 年 もま た 多 くの家 族 が この 回復 され た真 の イ エ ス ・キ リス トの教 会 に導 か れ ， 本 当

の家 庭 を築 く ことが で き ます よ うに み ん な で 力 を合 わせ ， 祈 り， 努 力 で き る よ う祈 って や み ま せ ん 。

東 京 ステーキ部

東京ステーキ部長 田 中 健 治

新年あけましておめでとうございます。この素晴 しい御あ

いさつを新 しい希望と共にお送 りできますことを感謝 してお

ります。昨１９７２年，昭和４７年は主の戒めを守 るよう真剣に過

ごされた方々にとって実に良い年で した。いつも兄弟姉妹，

：友人の思いやりと励まし，また叱責すらも甘い味の祝福 とし

て人格の向上か らもた らされる絶えざる喜びをお受けになり

大晦 日の夕べ，胸の中に火の燃 えるような思いを抱 く祈 りを

静かにお １人で，あるいは愛する御家族 と共に捧げられたこ

とでしょう。 しか し又 １年を振 り返 って，ああすればよかっ

た こうしたかったと，より高い標準から見て，悔いたり悩んだ

り，苦 しい思いを抱かれた方があるかもしれません。また長

い病いの苦痛がベ ッドの上に絶え間な く押 し寄せ，あるいは

人 との不和に心がさいなまれて望みが弱まり，今まで確信 し

た事柄の真実さに霧がかか り，理想と現実の隔たりだけが大

きく見えて 「まだ祈 り聞かれざるか」と迷う思いを内心に秘

めて過ごされた方があるか も知れません。それでも私は新年

のお祝いをすべての方々に心か ら申 し上げるものです。なぜ

ならば，すべてを見ておられる父なる神 とイエス ・キ リス ト

は生きておられるか らです。そ してその証拠にみ前から聖霊

をお送 り下さり，私たちの準備によってはっきりとみたまの

導きと一致を与えて下さるか らです。新 しい年の目標は何で

しょうか。それは大昔より季節のたびに多 くの方々によって

田中ステーキ部長御家族

選ばれたものを決めました。 「罪 （間違い）を悔い改めて戒

めを守ろう」知恵の言葉を守 り，什分の一を最初に納め，断

食を行い，ワー ド部支部の建設維持のために喜んで主の代 り

に必要資金を支え，謙遜に祈 り勉強 し，先祖のために系図を

整え，夫婦家族が互いに愛 し合い，家庭の夕べを必ず開き，友

人や隣人と良い交際を し，将来の永遠の家庭を築 く基礎 とな

る黄金律を身につけ，ホーム ・ティーチングや仕事，学業に

精出し，必要な食糧を貯蔵 して予言者のチャレンジに応え世

の悪の誘いに見向きもせず，あらゆる機会に福音の光を輝か

し，特に御自分の両親家族に愛を率直に表わしてキ リス トの

教会へお連れするように働き，召された責任をへり下って主

の援助を得 られるほどに真剣に果た し，正 しい望みの必ず我

が身に成るのを確信 して疑わず，忠実に指導者に従って毎 日

を過ごします。自分の心を常に省み，憎しみ，ねたみ，敵意

不品行，怒 り，分派などみたまの住み給わない状態を見つけ

たらただちに悔改めて清 くなるな らば，必ず例外な く清い喜

びの訪れを続けて受けられるに違いあ りません。 こう して

『戒めを守 らば地に栄ゆべ し』は日本のまた東京の地におい

て も事実となるのです。幸福な御家庭が今年 も多 く神様に加

わる年，本当にうれ しい年が明けました。おめでとうござい

ます。



私 の 証

大阪 ステーキ部長

１９７０年，ＥＸＰＯ ’７０のはれやかな舞台もようや く幕を閉

じようとしている９月，第一回の東京ステーキ部大会におい

て，ベンソン長老より面接を受けました。

私は仕事のことで再び神戸の地へ転勤するよう会社の辞令

を受けておりました。私はその時，東京第五 ワー ド部の監督

に召されてお り，新 しい会社の責任を受けるべきかどうか迷

っておりました。 この時，私を助けて くれま した方が小松地

区代表であり，田中ステーキ部長でありました。彼らの良き

ア ドバイスで私は神戸への転勤を決心いたしました。

ベンソン長老は私の解任の面接の時に私に向かってこう話

されました。 「神尾兄弟，あなたは大阪の地で神様の仕事を

するはずです。教会の新 しい責任を喜んで受けて下さい。あ

なたは大祭司であり，監督を経験 していますが，小さな責任

であって も謙遜に受けて下 さい」と。

私の新 しい責任は神戸支部長の責任でありました。岡崎伝

道部長は私を本当に歓迎 して下さいました。次の責任は地方

部長 として大阪を統合することで した。

大阪地区の指導者となって二年間，一応のパイプも引けス

テーキ部への道が開けてきた１９７２年 ６月，私は会社の社長か

ら東 日本の総責任者として東京へ転勤 して くれないかと要請

されました。大阪地方部はＥＸＰＯ ’７０と良 き伝道部長達の

指導で日ごとに大 きく成長 し，良い指導者が輩出しており関

西 における私の責任が これで終了 したと思いま した の で，

私は社長の要請を受けるべ く全社の人事異動に着 手 しま し

た。人事異動はスムーズに実行 され，東京支店長 と私が異動

すればすべての人事が完了するところになりました。

９月１１日，ベンソン長老と小松地区代表が大阪の地を訪問

されました。私達全役員は，ベンソン長老の面接を受けま し

た。ベンソン使徒は私の人事異動を知 っておりま したので，

私に会うや， 「あなたの異動を止めることができますか」 と

私にたずねました。

私 に本当にびっくりして今回の人事異動の内容について使

徒に説明 しました。彼は私の話を良 く聞いて下 さいま したが

最後に私をステーキ部長に召したい，関西にこのまま残って

は くれないかとたずね られました。

神 尾 ．昇

事 の重 大 さ に即答

す る こと もで き ない

で い ます と， ベ ン ソ

ン長 老 は ， 「社 長 と

話 し合 って 本 日中 に

回答 して下さい。」と申されま した。中島社長は東京へ出張中

で したので急いで東京へ電話 しま したが，外出中で連絡でき

ず長い間待ちま した。夜１１時すぎ彼から電話がかかってきま

した。私は教会の新 しい責任のため東京への転勤ができなく

なったことを彼に告げました。社長はびっくりして事情を詳

しく話すように言いましたので，ステーキ部長の責任 と教会

の召 しについて彼に話 しました。長い電話でのやりとりの後

で，突然，彼はこう言いました。

「神尾君，教会 と仕事のどちらをとりますか。」 私には非

常につらい質問でした。私は会社の仕事 も社長の人柄 も本当

に好きでしたし，社長 も私を本当によく信頼 して くれており

ま した。 しかし，私は 「まず，神の国と神の義を求めよ」と

いう聖句のとおり 「教会をとります」と社長に告げました。

社長は 「そうか」と一言いっただけで電話は切れま した。

小松地区代表 と，清水伝道部長が私に本当に良いア ドバイ

スをして下 さいましたので，私は大阪ステーキ部で働 く決心

を固めました。

「私は主が命 じたもうことを行って行なう」というニーフ

ァイの言葉 どおり，神様の，使徒の言葉に忠実に従うことが

できましたことを本当に感謝 しております。

現世の地位，名誉等の誘惑に打ち克てた ことを感謝 してお

ります。また私の良き相談相手であり，先輩である小松地区

代表，田中ステーキ部長，清水伝道部長に感謝 しております。

そして，私の決心を支持 して くれました愛する神尾姉妹に本

当に感謝 しております。私は恵まれて良き副ステーキ部長，

高等評議員，補助組織の役員の助けを受けています。彼らの

働きに感謝 しております。

私はこの末日聖徒イエス ・キリス ト教会が神様の真の教会

であることを心か ら証いたします。自分のすべてを教会のた

めにささげることができる ことを感謝 しております。
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東京ステーキ部ひばりが丘支部 津 端 み ち 子

「プ ライ マ リー」 と い う言 葉 を 聞 い た の は
， 一 時教 会 か ら

遠 ざか っ て い た私 達 家 族 が ， 再 び 行 き始 め た 時 で した。 第 ２

ワー ド部 で は， 遠 い 子供 達 の た め に， 同 じ土 曜 日に ホ ー ム プ

ライ マ リーが 開 か れ て お りま した が， そ こへ 出席 す る よ う に

す す め られ ま した。 ．

私 には ，長 男 ，長 女 ， 次男 の ３人 の子 供 が お りま した が ，

長女 の真 由美 は土 曜 日に幼 稚 園 で 開 か れ て い る ヤ マハ音 楽 教

室 へ通 って お りま した し， ま た次 男 の 寿 明 は先 天 性 股 関節 脱

き ゅ うで， 胸 か ら足 首 まで あ る プ ラス チ ック製 の コル セ ッ ト

を は あ て お り， おん ぶ して 長 い 時 間 歩 くの は 大変 で し た の

で， あ ま り気 が 進 み ませ ん で した 。 で も長 男 の穣 治 だ け で も

出 席 させ よ うか と思 い ， バ ス と電 車 を 利用 します ので ち ょっ

と心 配 だ った の で す が ， プ ライ マ リー の方 々が 助 けて 下 さ る

と の こ とな の で ，一 人 で行 か せ ま した。

穣 治 は プ ライ マ リー と担 当 の教 師 か らとて もよい 印 象 を 受

け ， レ ッス ンの 内容 も始 めか ら終 りまで 熱 心 に話 して くれ ま

した。 帰 りは プ ライ マ リー担 当の 神 権者 の 方 が バ ス に 乗 る所

ま で送 って 下 さ い ま した 。 冬 の 寒 か った 日， バ ス を待 っ て い

１る 間
， 近 くの お店 で 大 判 焼 を 買 って 一緒 に食 べ た け ど， とて

も暖 か くて お い しか った と楽 しそ うに話 して くれ ま した。

熱 心 な プ ライ マ リーの先 生 達 ，喜 ん で ホ ー ム プ ライ マ リー

の た め に場 所 を 提供 して下 さ る姉 妹 ， 穣 治 を わ ざわ ざ電 車 に

の せ ， バ ス ま で送 っ て下 さる神 権 者 の方 ， この よ うな す ば ら

しい 人 々 の助 け に よ っ て， み ん なで 出席 した い と願 う よ う に

な りま した。

長 女 の真 由美 とよ く話 し合 って ， 音 楽 は別 の 日に他 の方 法

で習 う こ とに決 あ て プ ライ マ リーへ 出席 す る よ うに致 しま し

た。

こう して い る う ち に，私 も兄 弟 も教 会 の仕 事 に 召 され ， 私
～

も扶助協会の責任を与え られました。神殿へ行 く機会 も与え

られました。
＼

第 ２ワ ー ド部 で は遠 い子 供 達 の た め に， い くつ か の ホ ー ム

／ ・ プ ライ マ リー が 開 か れ る こ とに な り， 私 達 の 家 族 も長 男長 女ノ

を一 つ の ク ラス に して私 が 教 師 とな って 開 くよ う に言 わ れ ま

ぎ／
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津端姉妹のお子さんたち

した 。 「出 来 るか しら， 大 変 だ わ。 遠 くて も行 っ た方 が 気 楽

なの に」 とい う気 持 で ， あ ま り感 謝 の気 持 は あ り ませ ん で し

た 。 で も とに か く 「これ は 召 しだ， で き るだ けや っ て み よ

う」 と思 い ま した。

自分 の家 で母 親 が 教 師 に な って プ ライ マ リー を 開 くに は い

ろ い ろ とむず か しい点 が あ りま した 。 母 親 の生 活 の す べ て を

よ く知 っ て い る子 供 達 の教 師 と な る こ とは 容 易 な こ とで はあ

りませ ん 。ま ず私 は教 師 と して 「さ あ，先生 の毎 日の生 活 を見

て ご らん な さい ，私 の模 範 に従 って 下 さ い」と言 え る よ う に な

らな けれ ばい けな い と思 い ま した。 そ れか ら教 師 と して 母 親

が どん な に プ ライ マ リー を大 切 に思 っ て い るか を示 さ な けれ

ば な らな い と思 い ま した 。そ して １週 間 の う ち，一 番 適 当 と思

わ れ る 日 と時 間 を決 め，それ を 厳 守 致 しま した 。私 の都 合 や子

供 の要 求 によ って変 更 す る よ う な こと は決 して 致 しませ ん で

した。 で す か ら学 校 で放 課 後 用 事 が で きて プ ラ イ マ リー に遅

刻 しそ うに な っ た時 は走 って 帰 って き ま した。 次 に レ ッス ン

の準 備 の た め に十 分 に時 間 を と る よ う に しま した。 少 な くと

も ５時 間，１０時 間 以上 もか け る 時 もあ りま した 。ま た ， プ ライ

マ リーが 開 か れ る 日 は， 使 う部屋 を そ う じ して レ ッス ンが す

ぐで き る よ う に準 備 し，仕 事 着 を着 が え て ，髪 に ブ ラ ッシ ング

を して 身 だ しな み を 整 え，一 人 で 祈 って 子 供 達 を迎 え ま した 。

現 在 ， ひ ば りが丘 支部 の プ ライ マ リー に 出席 して お ります

が ，私 達 の 家族 は ，今 ま で 出席 したす べ て の プ ライ マ リーを

通 して ， ほ ん と うに た く さん の祝 福 を 受 け ま した 。 そ れ を数

え あ げ る こ と も， ま た言 葉 だ けで 十 分 表 わ す こ と も出来 ま せ

ん が， 親 の子 供 に対 す る責 任 と義 務 ， そ して そ れ を な す こ と

に よ っ て受 け る祝 福 を は っ き りと知 り ま した。 ま た親 は子 供

の最 大 の教 師 で あ り，接 して い る すべ て の 時が ，福 音 を教 え る

す ば ら しい機 会 で あ る ことが わ か りま した。 ま た悪 の満 つ る

末 の世 に あ って 神 の 兵 士 とな って働 く私 達 の子 供 を育 て る１と

い う，す ば ら しい祝 福 と特 権 を受 けて い る こ とを知 りま した 。

私 達 が 子 供 を 主 の 道 に 従 っ て正 し く歩 め る よ う育 て よ う と

す る時 ， プ ライ マ『リー は， す ば ら しい 助 け 査 して くれ る、こ と

を心から証致 しますＱ
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